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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　豊かな土ど壌じようと穏やかな気候に恵まれた、大国エスカ・トロネア。季節ごとに姿を変え、一年中美しい花が咲き誇ほこるその国を、大陸の人々は『花か冠かんの王国』と呼び、地上の楽園と褒ほめ称たたえた。

　植物の実りが良いおかげで、農業・畜ちく産さんも品質の高いものが安定して供給され、美食国家としても有名。そんな恵まれた大国の、第二王女に生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは──

「あぁもう！　今日も今日とてこれ見よがしに咲き誇って！　腹立つわね!!」

　自国の名産品に悪あく態たいをつきながら、びむーっ、と鼻をかんだ。かみすぎたせいで鼻の下が擦すり切れて痛い。大国の王女だから許される、肌触りの優しい一級品の絹きぬのハンカチをもってしても、度たび重かさなる摩ま擦さつは白く滑なめらかな十六歳の少女の肌を荒れさせた。

　鼻の下の皮ひ膚ふが果たして本当に滑らかだったかどうか、もうフローレンスに記き憶おくはない。

「そして……っ、今日も、ない……っ」

　ぐったりとソファに身を沈しずめつつ、瀟しよう洒しやな装そう飾しよくのテーブルの上に広げられた数通の手紙を前に、フローレンスは恨うらめしげに唸うなる。

　そこにあるのは自国の貴族たちからのご機き嫌げん伺うかがいや、周辺諸国の年頃の王子たちからの、求婚を仄ほのめかす内容の手紙。

　しかしその中に、彼女が求めるものはない。

「ラハ・ラドマからの縁えん談だんはまだないの!?　こんなにアプローチしてるのに！　わたしってお買い得じゃない!?　立場的には！」

　同意を求めて振り返った先にいた一人の侍じ女じよは、深々とうなずいた。

「仰おつしやる通りですわ、姫様。ですから、こうして名立たる国々の王おう侯こう貴き族ぞくが、姫の前向きなお返事を待っているではありませんか」

「花の咲く所は絶対に嫌いや！」

　叫んで、タラリと垂たれてきそうになった鼻水に気付き、フローレンスは慌あわてて再度、鼻をかんだ。

　そう。花冠の王国、現世の楽園エスカ・トロネアの第二王女フローレンスは──重じゆう度どの花アレルギーだった。

　くしゃみ、鼻水、鼻づまりに目の充じゆう血けつ、目のかゆみ。結果訪れる顔面崩ほう壊かい。そんな淑しゆく女じよとして致ち命めい的てきな症しよう状じように物心ついたときから悩まされ続け、医者にも早々に匙さじを投げられた。

　屋外に出るとより酷ひどくなるので、幼少の頃より部屋に引きこもる日々が続いている。そのせいで、いつの間にか病弱のレッテルまで貼られてしまった。仕方のないことだし、都つ合ごうもいいのでそういうことにしている。丸きり噓うそでもない。

　初めはさっぱり原因が分からなかった。しかし長年の経験を基もとに考え、フローレンスは仮説を立てた。そしてそれは北方の辺へん境きよう国こく、ラハ・ラドマに遊ゆう学がくしたときに確信に変わった。

　ラハ・ラドマは不ふ毛もうの地だ。大陸北端に位置し、気温は常に一ひと桁けたからマイナスの寒かん冷れい地ち。国土すべて、一年の半分以上が雪に覆おおわれ、高山から採とれる氷が唯ゆい一いつの名産という、貧まずしく厳しい土地柄である。

　その環境ゆえに、植物が非常に少ない。

　これまでフローレンスの症状が、草木も眠る夜や半はんや、他の季節に比べれば彩いろどりが寂さびしくなる冬に緩かん和わされたこと。花の乏とぼしいラハ・ラドマでの鼻び炎えんに苦しまない穏やかな日々。その事実が、アレルギーの原因を連想させるに充分だった。

　思い至ってからこれまで、花が原因という前ぜん提ていを覆くつがえされたことは一度もない。

「常とこ夜よの国、日照時間が限りなく少ない不毛の大地！　なんて素す晴ばらしいの！」

「そう仰るのは姫様だけですわ。まあ、お気持ちは分かりますけれど」

（寒いのが何？　景色が不毛!?　娯ご楽らくがない!?　どうっでもいいわそんなこと!!）

　心身ともに安らかに過ごせる。これ以上に重要なことがあるだろうか。

「ラハ・ラドマにとっても悪くない話のはずよ」

　フローレンスにとってはラハ・ラドマこそ地上の楽園だが（エスカ・トロネアは地じ獄ごくだ）、大陸の国々の中で貧しい国に入るのは間違いなかった。豊かな大国であるエスカ・トロネアと繫つながりを持つのが悪条件なわけがない。

「良すぎて警けい戒かいされているのだと思いますわ」

「くっ。裏も表もないってのに、面めん倒どうくさいわねっ」

　大国の姫のプライドと体面を考えると、真の理由──花のアレルギーで顔面が酷いことになるから貴き国こくに嫁とつぎたいんですなどとは、絶対言えない。

「姫様がゴリゴリ押しすぎなのです。だから余計に警戒されてしまったのでは」

「だってゴリゴリいかなきゃわたしがどれだけ嫁ぎたいか伝わらないじゃない！　求きゆう婚こんすらしてこないんだもの！　わたしから動かずにどうしろと！」

「まあ、普通、相手にされないと分かってますもの。わざわざ物笑いの種になるようなことはしませんわよね」

「わたしからでもいいなら、すぐに求婚するのに……っ」

　女の身が口くち惜おしい。結婚の申し込みは、大陸の慣習で男の方からのみと決まっている。

　フローレンスがギリギリと奥歯を嚙かみ締しめていると、部屋の扉とびらがノックされた。直後に「入るぞ」という宣言と共に、返事を待たない傍ぼう若じやく無ぶ人じんさで扉が開かれる。

　こんな真ま似ねをするのは一人しかいない。フローレンスは慌てて居住まいを正し、扇おうぎで顔を隠しぎみにして入り口を窺うかがう。

　入ってきたのは予想した通りの人物だった。

「元気か、フローレンス。良い知らせを持って来たぞ」

「お兄様！　勝手に入るのはやめてくださいと、あれほど申し上げていますのに！」

「『どうぞ』以外の返事を聞いたことがないし、これからもそうだろう？　気にするな」

「それでも必要な作法ですわ！」

　悪びれもせず言い切った長ちよう兄けい・セリスを、フローレンスはささやかな反抗の意思表示に軽く睨にらむ。しかしそれも、隣となりに座ったセリスから頭を撫なでられるまでのこと。

　フローレンスはこの兄に対して、何があっても強く出ようと思えないのだ。

「それで……。良いお知らせとは何でしょう？」

「その前に、実じつ兄けい相手に顔を隠すなよ」

「わたしは、その、酷い顔をしていますから」

「まあ、見目良いとは言えないな」

（うぅっ）

　ズバリと言われ、フローレンスは顔を俯うつむけた。

「だからって俺の前でまで恰かつ好こうつけることはないだろう。お前が大切な家族だっていうのは、体質で変わるようなものじゃない」

「……はい」

　優しい言葉に、フローレンスはためらいつつもうなずく。慰なぐさめられたとしても、言葉のままに受け入れるわけにはいかなかった。

（セリスお兄様は、不出来なわたしにも優しくしてくれる）

　自分を可か愛わいがってくれているのが分かる。だからこそ、彼に恥はじない妹でいたかった。せめて、できる限りで。

　扇はやっぱり手放せないまま、顔をセリスに向け直して、再び訊たずねた。

「それで、お兄様？　良いお知らせというのは？」

「喜べ、フローレンス。ラハ・ラドマ第一王子、イスカ・ヴァル・ラハラドマ殿どのから、お前に婚約の申し込みだ」

「！」

　告つげられた内容に、フローレンスは目を見開く。駆かけ巡めぐった歓かん喜きの衝しよう動どうを抑おさえきれず、ぷるぷると全身が小こ刻きざみに震ふるえた。

「とても……。とても嬉うれしいお知らせです、お兄様……！」

　そして何とか、控ひかえめに感激を口にする。

　吉きつ報ぽうを告げたセリスが退たい出しゆつするのを見送って、扉がきっちり閉まってから、フローレンスは側かたわらの侍女を勢いよく振り返った。侍女の目も我が事のように潤うるんでいる。

「姫様……っ」

「待ってた……！　このときを待ってたあぁぁぁ──っ！」

　先程まで被かぶっていた猫を脱ぬぎ捨てて、フローレンスは諸もろ手てを挙げて歓喜の雄お叫たけびを上げたのだった。
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　──一体、どういうことなのか。

　大陸中から不ふ毛もうの国と軽かろんじられる、ラハ・ラドマの第一王子イスカは、心の中で何度となく同じ問いを繰くり返していた。

（あり得えない……っ）

　つい先日、花か冠かんの王国エスカ・トロネアの王女に婚約の申し込みをして承しよう諾だくされた。

　後こう悔かいはしていない。利り得とくがあるのは間違いがなかったから。受けてくれたことは、イスカにとってありがたい以外のなにものでもない。

　ただ、不ふ審しんなだけで。

　申し込みをした第二王女・フローレンスと実際に会って話したのは数回だけだが、手紙のやり取りだけは頻ひん繁ぱんにしていた。なぜか向こうの方から熱心に送ってくるのだ。機き嫌げん取りの意味も兼ねて、弱小国が無む視しをするわけにはいかない。

　美しい字を書く姫君だ──と毎回感かん嘆たんしていたのだが、それはともかく。

「絶対、何か裏があるはずだ！　でなければあり得ない！」

　呻うめいて、イスカは机の上に置いた肖しよう像ぞう画がを睨にらみつける。

　肖像画に描かれたフローレンスは、イスカの記き憶おくの中の彼女と違いなかった。元々、手を加える必要がないぐらいに可か憐れんな姫君ではあるのだが。

　春の日差しのように柔やわらかい色合いの金の髪に、瑞みず々みずしい青葉を連想させる緑の瞳ひとみ。面おも立だちは穏おだやかで、妖よう精せいのような愛らしさがある。好みかそうでないかで聞かれれば、即そく座ざにうなずけるぐらいに好みだと言っていい。実に花冠の国の姫君らしい、優しい容よう貌ぼうだ。

　一方のイスカはといえば、艶つやのある雪のような白はく髪はつに青の瞳、きつめの顔立ちと、こちらも極ごつ寒かんの土地柄に相応ふさわしい容よう色しよくをしている。

「やはり、今からでも考え直した方が……」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、殿でん下か。すでに先方から二つ返事で承諾の旨むねが届いています。今更、こちらから断れるとお思いですか？」

「それがまた怪あやしいだろう！　この返事の早さ！　待ち構かまえられていた罠わなの中に、うかうか飛び込んだ獲え物ものの気分だ！」

「落ち着いてください。悪いように考えすぎです」

「他に何があるというんだ！」

　叫んだイスカに、従じゆう者しやであるアルフルードは深く息をつく。

　漆しつ黒こくの髪に砥といだ鋼はがね色いろの瞳。浅黒い褐かつ色しよくの肌は、色しき素その薄うすい人が多いラハ・ラドマでは非常に浮うく。二十の半なかばほどの年ねん齢れいにそぐわない、威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きもアルフルードの存在感を高める一いち因いんだろう。

　しかしイスカの隣となりにいる限りは、彼が注ちゆう視しを受けることはほとんどない。なぜなら異い端たんであるアルフルードが霞かすむほどに、イスカの圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうが人を惹ひきつけるからだ。

　ラハ・ラドマの第一王子であるイスカは、武ぶは他の追つい随ずいを許さぬ勢いで、文ぶんの方はそこそこそつのない程度にこなす才覚を持つ、決して悪くない主しゆ君くんだった。少なくともアルフルードにとっては。

　だが王子としての評価を下すなら凡ぼん才さいとしか言えず、その自覚が本人にもあるため、やや慎しん重ちようすぎるきらいがあった。民のために間違えられない立場だ、という重じゆう責せきが加算されているせいも多分にあるが。

「そうですね、フローレンス姫が殿下に一ひと目め惚ぼれされた、とか」

「一目惚れだと？」

「そうです。フローレンス姫からアプローチされるようになったのは、彼女が我が国に遊学されて、殿下と面識を持ったあとからだったでしょう」

「それは、そうだったな」

　大陸中で最も美しい雪景色が堪たん能のうできるのはラハ・ラドマだ。雪景色のみで言えばわざわざ観みに来る貴き人じんもいる。

　しかしそれは寒さの緩ゆるむほんの二、三ヶ月の間の話。冬とう季きや凍とう季きともなれば、景色を楽しむどころか装備もなく外に出たら凍こごえ死じぬ勢いだ。

　だから留学という名の観光は分かるのだが、嫁とついで終ついの棲すみ家かにしようなどと、他国の姫が望むとは思えない。

（まして、フローレンス姫は病弱だという噂うわさ……）

　ラハ・ラドマ滞たい在ざい中ちゆうは体調が良かったのか、臥ふせっている姿など見たこともないが、彼女は自国の公式行事にすら、ほとんど顔も出さないらしい。

　だからきっと、ある程度体が弱いのは本当なのだろう。

　──ますますもって、好き好このんで嫁いでくるなど信じ難がたい。

「建国からして複雑な事情を抱え、自然環境も厳しく、財政も貧まずしいラハ・ラドマに、不便なく豊かな暮らしをしていただろう、誉れある大国の姫君が来たがる理由など、殿下に恋に墜おちた以外にないでしょう」

「いや、しかし……」

「殿下は見た目にはずば抜けて恵まれていますから。ええ、いっそ武術よりも」

「他国の貴人の評価を小耳に挟はさんだことがあるが、『冷たそうで近寄り難い』『血が通かよってなさそう』『むしろ血は青か紫むらさき』と大不評な記憶しかないが」

「そのあとに『孤こ高こうの雰ふん囲い気きが素敵』『非ひ道どうなことでもためらわなそうだから、王族としては頼もしい』『いっそ世に顕けん現げんした妖よう魔まの方が耽たん美びで良い』と続きます」

「待て！　最後のは待て！　俺はいつ人間じゃない方が良くなった!?　大体俺、非道なイメージ付くこと何かしたか!?」

「いいじゃないですか、舐なめられるよりは。殿下は素すだと舐められる要素しかないですから、その恵まれた容姿は最大限活用しましょう。──そんなわけで、殿下の容姿は好きな方は本当に好きです。自信を持ってください」

　アルフルードは断だん言げんしたが、イスカはただ眉まゆを寄せるに留とどまった。

「言げん動どうに気を付ければ侮あなどられ難いというのは認める。助かってもいると思う。だが俺の容姿を好むような女性とは出会ったことがないぞ。相当低い確率じゃないか？　それ」

「いや、だからそれは殿下の周りでは……。と言っても無む駄だでしょうね。ともかく、確率が低かろうと何だろうと、それ以外に理由がありますか？　ラハ・ラドマに国としての旨うまみはありません。そのおかげで平和ですが」

「一目惚れは本当に理由としてあり得ると思うか？」

「殿下ならあり得ます」

「……」

　全面的な納得はできなかった。

　だがもう賽さいは投げられたのだ。そして投げたのもイスカ自身だ。

「そうだな。何にしても、もう後には引けない」

　悪い方にばかり考えても仕方がない。イスカはそう、気持ちを切り替えることにした。

「心配いりませんよ、殿下」

　まだ若じやつ干かん表情を曇くもらせたままのイスカに、アルフルードはきっぱりと言い切った。

「相手が女なら、貴方あなたが心配することは何もありません」

「なぜだ？」

「殿下が男だからです」

「何だそれは」

　力の問題か。そもそも暴力的な意味合いでの気がかりではないのだが。

　結局意味は分からなかったが、アルフルードはまともに答える気がなさそうだったので、イスカは追つい及きゆうを諦あきらめた。

「まあいい。──姫の歓かん迎げい準備は順調か？」

「本当にエスカ・トロネア式にやるんですか？　見事に花ばかりですよ？　うちの式次第に則のつとってやった方が安く上がりますが」

「相手は花冠の王国の姫君だぞ。敬けい意いを払って先方に倣ならうべきだろう」

「まあ、つまらないところで悪印象を持たれる方が面めん倒どうですね。必要経費と諦めますか」

「そうしてくれ。せめて迎えるときぐらいはきちんとやりたい。彼女の目に触ふれる所に花を絶たやさないように頼む」

「承しよう知ちしました。そのように」
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「あぁ……！　なんて、なんて素敵な景色なの……！」

　馬車の窓から見渡す景色のすべてが真っ白。地平線の彼方は青みがかって見えるほどの、一面の雪景色。

　雪。雪。雪だ。本当にそれしかない。いっそ眩まぶしいほどである。

　ここにしかない銀世界は拘こだわりを持たない人間でも美しいと言えるだろうが、フローレンスが感動に打ち震ふるえているのは、もちろん美的感覚ゆえではない。

「姫、風か邪ぜを引くといけません。外がい套とうをもう一枚羽は織おってください」

「大丈夫よ。ありがとう、ミリア。わたし寒さには強い方だから」

　にっこりと笑って、機嫌よくフローレンスは応じる。

　母国エスカ・トロネアから連れて来たのは、側付き侍じ女じよのミリアだけだった。輿こし入いれの際には大量の持参金が贈られる予定だが、婚約でしかない今の段階でラハ・ラドマに向かうのは、フローレンスとミリアの二人だけ。荷物も質しつ素そなものだ。

　正直なところ、フローレンスとしてはさっさとラハ・ラドマ第一王子の正妃として収まってしまいたかったのだが、先方の希望によってこうなった。

　互いの相性を見る期間は必要だろう。万一のことがあったらフローレンスに傷が付く、と配はい慮りよされてしまったのだ。大国の姫は、こういうときにちょっと面倒くさい。

（いいけどね。とりあえずエスカ・トロネアからの脱だつ出しゆつは叶かなったから）

　様子見の期間は半年間。暖だん季きに入った今から数えて、順調にいった場合の結婚式は凍季のただ中になる。最も寒さの厳しい時期を経験して、大丈夫ならば──ということだろう。

　婚約とはいえ、ほぼ決まったも同然だ。国力差を考えれば、ラハ・ラドマ側からフローレンスを追い出すのはかなりの度ど胸きようと覚かく悟ごがいる。そしてフローレンスはもう故こ郷きように帰るつもりがない。だから自分はそれでいい。しかし──

「ごめんね、ミリア。すぐにこの国に慣れるよう努力するから。貴女あなたは暖季のうちに帰してあげるわね」

「ご心配なく。わたしも寒さには強い方ですから」

　フローレンスのものよりも深い緑の瞳を優しく和なごませ、ミリアは微笑ほほえんでそう言った。ついてきてくれるつもりなのだ。ずっと。

　赤味の強い濃こいめの金髪と、垂たれぎみの目元に泣き黒子ぼくろを備えた、おっとりとした容貌のミリアは、今年で二は十た歳ちになる。幼い頃からずっと側にいて、彼女とはもう主しゆ従じゆうというより姉し妹まい感覚に近い。迷いなく不毛の土地についてきてくれたミリアに、フローレンスは深く感謝していた。

　ラハ・ラドマは決して豊かな国ではない。侍女や使用人、高級品を大量に持参して贅ぜい沢たくを見せつけるのは歓迎されないだろう。フローレンスとしても、気心の知れたミリアがいてくれるだけで充分だ。元々、贅ぜいを尽つくせるような身ではない。




　──生まれてからずっと引きこもりっぱなしで役立たずだった姫君は、最後まで役に立たなかった──




　ラハ・ラドマに嫁ぐことが決まったフローレンスを、悪あしざまに言う声も少なくなかった。

（分かってるわ）

　王族は国のために存在している。今までのフローレンスはエスカ・トロネアに益えきを何一つもたらさなかった。この結婚もそうだ。

（でも、エスカ・トロネアじゃ本当に何もできないんだもの！）

　表になど出ようものなら、花冠の国の鼻ハナ水ミズ姫キ、とか笑われるのがオチだっただろう。

　一瞬、フローレンスの頭に、忘れたいのに忘れられない、苦い思い出が甦よみがえる。

　相手の顔はもう覚えていなかった。けれど──

　ぐ、とフローレンスは強く唇くちびるを嚙かみ締しめ、俯うつむきそうになる心を叱しつ咤たした。当たり前のことに、いちいち傷付いてなんかいられない。それに。

（これからのわたしは違うのよ！）

　ラハ・ラドマの王太子妃として、エスカ・トロネアの王女として、やるべきことをやるのだ。

　ついに人前に出られる──なんと甘かん美びな響ひびきだろう！

「あ、姫、見えてきましたよ」

　ミリアの声に窓の外を窺うかがえば、はるか前方に白と青の優ゆう美びな町の姿が見え始めた。

　ラハ・ラドマでは、産出される白色の土を使った土壁に、岩石を砕くだいて上うわ塗ぬりした建物が一般的だ。さらに上から油を混ぜた樹じゆ液えきを塗ぬり、隙すき間ま風かぜや水気の侵しん入にゆうを防ふせぐ造りになっている。

「いろいろ歓迎されるのでしょうけれど、早めに室内に入れるといいですわね」

「ええ、そう、ね……」

「姫様？」

　虚うつろな相あい槌づちを返したフローレンスは、硬かたい表情で外の景色を凝ぎよう視ししている。

「？」

　訝いぶかしみ、ミリアも再び外を見て、フローレンスの表情の意味を知った。

　なんと、道に沿って花びらが撒まかれている。色とりどりの花びらは、王都スノウフラウへ近付くにつれ量を増し、視界の先では道を埋うめ尽くすほど。

　フローレンスの訪れる時間を見込んで用意されたのだろう。まだ瑞々しい花びらは雪の上で陽光を受け、輝いている。そしてその先に続くのは、花のアーチ。

「まあ……」

「こ、これは……っ」

　それは、エスカ・トロネア出身の二人には見知った光景だった。

　大切な客人を迎えるときの、エスカ・トロネア流のもてなし──

　フローレンスの中で、何かがぷつっ、と切れた。

「いやあぁぁぁ──っ!!」

「姫！　姫様!!　落ち着いて！　頭を抱かかえないでくださいまし！　御髪おぐしが乱れます！」

　切せつ迫ぱくした悲鳴を上げるフローレンスを、ミリアはどうにかなだめようと声をかけつつ、実力行こう使しでがっしと腕を摑つかみ、美しく飾られた装よそおいを死し守しゆする。

「髪ぐらい何よぉっ！　このままじゃっ！　このままじゃ涙とくしゃみと鼻水で顔がん面めん崩ほう壊かいよ!!　鼻ハナ水ミズ姫キの危機が！　そこに！　すぐそこに!!　なんで!?　なんでラハ・ラドマに花があるの!?　なんでそっちの流りゆう儀ぎで歓迎してくれなかったのおぉぉ──っ!!」

「き、気を遣つかってくださっている証あかしですわ！　良かったですね、姫様っ」

「有あり難がた迷めい惑わくうぅぅっ！」

　そうこうしているうちに、馬車は花道を進み、アーチを抜け、町の大通りを民みん衆しゆうの歓かん声せいに見送られて通つう過かし、中央にそびえる宮きゆう殿でんへと辿たどり着いた。着いてしまった。

（あぁっ！　花が！　花が迫ってくる！）

「さよなら、わたしの姫の名めい誉よ……」

「姫、お気を確かにっ。根性です、根性で乗り切るんです」

「ミリア、根性ってそんな万ばん能のうじゃないからね」

　しかし、ミリアの言う通りでしかないことも事実だった。ここまで来てしまったのだ。乗り切るしかない。

（大丈夫──きっと大丈夫！　エスカ・トロネアみたいに、そこらじゅうに花が咲いてるわけじゃないんだから！）

　実際、ここに着くまで鼻は大人しかった。そのおかげで若干冷静にもなれた。エスカ・トロネアでは、室内にこもっていてもくしゃみも鼻水も止まってくれなかったのに、だ。

　ラハ・ラドマはフローレンスを歓迎するため、こうして沢たく山さんの花を用意してくれたようだが、それでも故郷エスカ・トロネアに毎日何気なくある花々には及ばない、ということだろう。

「行くわよ、ミリア」

「はい、フローレンス様」

　──そして、馬車の扉とびらは開かれた。外で待っていた侍じ従じゆうの手を取り、フローレンスは優美な所しよ作さを意識しつつ馬車を降りる。地面に敷かれた絨じゆう毯たんは、ラハ・ラドマの貴き色しよくを表す青に、金きん糸しで刺し繡しゆうが施ほどこされたもの。毛足が長くて柔らかい。

　顔を上げ、悠ゆう然ぜんと絨毯の上を進む。少し鼻がむずむずする気がするが、まだ大丈夫だ。

（良かった、いけそう。根性見せなさい、わたしの鼻！）

　希望を見み出いだし、フローレンスの胸きよう中ちゆうに光が灯ともる。

「お久しぶりです、フローレンス姫」

　上品に微び笑しようしてそう声をかけてきたのは、婚約相手のイスカ。年は十九と、フローレンスとの差も丁ちよう度どいい。

　すらりと背は高く、艶のある白髪は短く切られた直ちよく毛もうで、降りたての雪のような印象を受ける。冷たい海の色だと言われる灰かい青せい色しよくの瞳は、怜れい悧りな面立ちによく似合っていた。

「はい。お久しぶりです、イスカ殿下。これからどうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。貴女をつつがなく妻にできる日を、心待ちにしています」

　そこで側にいた黒髪の侍従からイスカへと、白い花束が渡される。

（ひっ……）

　花束の用よう途となど一つしかない。内心でフローレンスは恐おそれおののく。

「まずは、約束の白しろ薔ば薇らを」
















「……っ」

　婚約が成立し、互いが合意であることを示す、約束の白薔薇。結婚式のブーケには誓ちかいの黄薔薇。そして初夜のあとの部屋には、祝福の赤薔薇。

　これもすべて、エスカ・トロネアの慣習だ。

　イスカは真剣にフローレンスを歓かん待たいし、きちんと妻として迎えようとしてくれている。だからこそ、フローレンスも応こたえなくてはならない。

　しかし──しかし、白薔薇のなんと瑞々しいこと。それもまた、イスカが手を尽くした誠意が窺える。

　窺える、のだが。

（むずむずする鼻がむずむずしてるっ。もうきてるこれぇっ）

　受け取らなくては。受け取ってにっこり笑って、お礼を言わなくては！

　息を止めて花の芳ほう香こうをできる限り嗅かがないようにして、フローレンスは花束を受け取り、即そつ行こう、後ろに控ひかえていたミリアに押し付ける。

「ありがとうございますあぁでもごめんなさいわたしちょっと具合がっ」

　周囲の空気を新しく吸わないように、肺に溜たまっていた分の息で一気に喋しやべったため、最後は掠かすれていたし空気を絞しぼり出した肺も痛かった。演技ではなく胸に手を当て苦しさを訴うつたえると、イスカは慌あわてた。

「失礼。ご無理をされていたのですね。すぐに姫を部屋へお通ししろ」

「は、はいっ。どうぞフローレンス姫、こちらへ」

　病弱レッテルが功こうを奏そうした。イスカの命めいを受けた侍女が急いで進み出てきて、フローレンスを誘ゆう導どうする。

「ご、ごめんなさい……」

　なるべく呼吸を抑おさえようとするせいで、声がか細い。

　これも演技ではなく、意識がよそに向いているせいでよろよろとした足取りになる。

　案内の侍女について行くフローレンスとミリアを、その背が見えなくなるまで見送ってから、イスカは隣のアルフルードへと声をかけた。

「なあ、アル」

「はい」

「お前、姫が嬉うれしそうに見えたか？」

「見えませんでしたね」

「俺にはむしろ嫌いやそうに見えた」

「……そうですね」

　側そつ近きんの同意を得て、イスカは震える拳こぶしを強く握にぎった。

「間違いない。やはり何か企たくらんでいるに違いない……っ！」
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「限界！　もう限界！　もういいよね鼻かませてぇっ」

　案内された部屋に入るなり、フローレンスは早々にラハ・ラドマの侍女を退出させ、ミリアに縋すがってハンカチを求めた。

　かつてのフローレンスの部屋には、使用前、使用済みのハンカチが両方とも山のように積み重なっていたものだ。万一を考えて多めに所しよ持じしてきたハンカチが、まさか早さつ速そく役に立とうとは。

　そっと差し出されたハンカチを受け取り、びぶーっ、と遠えん慮りよのない音を立てて鼻をかむ。むしろ気にしている余裕がない。

「うぅ……っ。まさかラハ・ラドマでも花に苦しめられるなんて……っ」

　目の奥がかゆい。しかしかいても目を傷付けるだけで何の解決にもならないので、体が落ち着くまでひたすら我が慢まんだ。

「姫、お気持ちは分かります。ですが」

「待ってミリア！　こっち来る前にその薔薇隅すみに置いて何かで覆おおって！」

　婚約者からの贈り物に対して失礼なのは分かっている。しかし側にあってほしくない。いっそ窓から投げ捨ててしまいたい。

「お気持ちは分かりますが駄だ目めです。ラハ・ラドマの方に見られたらどうするのですか。ただでさえ印象最悪ですのに」

「ですよねっ」

　自分でも態度が酷ひどかった自覚はある。贈られた花束を、一いつ瞬しゆんたりとも愛めでずに即行侍女に押し付ける婚約者とはいかがなものか。

「でも無理だったんだもの！」

「具合が悪かったということで押し通すしかありませんね」

「そうするつもり」

　うなずいて──はあぁ、と大きく息をつき、フローレンスはテーブルに突つっ伏ぷす。飴あめ色いろの艶を持つ木製のテーブルは、新しい木の香りがした。

　姫君らしくしようと意気込んだばかりなのに、最悪だ。相手はしっかりやってくれたから、尚更そう思う。

「……後できちんと謝らなきゃ」

「大丈夫ですよ。間違いなく失礼でしたけど、婚約破は棄きされるほどではないでしょう」

「そう願うわ」

「と、いうわけですので、この白薔薇ですが」

「うん、活いけてくれる？」

　イスカからの白薔薇は、私室に飾ったところを本人と周りの人々に見てもらわなくてはならない。この婚約をもちろんこちらも喜んでいますよと、アピールするのだ。

　ミリアはフローレンスの具合を窺いつつ、慎重な手付きで白薔薇を花か瓶びんに活け替える。その様子を、フローレンスも緊きん張ちようの面おも持もちで少し離れた所から見守った。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫みたい。元々この国には花、少ないしね」

　手で抱えられる程度の花束一つなら、部屋に置いても大丈夫なようだ。

　フローレンスのためだろうか。白薔薇を活けたクリスタルの花瓶には、植物の蔓つるが彫ほり込まれている。注そそがれた水が窓から差し込む陽光を受けてきらきらと輝き、白薔薇は華はなやかに部屋を彩いろどった。

「へえ……」

「どうされました？」

「薔薇の花びらって、繊せん細さいで美しいわね」

「……」

　しみじみと言ったフローレンスに、ミリアは言葉に詰まった。ミリアにしてみれば本当に今更、なのだろう。

　エスカ・トロネアは、いつでも花が溢あふれていた。可か愛わいい花も美しい花も、珍しい花も貴重な花も、何でもあった。

　形は知っていた。けれど観かん賞しようという意味で、こんなにも穏やかに花を観たのは生まれて初めてだ。

「ねえ、ミリア。わたしにとって花って、ずっと敵だったの」

「本来得るはずだったものが適かなわなくなった原因ですもの。無理もありませんわ。姫様のご容姿はこんなにも可愛らしくお綺き麗れいですのに……。わたしも、残念に思っておりましたわ」

「ありがとう。でもいいのよ、気を遣ってくれなくて」

　身内びいきが多分に含まれた言葉に、フローレンスは苦笑する。それから再び、白薔薇へと目を向けた。

「花冠の王国なんて、誉ほまれでもなんでもないって思ってたけど」

　さすがに、ミリア以外の誰かに聞かれるような所ではそこまで口にしなかったが、フローレンスはずっとそう思ってきた。

「でも、花って本当に綺麗なのね」

　溢れるほどにあった自国ではなく、不毛の大地で、ようやくフローレンスは花を『観る』ことができた。

「……ええ、そうでしょう？」

　フローレンスがどれだけ自分の体質を嘆なげいているか、側ですごしてきたミリアは理解してくれている。だから花への暴ぼう言げんを咎とがめられたことはない。

　けれどそれとは別に、生きつ粋すいのエスカ・トロネア国民であるミリアにとって、花は好ましい物なのだ。自国の姫であるフローレンスが、花の魅力をようやく受け取れたことに、とても嬉しそうに笑ってうなずいた。

（ここでなら、わたしも素直に綺麗だって言えるわ）

「邪じや魔まにしてごめんね」

　見事に咲いた花と、手をかけて育てただろう職人、そして贈ってくれたイスカの気持ちにフローレンスは謝り、そっと花びらに触れて──近付きすぎたせいかむずっときたので、そそくさと離れた。

「さっ、気を取り直して明日から頑がん張ばろう！　まずはラハ・ラドマのことをもっとよく知りたいわね」

「実際にご結婚なさるまでの半年間。それまでに、こちらの習慣を覚えて馴な染じまなくてはなりませんものね」

　さらりと言われた中にあった単語に、フローレンスはピタリと動きを止めた。

「……結婚」

「ええ、結婚」

「うん分かってる。そのつもりで来たし」

　なのに他の人間の口から聞くと違い和わ感かんがあるのは、フローレンスの中でまだイメージが固まっていないせいだろう。

　結婚以外の理由で、エスカ・トロネアの姫がラハ・ラドマに長期滞在する理由はない。

　理由がなければ噂を立てられてしまう。フローレンスとイスカの年頃が丁度いいのも問題だった。

　良くない方向の噂話は、王女にとってマイナスだ。遊学したときも、父王は必要以上の長期滞在を認めてくれなかった。

　だから、フローレンスがラハ・ラドマに居続けるためには、結婚しかなかったのだ。

　下へ手たに他よ国そに出したら自国の姫の醜しゆう態たいを晒さらす羽は目めになると父王も分かっていたのだろう。妙な噂話で娘の評判に傷を付けるよりはと、イスカとの婚約を認めてくれた。

　国力を考えれば、第一王子──順当に行けば次代の王であるイスカしか、ラハ・ラドマではフローレンスに求婚などできない。本当はイスカも、というかラハ・ラドマそのものが力不足だ。ラハ・ラドマ側もそれを分かっていたから、フローレンスの熱ねつ烈れつアピールがあってなお、申し込むまでに大分時間がかかった。

　けれど、叶った。

　僥ぎよう倖こうである。何も後悔はしていない。しかし。

「実感湧わかない……」

「エスカ・トロネアから逃げることしか考えていらっしゃいませんでしたものね」

　正直に呟つぶやいたフローレンスに、ミリアは苦笑する。

「けれど、せっかく結婚するんですもの。旦だん那な様とは仲良くした方が人生楽しいですわ。少しずつでも、そのつもりでイスカ様に接してみてくださいね、姫様」

「うん」

　素直にうなずくと、ミリアは頭を撫なでてくれた。くすぐったいし、面おも映はゆい。けれど、こうされるのは嫌きらいじゃない。

「でも、どうして殿下は急に求婚する気になったのかしら」

「姫のゴリ押しが実を結んだのでは？　ラハ・ラドマからすればこの縁談は良りよう縁えん以外の何ものでもありませんもの。普通に大国との繫つながりを求めてとか、持じ参さん金きん目当てとか、そんな意い図とではありませんか？」

「やっぱりそうよね」

　思いつく限り、一番納得のいく理由だ。そしてミリアが言った通りのことが目的なら、フローレンスの立場であれば充分お役に立てるだろう。

（姫として利益があるところを見せたいし、関係良好になれば、お互い好意も湧くかもだし！）

「頑張ろう。おー！」

「その意気ですわ」

　握り拳を突き上げるフローレンスに、ミリアはぱちぱちと簡かん素そな拍はく手しゆをしつつ応援してくれた。
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　出迎えのときにやらかしてしまったので、一日目は具合の悪いフリを続けて、部屋に引きこもって過ごした。用意された歓迎の晩ばん餐さん会かいエトセトラもキャンセルしなければならないのは残念だったが、体調が悪いのかそうでもないのかはっきりしないよりは、悪いを貫つらぬいた方がマシだろう。

　目のかゆみにもくしゃみにも鼻水にも邪魔されない睡すい眠みんは、実に快適だった。

　部屋の暖だん炉ろは暖季であっても当たり前に使われる。一晩中絶やされなかった火のおかげで、寒さはまったく感じなかった。パチパチという火の爆はぜる音が、ああ本当に違う土地に来たのだと、実じつ感かんさせてくれる。

　体感的にはそろそろ朝のような気がするが、暖季に入ったラハ・ラドマは日の出が早くなるので、差しこむ陽の明るさでは分かり難い。あまりに快適な眠りが名残なごり惜おしく、フローレンスが半はん覚かく醒せい状態でベッドの中でまどろんでいると、控えめなノックの音が響いた。

「フローレンス様、失礼いたします。お支し度たくに参りました」

「！」

　馴染みのない女性の声に、フローレンスは一気に覚醒した。

（うわ！　やっぱり朝だった！）

　むしろ寝ね坊ぼうしている可能性すらある。フローレンスは上半身を起こしすぐに応じた。

「どうぞ。入って」

　フローレンスの許可を得て、まだ年若い侍女が室内に入ってくる。

「おはようございます、フローレンス様」

「おはよう。……あら」

　見れば、目の前の侍女は昨日きのうこの部屋に案内してくれた女性だった。早々に追い返してしまったので、名前も聞いていない。

　北の地特有の色素の薄さで、淡あわい茶色の髪に紅茶色の瞳。色合い的には柔にゆう和わなはずなのに、切れ長の目にシャープな輪りん郭かく、きつめの美人顔が、やや鋭するどい印象を与える。年齢はおそらく、フローレンスと同じぐらいだろう。

「お加か減げんはいかがですか？」

「大丈夫よ。一晩ゆっくり休ませていただいたから」

　やんわりとした口く調ちようを意識しつつ、フローレンスは申し訳なさそうに微笑んでそう言った。

「そうですか。大事なくて何よりです」

　言って、彼女は深々と一礼する。

「フローレンス様のお世話をさせていただきます、ジゼルと申します。よろしくお願いいたします」

「ええ。こちらこそ」

　世話そのものはミリアがいるので、新たに侍女を付けてもらう必要はない。そんなことはラハ・ラドマ側も分かっているだろう。

　つまりジゼルは、世話係という名のフローレンスの教育係だ。

（そういえば、ミリアは……？）

　フローレンスの目が辺あたりを探したのに気が付いたのだろう。視線の意図を悟さとったジゼルが答えた。

「ミリア様なら、お疲れが出たのでしょう。少々体調が優すぐれないようでしたので、先にわたしが参りました」

「そう、なの……」

　昨日の元気な様子からして、微び妙みように疑わしい気分になりつつ、まさかねと思ってフローレンスは曖あい昧まいにうなずく。

「よろしければ、お着替えを」

「そうね。お願い」

　拒こばむ理由はないので、フローレンスは起き上がった。

「白薔薇、活けてくださったのですね」

「ええ、もちろん」

　支度の最中、窓の手前に飾られた白薔薇を見つけ、ジゼルはほっとしたような調子でそう言った。声の雰囲気で、フローレンスは自分が決して歓迎されていないわけではないらしいと安あん堵どする。

「昨日は失礼なことをしてしまったわね。せっかくいろいろとご準備いただいたのに」

「長旅だったのですし、エスカ・トロネアと違って気候も厳しいですから……。こちらの配慮が足りず、申し訳ありません」

　どうやら、昨日の『具合が悪かった』を信じてもらえたらしい。半はん端ぱな真ま似ねをしなくて本当に良かった。

「イスカ殿下にはお会いできる？　昨日のこと、謝りたいわ」

「フローレンス様からお誘さそいいただければ、殿下も喜ばれると思います」

「ぜひ、そう思っていただけるようになりたいわね」

　一緒に過ごすことを喜んでもらえるだけの関係性は今のところ、ない。しかし将来的には隣にいるのが自然になりたい。

「──……」

「どうかしたの？」

　ジゼルから返ってきたのは不自然な硬さのある沈ちん黙もくで、妙に思ってフローレンスが訊たずねると。

「ええと……っ。そのっ、フローレンス様は、殿下をお好きでいらっしゃるのでしょうか!?」

「……え、はっ!?　……ええっ!?」

　途中で言葉を飲み込んでしまうのを避さけるためか、ジゼルは後半、勢いをつけてそんなことを聞いてきた。

　あまりに驚いたせいでうっかり出かけた地を、かろうじて飲み込む。

　今日──正確には昨日だが──知り合ったばかりの侍女が向けてくるには、踏み込んだ質問だ。ジゼルも自覚はあるのだろう。自分が発した問いに強こわ張ばった表情をしている。

（あ。これ、彼女の意思じゃないわね）

　好こう奇き心しんなり何なりで彼女自身が聞きたいだけならば、ここまで硬い表情はしない。不ふ敬けいであることを承知で、フローレンスの勘かん気きを恐れつつ、しかしジゼルは口にした。きっと、上の誰かから「聞いてこい」と言われたのだろう。

（わたし、かなり不審がられてる？　考えてみれば確かに、ラハ・ラドマの方はなんでだろうって思うかも……）

　フローレンスにはラハ・ラドマでなくてはならない切実な理由があるが、本当のことなど言うつもりはもちろんない。動どう機きも不明なまま大国の姫がゴリ押しして嫁ごうとしてくれば、不安にもなるのだろう。

（ていうか、失敗した!!　そうよ、イスカ殿下が好きなんですって言えばよかった。一番納得してもらえそうな理由だったのに！）

　せっかく向こうから振ってくれて、すぐに肯こう定ていするだけで丸く収まったのに台無しにしてしまった。

「ち、違うの……ですね？」

　警けい戒かいの強まった、ジゼルの確認。

　今から否定しても信じてもらえないだろう。初日、イスカと顔を合わせたときの態度もあんまりなものだった。

「……ええ」

　適当に噓うそを捻ひねり出そうかと思ったが、やめた。アレルギーのことを除のぞけば、事実を伝えても問題ない。

「失礼なことかもしれないけれど、わたしが熱心だった理由はこの国の気候なの。わたしの体には、この国の空気がとても良く合うみたいだから」

「そう……なのですか？」

　穏やかな気候のエスカ・トロネアよりも、極寒のラハ・ラドマの方が体にいいとは、一体どんな病やまいだ──と思われているのは明らかだった。ほとんど真実なのだが。

「イスカ殿下には強引で迷惑だったかしら。でもだからこそ、王族の務つとめは果はたすつもりでいるわ」

　両国の繁はん栄えいのために、できることを。

　フローレンスの真剣さを感じ取ったのか、ジゼルは気まずそうに目を泳がせた。

「……その。あまり、気き負おわれる必要はないと思います。静せい養ようのために我が国を選ばれたのであれば、尚更」

　少し迷ったジゼルの返事は、フローレンスの言い分を認め、気遣うものだった。

「ありがとう」

「……いえ」

　笑って応じると、ジゼルは申し訳なさそうに控えめに答えてくれた。

「それでは、時間が空あいたらお話がしたいと、殿下に伝えてほしいのだけれど」

「かしこまりました」

　怪しまれているのがはっきりした。急いでイスカとの関係を構こう築ちくすべきだろう。

　そのあとは何気ない雑ざつ談だんをして、支度が終わるとジゼルは部屋を辞じしていった。

　一人になると、フローレンスはふ、と肩の力を抜く。

　窓辺から少し離れたソファに座って、これからのことを考えた。

　イスカはいつ会ってくれるだろうか。できるだけ早い方が望ましいのだが。

　やましい裏はないので探られても大して気にしないが、信用は得なくてはならない。結婚できないのは困る。

　そうフローレンスが自身の展望を思し索さくしていると、ばたばたっ、と少し慌ただしい足音が近付いてきて、ミリアが部屋へと飛び込んできた。

「申し訳ありません姫様っ。わたし、どうやら寝ね坊ぼうを──あら？」

「おはよう。ミリア」

　身支度を完かん璧ぺきに整えたフローレンスに、ミリアは目を瞬まばたいた。

　まさかいきなりどうこうされるとまでは思っていなかったが、ミリアのいたって元気そうな姿を見て安心する。

「ラハ・ラドマの侍女がやってくれたわ。ジゼルっていうの。わたしに付いてくれるんだって。ミリアも仲良くしてね？」

「それはもちろんですが……」

　自分のいないところで、フローレンスがラハ・ラドマの侍女と二人になった──『された』のではないかと、ミリアもすぐに気が付き、不ふ愉ゆ快かいそうに眉を寄せた。

　そもそも、いやしくもエスカ・トロネアの姫付きの侍女であるミリアが、寝坊などというつまらない失しつ態たいを犯おかしたことは、今まで一度もない。

「体は大丈夫？」

「はい。妙にぐっすり眠れたぐらいです」

「そう、だったらいいわ。たまにはたっぷり眠れて良かったんじゃない？」

「姫様っ」

　冗じよう談だんめかして言ったフローレンスに、ミリアは声を厳しくする。

「大丈夫よ、おそらくもうされないわ」

　エスカ・トロネア相手に、続けて乱暴な手を打ってくるとは思えない。

「──でも、ラハ・ラドマは何をそんなに心配しているのかしら？」

　人差し指を顎あごに添そえ、フローレンスは首を傾かしげる。

「本来ならエスカ・トロネアの姫が嫁いでくることなどないでしょうから不思議なのでしょうが、先方にやましいことがなければ、そこまで気にすることもないように思えますわね」

　ミリアも、少し不安そうに同意した。

「ちょっと気になってきたんだけど……。万一ラハ・ラドマがエスカ・トロネアに対して良くないことを企んでたらどうしよう？」

「まさか！」

　フローレンスが怖さを覚えて訊ねると、ミリアはあり得ない、と首を横に振る。

「大きな声では言えませんが、この小国が何か企んでいたとして、エスカ・トロネア相手に何ができると仰るのです？」

「本当に大きな声で言えないわね」

「けれど、事実ですわ」

「そうね……」

　ラハ・ラドマ一国では、実行した途と端たんに潰つぶされるだけだろう。

（この国に力を貸してくれそうな親しい国といえば……）

　そこまで考えて、フローレンスはふと、国を出る前に兄、セリスから聞いていた情報を思い出す。

「そういえばここ最近、ラハ・ラドマとシェイル・コーレスが揉もめてるってお兄様が言ってたわ」

「噂だけなら存じております」

　シェイル・コーレスとはラハ・ラドマの隣りん国ごくで、交こう易えきの七、八割を占しめる大口お得意様だ。海に面したシェイル・コーレスでは漁ぎよ業ぎようが盛さかんで、ラハ・ラドマで産出される氷が、痛みやすい魚の保存に重ちよう宝ほうされているためだ。

　経済だけならエスカ・トロネアと一、二を争う大国で、国としてならそこそこの付き合いがある。




『少し前に、イスカ王子はシェイル・コーレスから氷の売価改定をもぎ取ってる。この時期にお前に求婚ってのは──どう考える？』

　聞いてきたセリスは真剣な顔をしていた。

『それでも行くのか？』




　セリスの言いたいことが分からなかったわけではないけれど、行かないという選せん択たく肢しはなかった。

　シェイル・コーレスから何らかの圧あつ力りよくを受けて、エスカ・トロネアの後うしろ盾だてが欲しいのかもしれない、とか。

　もしくは、シェイル・コーレスがフローレンスの熱烈アピールを知ってラハ・ラドマに話を持ちかけ、取引代わりにフローレンスを差し出させ、身み柄がらを押さえることでエスカ・トロネアに何かを迫せまってくるのではないか、とか。

　しかしどれも可か能のう性せいは低い気がした。

　そもそも現在、シェイル・コーレスがエスカ・トロネアと争う理由はない。何かあっても、フローレンスを巻き込みたがらないはずだ。正式に結婚するまでは、フローレンスはあくまでもエスカ・トロネアの姫なのだから。

　実際、訪れたラハ・ラドマは落ち着いていて、平和だった。何かがあればもう少し緊きん迫ぱくした空気になるだろう。だから安心した部分もあるのだが──

「ま、まさかねー」

「ええ。まさかだと思いますわ」

　自分にちょっと警戒心を持たれているからといって、考えを飛ひ躍やくさせすぎだ。乾いた笑いを浮かべて否定したフローレンスに、ミリアも同意する。万一、万々一の話だ。

　分かっている。分かってはいるが。

（やばい。何か、急に心配になってきた……！）

　配慮だと思っていた半年間の婚約期間。

　フローレンスがエスカ・トロネアの姫であることに意味があるからそうしたのでは──などと、否定しつつもつい、考えてしまう。

　花地獄から抜け出したかっただけだというのに、余計に厄やつ介かいな所に足を踏み出してしまったような、そんな気がした。





[image: ]






　ジゼルを介かいしてフローレンスがイスカに求めたお茶会は、すぐに実現した。その日の午後のうちに時間を取ってくれたのだ。活けた白薔薇を見せる必要もあって、フローレンスは与えられた奥の私室にイスカを招まねいた。

「ごめんなさい。急にお呼び立てして」

　訪れたイスカはフローレンスの謝罪に微笑という仮面で応じた。実に王族らしく、表情からは何も読めない。もっとも、フローレンスも同じ仮面を被かぶっているのでお相あい子こだが。

「構いません。貴女とはもっと親しくなりたいし──それに実は、それほど忙しくもないんですよ。兄王子の皆様を見ていらっしゃる姫には驚かれるかもしれませんが」

　ラハ・ラドマは国土こそ広いが、そのほとんどが雪と氷に覆われた万まん年ねん雪ゆきの不毛の地で、人の手の入っていない地域の方が圧倒的に多い。手を入れることすら難むずかしい、というのが本音で、当然のごとく人口も少ない。環境が厳しいゆえに人々は助け合いの精神を尊とうとび、諍いさかいもあまり起こらないと聞く。

　ラハ・ラドマの敵は、人ではなく自然なのだ。

（確かに、セリスお兄様を始め、皆、それぞれ忙しそうではあったわね）

　多た忙ぼうな兄きよう姉だいたちの中で、自分だけが役立たずの引きこもり──というのがまた、フローレンスに自じ責せきの念ねんを抱いだかせてきた要よう因いんでもある。

　やるべきことがあり、国を動かすために立ち回り、その上で忙しいのは誇ほこらしいことだろう。それは自分に役目があり、認められている証だからだ。フローレンスにとって、憧あこがれの姿だったと言っていい。

（でも……）

　ここに来て、感じたことがある。

「わたしには、こちらの方が好ましく思えました」

　本心だったのだが、お世せ辞じと受け止めたのだろう、イスカは苦笑した。

「ありがとうございます」

「本当ですよ？　だってここは時間がゆっくりしていて、皆の顔がとても穏やかですもの」

「……そうですね。エスカ・トロネアとは時間の流れが違う気がします」

　良よし悪あしは明めい言げんしなかったが、イスカは同意した。

　今フローレンスが感じているのと真逆のことを、イスカもエスカ・トロネアに行ったときに感じたのかもしれない。

　エスカ・トロネアはとても豊かだ。人も多い。娯ご楽らくも沢山あり、できることは大陸随ずい一いちだと言える。勉学、芸術、遊ゆう興きよう、何でもだ。すべてが仕事に繫がるぐらい栄さかえている。

　──何でもありすぎて、時間が足りなくなるぐらい。

　ラハ・ラドマとはまったく違う。土地も、物も、──人心も。

　今け朝さ話したジゼルの様子を思い出す。

　彼女はフローレンスを疑ってかかっていたはずだ。上うわ役やくにそう言われていただろうから。実際、フローレンスが嫁ごうとしている理由が王太子ではないと分かったとき、ジゼルは警戒を露あらわにした。

　なのに彼女は、フローレンスが言った『気候が体に合う』という理由を、信じないまでももしかしたら、とは思ったようだ。体調を気遣ってさえくれた。

　ラハ・ラドマの人間は田舎いなか者もので愚おろかだと、貴族や商人は嘲ちよう笑しようすることがある。

　だが言葉の妙で人を騙だまし、法や契約の抜け道を潜くぐるのが得意な輩やからを『賢かしこい』などと、フローレンスは言いたくない。

　──つまり、そういうことなのだろう。

「イスカ殿下。もしかして、何かお困りなのではありませんか？」

「何か……とは？」

　突とつ如じよ一歩踏み込んだフローレンスに、イスカは僅わずかに、表情を硬くした。

（『ある』わね）

　その変化はささやかと言うべき程度だったが、腐くさっても王女であるフローレンスから見れば、露ろ骨こつすぎる動どう揺ようだった。

（何というか、これはこれで心配だわ）

　王子がこの調子で、シェイル・コーレスと渡り合えるのだろうか。

（あ、でも渡り合えてるから揉めてるのよね）

　どことなく違和感は覚えつつも、事実がそうなのだからと、今はそちらの方を認めておく。

　とりあえずイスカの反応は見られたので、不快な話は早々に打ち切るべきだろう。フローレンスはにっこりと笑って。

「急に変なことを言ってごめんなさい。ただ申し込みが唐とう突とつだったものですから、何かご事情でもあったのではと思って」

　フローレンスはずっと『そちらに嫁ぎたい！』と強く強く訴えていたが、イスカからの返事は毎回儀ぎ礼れい的てきなものだった。そこからの婚約申し込みがいささか急だったのは否いなめない。

　冷静になれば、つい、勘かん繰ぐってしまう程度には。

「──唐突、とは。貴女がそれを仰るのですか？」

　言葉は責せめる類たぐいのもの。なのに紡つむぎ出された響きは甘かった。

　ぞくりとフローレンスの背中に何かが走って、頭が意図を読み解こうとするのに邪魔される。

　イスカはいつも、穏やかな話し方をする。国の代表として他国に赴おもむく者は皆そうだろうが──イスカから攻めてくるような声を聞いたのは、初めてだった。

　そんな僅かな違いに、フローレンスの胸は大きく脈打った。感情の乗ったその声は心地ここち良く耳に入り込み、じんと頭を痺しびれさせる。

「私の背を押したのは、貴女でしょう？」

　吐と息いきと被せて、愁うれいを帯びて囁ささやかれ。

「──っ」

　かあぁっ、とフローレンスは一気に顔を赤くした。

　鼓こ膜まくを打つ声が、こちらを見つめる冷れい艶えんで、だからこそ解ときほぐしたい青の瞳が。

　あまりに完璧に整いすぎていて、頭があらゆる思考を一瞬、放ほう棄きした。

　次に思い浮かんだのは、直前の話とは何の関係もない彼の噂話。

　いわく、イスカの声と瞳には、魔ま性しようが宿っているのだと。

（イスカ殿下が表舞台に出るようになってから、あんまりな条約は緩くなることが多くなったと聞いてるわ。遊学中はそれほど接触なかったし、セリスお兄様も『そんな権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた感じじゃない』って不思議がってたけど、分かった！）

　この男は本当に妖魔かもしれない、とフローレンスは思った。

　いや、分かっている。妖魔などという生き物は存在しない。少なくとも確認されていない。しかしイスカには、妖あやしく美しく、人を惑まどわす魔性にたとえられるだけの魅力が、間違いなく備わっていた。

　認めた瞬しゆん間かん、目の前の男がどうしようもなく怖くなった。

　話が噂以上に広まらないのは、つまり口止めを含めて上う手まくやっている、という証しよう拠こだ。

　最低でも、それだけの交こう渉しよう術じゆつを持っている、ということだ。

　演技だと分かっているのに、それでも彼の声をとても快こころよく感じている。絡からんだ瞳を逸そらせない。その瞳と見つめ合うことができるのに、逸らすなんて考えられない。

　早はや鐘がねを打ち鳴らす自分の心臓が、緊張なのか高こう揚ようなのか、もうまったく分からなかった。

「フローレンス姫。……あぁ、いや」

　形の良い唇が何事かを紡つむぎかけて、──ふと思いついたように言葉を切った。

（ま……っ、待って待って待って！）
















　予想できる振りだった。なのに。

「フローレンス」

「は、はいっ」

　艶のある甘い低音で名前を呼ばれて、あまりに従じゆう順じゆんに応じてしまった。大きく跳はねた心臓が、それ以外の反応をフローレンスに許してくれない。持ち主のフローレンスより、イスカに従順になってしまったように。

　──怖い。

「貴女に応えただけの俺に、真意を問うのか？」

「い、いいえ。とんでもない……っ」

　わたわたしながら口が勝手に吐き出したのは、否定の言葉。

「貴女こそ、なぜ俺を選んだ？」

　イスカの目が、フローレンスの胸中を探るように眇すがめられる。

　あぁやっぱり疑われているんだと、頭の隅に追いやられた思考が何とか情報を繫ぎとめたが、できたのはそれだけだ。口は素直に答えを紡ごうとしている。

「わたし──、わたしは、鼻が……っ」

「花？」

　正直なことをつい口走りかけて、フローレンスははっとする。かろうじて姫のプライドが、熱の上がった頭を叩き起こした。──忘れられない言葉を想そう起きさせて。




『汚けがらわしい。近付かないでくれないか。君はそれでも淑しゆく女じよなのか？　よく恥ずかしげもなく外に出られたものだな』




　顔はもう、覚えていない。きっと意識的に忘れたのだ。でも本当に嫌そうな顔をされたのだけは覚えている。

　女性の陰かげ口ぐちも辛つらかったが、直接向けられた異性からの嘲笑と侮ぶ蔑べつは、フローレンスに強い衝しよう撃げきと、忘れられない羞しゆう恥ちを与えた。

　彼の反応は当たり前のものだ。自分でも、くしゃみを連発し鼻水を垂らす姿など、みっともないと思う。

　だから。

（嫌……っ！）

　すんでのところで、言葉を飲み込むことができた。目の前の男があまりに魅み惑わく的てきなのも幸いした。こうまで完璧な男相手に、女として、人前に晒すのがはばかられる無ぶ様ざまなアレルギー体質だなどと知られたくない。

「ご──、ごめんなさい、わたし、少し具合が……っ」

　初日と同じ言い訳になってしまった。しかしもう冷静になんて考えられず、頭が回らない。一刻も早く、この場から逃げ出さなくては。

「失礼しますっ」

　部屋を飛び出したフローレンスを、イスカは微かすかに眉を寄せて見送った。引き止めるだけの時間は、幸いにして与えなくて済んだようだ。

　廊下に飛び出たとき、心底ほっとした。

　──絶対に知られたくない。あんな屈くつ辱じよく、一度で沢山だ。

　具合が悪いと言っているのに、自室から逃げてどうするというのか。支し離り滅めつ裂れつな行動だったが、どうしようもない。そう気が付いたけれど、イスカのいる部屋に戻ろうとはとても思えなかった。

「姫様!?　どうされました!?」

　控ひかえの間まで待たい機きしていたミリアがすぐに追いかけてきて、ただならぬ様子のフローレンスの背を優しく撫でてくれた。馴染んだ声と体温に、恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけていた心がなだめられる。

「一緒に来て」

　ミリアの手を引き、フローレンスが向かったのは、使用人棟にある彼女の部屋だった。

　ピタ、と扉をしっかり閉めてからフローレンスは振り返る。そして力の限りでミリアに抱きついた。

「姫様!?」

「怖いっ！　妖魔怖い！　うちの王宮の誰より怖いかもイスカ殿下!!」

「ええっ!?」

「しかもやっぱり何かあるっぽい！　わたし来る時期間違えたかも！」

「だ、大丈夫ですわ、姫様！」

　幼い頃からずっと一緒だった侍女は、力強く請うけ負おった。

「姫様に──エスカ・トロネアに対して何かしらの思おも惑わくがあるのなら、わたしたちはそれを防がなくてはなりません」

「っ!!　ええ、そうねっ」

　冷静なミリアの声にはっとなって、フローレンスはうなずく。同時に脳のう裏りに思い浮かんだのは、家族の姿。

　フローレンスは、決して自国を好きではなかった。単純に体が辛かったからだ。

　けれどその場所で生きる近しい人たちのことは好きだったし、その人たちと共に過ごしたエスカ・トロネアはやっぱり自分の国で、大切な場所なのだ。

　姫たちが他国に嫁ぐのは、友好のため。だが、それが適かなわないときは──

（わたしはまだ、エスカ・トロネアの王女）

『何か』の『何』は、まだ分からない。分からないからこそ用心するべきだった。

　あんな形でフローレンスを誤ご魔ま化かさなければならない『何か』があることだけは知ってしまったのだから。

「ラハ・ラドマを調べましょう」

「はい、姫様」
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「何も聞けないうちに逃げられた……」

　執しつ務む室しつで頭の痛い手紙を机に置いて向かい合いつつ、イスカは途と方ほうに暮れた声で呟つぶやいた。

「引きこもりでもさすがエスカ・トロネアの姫、といったところですか。まさか殿でん下かから逃げおおせる女性がいようとは」

　警けい戒かいと感かん嘆たんと、半々の息をついて呟いたアルフルードに、イスカは納得いかないと言うように顔をしかめた。

「前々から思っていたが、どうもお前と認識の齟そ齬ごがある気がしてならないんだが。俺は女性を捕とらえたりなんだりと、無む体たいを働いたことは一度もないからな？」

「あぁ、殿下はいいです、それで。その方が良りよう心しんも痛まないだろうし、もういいかなと私も諦あきらめましたので」

「だから。何度も言うが、俺が女性受けが良かったことはない」

　数年前──まだ社しや交こう慣れしていなかった頃のイスカなら、アルフルードの言うようなことを考えなかったわけでもない。多くの女性に好意を向けられているのではという想像は、男として心地ここち良いものだ。

　熱に浮かされたようなぼんやりとした瞳ひとみ。ふわふわと心ここにあらずな態度。体調が悪いのでないのなら、もしや──と思ったのも、数ヶ月ぐらいだ。

「彼女たちは誰と話していても同じ調子だった。俺が特別なわけじゃない」

「殿下の周りではそうでしょうね！」

　イスカにとって、女性が常に熱っぽい瞳をしているのも、頰ほおを上じよう気きさせているのも、話をしていて返事が浮うわついたものなのもごく普通のことだ。周りが常にそうなのだから、異常だと分かれという方が難むずかしい。

　その中で、フローレンスは珍しいタイプの女性だった。

　肖しよう像ぞう画がと容よう姿しに違いはなかったが、実際の彼女は活いき活いきとしていてずっと愛らしい。

　だからこそ、本来温かく穏おだやかな光を湛たたえるはずの緑の瞳に強い怯おびえが過よぎったとき、罪ざい悪あく感かんを覚えた。引き止めるべきだったのだろうが、できなかった。どうすればいいか分からなかったから、逃げる彼女をそのまま見送ってしまった。

（逃げられるほど強く迫せまったつもりはなかったんだが……）

　相手は将来の妻だし、そのつもりで話しても問題はないはずだ。だがそれとは別に彼女から目的を聞き出そうという気持ちもあった。

（意い図とが伝わった段階で、怖がられたのかもしれないな）

　何しろ相手は、病弱な深しん窓そうの姫君だ。

「しかし『お困りなのでは』ときましたか」

「ああ。驚いてつい、話を逸そらして誤ご魔ま化かそうと」

「それは誤魔化せていませんので。むしろやましいことを隠したのがバレバレです」

「ぐっ……！」

　初めに指し摘てきされたときに反応してしまったのが、どうやっても繕つくろえない失しつ態たいだった。

「まあ、一ひと欠片かけらでも引き出せただけ上等じゃないですか。ジゼルの話だとこちらの空気が体に合うから、と言っていたそうですが。殿下には『花』がどうのと仰おつしやったんですよね？」

「そうだ」

　アルフルードにうなずきつつ、イスカは胸の内で疼うずいたものについ顔をしかめそうになり、意識して表情を変えないようにした。

（侍じ女じよを使って事情を探るとか、未来の妻にすることじゃないな）

　ジゼルも嫌いやだっただろうし、疑われたと知ればフローレンスはもっとだろう。

　人を探るなど気持ちのいいことではない。フローレンスに付けられる家か格かくの子し女じよの中で、やると言ってくれたのはジゼルだけだった。命めいじたイスカ自身とて、やらずに済むならそうしたい。だがやりたくないから、で目を瞑つむっていい立場でもない。

（俺はただでさえ凡ぼん庸ようだ。事実を知ろうとすることさえ放ほう棄きするのは許されない）

「殿下。貴方あなたはするべきことをしているだけです」

「……ああ」

　気付かれないようにしているつもりだったのに、見み透すかされてしまった。

「彼女はきっと、噓うそをついている。そして俺に追及されて逃げた」

　怪あやしむには充分な態度だった。

「頭の痛いことは続くものだな」

　呟きながら指先で手紙をなぞり、差出人の名前で止める。

　机の上に広げられた手紙には、これからそちらに行くので準備をしておけ、一ひと月つきほど滞たい在ざいする、と、丁てい寧ねいながら有う無むを言わせない、強きよう制せい的てきな要よう請せいが書かれていた。

「やはりエスカ・トロネアと繫つながりを持つのを黙って見てはいないか。そっちが散さん々ざん理り不ふ尽じんな真ま似ねをしてきたツケだというのに、いざ払うことになったら拒こばもうとするんだな」

「大たい抵ていの人間は、一度力を持てば手放せなくなるものです。権けん威いでも金でも。国ともなれば尚更でしょう」

「……そうだな。奪うばったことに違いはないか」

「殿下」

　アルフルードの咎とがめるような声に、イスカは緩ゆるく首を振る。

「分かっている。間違ったとは思っていない」

　だからこそ、抗あらがうためにフローレンスを求めたのだ。

「フローレンス姫は勘かん付づいていらっしゃるんでしょうか」

「分からない。だが、知られてない方が都つ合ごうがいいのは間違いないな。それに、姫の目的も気にかかる。分かっていて来たのなら、何かしらの要求がありそうなものだが」

　こちらと同じく、様子でも見ているのだろうか。……考えると胃が痛い。

「フローレンス姫のことは引き続き警戒するとして……まずはこっちか」

「シェイル・コーレスの海うみ蛇へび姫ひめ……。我が国では何も吞み込ませはしませんがね。絶対に」
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　昨日きのう、あれだけの混乱をきたしたフローレンスではあるが、やはりラハ・ラドマでの睡すい眠みんと目覚めは快適だった。

　ミリアとジゼルの手を借りて支し度たくを整え、朝食に出る。イスカと顔を合わせたくはなかったが、一日逃げたところで意味はない。エスカ・トロネアの名を背せ負おった姫としても、気き後おくれしたなどと思われたくなかった。

　が、意気込んだわりには互いに普通の挨あい拶さつをして、あまり会話もなく食事は淡たん々たんと進む。

　イスカの様子も変わりない。様子を窺うかがわれているのだろうと、フローレンスは一いつ層そう、気を引き締める。

　断だん固こ、隙すきなど見せられない。フローレンスも努つとめて何もなかったように振る舞った。

　そして、食事を終えたそのあと。

「急なことですが、明日、シェイル・コーレスの第三王女、クラウディア姫がいらっしゃることになりました。一月ほど我が国に滞在されるとのことです」

　イスカからいきなり告つげられた内容に、フローレンスは驚き、反応が遅れた。

　ミリアと話した『まさか』の話が頭を過よぎる。

（この時期に来るなんて、わたしに合わせたとしか思えないッ！）

　そしてそれを『急に』などと告げたイスカにも、不ふ審しんを抱いだく。

「……本当に急ですね」

　口く調ちように少し険けんを滲にじませそう言うと。

「申し訳ありません。昨日手紙が届いたばかりで、話す機会を逸いつしていました」

　本当に申し訳なさそうに、普通に謝罪されてしまった。

（え。……あれ？）

　ついでに、昨日の城の様子を思い出す。夕方頃から急に使用人たちに慌あわただしい気配がしていた。フローレンス付きになったジゼルが昨日ほとんど顔を出さなかったのは、それが原因か。

（まさか、本当なの？）

　本当であると仮定するなら──啞あ然ぜんとする。

（だって、形式上あり得ないわよ）

　一国の姫の訪問が、突然決まるはずがない。少なくともシェイル・コーレス側では充分に支度をする時間を取ったはずだ。

　その上でイスカの手元に手紙が届くのと、クラウディア来訪の日付に差がないというのなら、間違いなく意図的だ。

（ずいぶん、失礼なことをするのね）

　貴き賓ひんの外交は事前の申し合わせが必ひつ須すだ。迎える方だってそれなりの準備が必要になる。

　それをスパッと無視してきたということは、ラハ・ラドマに態度で告げているのだ。

　ただ従したがえ。逆らうな。格下の弱小国なのだから──と。

（気分悪いわね……っ）

　まだ他国同士のことだとはいえ、高こう圧あつ的てきな態度に不快感を覚える。

　ラハ・ラドマはシェイル・コーレスに逆らえない。シェイル・コーレスを怒らせれば、たちまち経済が立ち行かなくなる。

　しかもイスカは、つい数ヶ月前に氷の価格交こう渉しようで改定をもぎ取ってきたばかりだ。これ以上の不ふ興きようは、今は買いたくないだろう。あり得ない失礼な真似をされても従うしかないのだ。

　そのイスカの心情が、分かるからこそ腹立たしい。

　フローレンスはこういう、横おう暴ぼうな圧あつ制せいは大だい嫌きらいだ。自分がされる側に回ったら、さぞ面おも白しろくないだろうと思うからだ。それは誰であっても同じはず。

（国交は、互いに尊そん重ちようと、同等の利り益えきがあってこそなのよ！）

「姫はおそらく、貴女に近付こうとすると思います」

「そうですわね」

　今まで一方的に搾さく取しゆされるだけだったラハ・ラドマは、イスカが表舞台に立つようになり、抵てい抗こうを見せ始めた。さらに自分たちより格かく上うえの、大国の姫の後うしろ盾だてを得ようとしている。シェイル・コーレスからすれば、面白くないことだろう。

（ラハ・ラドマがシェイル・コーレスと手を組んでいなければ、だけどね）

　裏の交渉があったかどうか、フローレンスには分からない。

　ならば両方の可か能のう性せいを考えておくべきで、イスカが何も裏がない前ぜん提ていで話すのなら、それを信じているフリをしておかなくてはならない。

「仲良くするべきでしょうか？」

　イスカがシェイル・コーレスとの関係を、この先どうするつもりかによって、フローレンスの取るべき対応が変わる。そう思って尋ねたのだが、フローレンスの問いは、若じやつ干かんイスカを戸と惑まどわせたようだった。

「適てき度どには」

「適度、ですわね。分かりました」

「……何も問わないのですか？」

「何か訊きくべきことがありますか？」

　不思議に思い、首を捻ひねる。

「失礼ながら、ラハ・ラドマとシェイル・コーレスの関係を知らない人間はいないでしょう。今と昔、両方含めて。だからお訊きしました。そして殿下は『適度に』と仰いましたわ。交こう易えきに悪影響を及ぼしたくはないけれど、必要以上に阿おもねるつもりもない、ということですわよね？　ならばわたしとの婚約はいい牽けん制せい材料になるでしょう。実際、わたしだって結婚が成立したらエスカ・トロネアとラハ・ラドマとの交易をもっと盛さかんにしたいと思っておりますし。ただの援えん助じよで借りを作るより、その方が良いですわよね？」

　最初に謝ってはいるものの、かなり失礼なことを言っている自覚がフローレンスにはあった。しかし思い違いがあっても困るので、あえて全部を口にする。

「……ええ。その通りです」

　そしてイスカはフローレンスの事実を指摘するという失礼に対して冷静で、表情一つ揺らがせずに肯こう定ていした。軽かろんじられることには慣れているのだろう。

「とは言っても、氷で我が国エスカ・トロネアと取引をするのは難しいです。溶とけてしまいますから。でもそこはこれから殿下と相談、ですわね」

　つらつらと語るフローレンスを、イスカは軽く眉まゆを寄せて見つめている。怜れい悧りな美び貌ぼうがそこだけ感情を露あらわにして、フローレンスを不安にさせた。

　なので、唇くちびるが動いたとき反射的に身み構がまえてしまった、が。

「貴女は不快ではないのですか？　ラハ・ラドマとの国交において、エスカ・トロネアに利はありません。利があるのは、一方的にこちらですよ」

（いえ！　もの凄すごく助かってます！）

　力説したいのをぐっと堪こらえる。そして気が付いたことが一つあった。

（殿下もなんだ）

　ジゼルに感じた微笑ほほえましさと、同じ気持ちをイスカにも感じる。

（やっぱり、ラハ・ラドマの人の気き質しつ、良いなあ）

　つい、フローレンスの表情は心のまま、緩んだ微び笑しようの形になってしまう。

　イスカはフローレンスのことを不審がっているが、同時に心配もしてくれているのだ。フローレンスがそう感じるように仕向けた、フリでなければ。

　フリではない、とはまだ言い切れない。何しろ相手は妖よう魔まだ。

　分からないままなのは、どちらにとっても良くない。フローレンスはこくりと喉のどを鳴らし、覚かく悟ごを決める。

（踏み込んでみよう）

　また誤魔化されるかもしれないが、今日は覚悟ができている。昨日ほどは動どう揺ようせずに済む。……かもしれない。というか、そうでありたい。

（うろたえるなわたし！　あんなの交渉術の一つじゃない！　慣れろ、心臓！　人間は慣れる生き物よ!!）

　気合いを込め、フローレンスは口を開いた。

「エスカ・トロネアの姫として、国の利益については貴方と相談したいです、殿下。けれどすでに充分、わたしはこの国の恩おん恵けいにあずかっています」

「姫は一体、どのような病やまいで？」

（言っちゃってる！　ジゼルに情報収集頼んだって言っちゃってるから！　殿下！）

　ラハ・ラドマ側の人間に、体調云うん々ぬんの言い訳をしたのはジゼルにだけだ。それをフローレンスに言ってしまうイスカは迂う闊かつすぎる。だが指摘するのも藪やぶ蛇へびな気がして、とりあえず突っ込まずにおくことにした。

「澄すんだ冷たい空気が良いようなのです。それに」

　次の一言はフローレンスの本心だったから、心からの笑顔を浮かべる。

　イスカが信じなくても構かまわない。ただ噓は言いたくなかった。

「ラハ・ラドマの真っ直ぐな人たちも好きです。彼らが穏おだやかに笑っていられる、そんな時間が続けばいいと思います」

「……」

　イスカは、答えなかった。

　しかしそれは否定的な沈ちん黙もくではなく、どう答えるべきかを考えているらしかった。

（あ、わたし何か分かった）

　兄はイスカを、それほどの知ち略りやく知ち慮りよの持ち主ではないと断だんじた。今のやり取りを見れば、フローレンスにもそうだろうなと思えてしまう。彼はおそらく迂闊──というか正直な人だし、機き転てんが利きいて口が自然に回る性た質ちでもない。ここで沈黙する理由は、戸惑っているから以外にあり得ない。

　それでもイスカが外交に強いのは、ただひたすらに容姿のせいだ。間違いない。

（昨日のあれはヤバかった！　本当に頭真っ白になったもの！）

　フローレンスが箱入り娘であるせいもあったかもしれないが、イスカは間違いなく女性の動揺を誘さそうのに慣れている、と思った。彼にとってフローレンスの反応は、想定内のものだったのだろう。狼ろう狽ばいして逃げたフローレンスを冷静に見送って済ませたのだから。

　そう思ったから、余計に怖かったのだ。

　イスカに口く説どかれて平常心でいられる女性はおそらくいない。ここは好み問わずで。

　相手が本気になった場合、余計な面めん倒どうに発展する危険性は孕はらんでいる。偶ぐう像ぞうであることが望まれる王族にとって、些さ細さいとは言えない問題だ。

（でも、殿下は上う手まく使ってるわ）

　彼の噂は醜しゆう聞ぶんだと眉をひそめられるほどのものではない。そして事実、利を勝ち取っている。

「そう言っていただけるのは嬉うれしく思います。私も、臣しん民みんを誇ほこりに思っていますから」

　ややあって答えたイスカの言葉は、自国民を慈いつくしむものだった。

「はい。誇るべきだと思います」

（そう。ジゼルがあんなに態度が分かりやすくて素直なのは、それで許される国だからなのよ。王宮の侍女なのに！）

　自分はどうか。箱入り娘にもかかわらず、悪あく意いを疑い、人を観察し、値ね踏ぶみする。そんなことを普通にやってしまう。

「臣民が実直なのは、戴いただく王を敬けい愛あいし、隣りん人じんを信じているからです。とても素す晴ばらしいことですわ」

「……ありがとうございます」

　白はく皙せきの美貌を微かすかに朱しゆに染め、イスカも微笑する。

（あ）

　昨日、フローレンスが怯えたものとはまったく違った。

　相手を飲み込む圧あつ倒とう的てきな妖よう艶えんさなど欠片もなく、見た者も思わずつられて頰を緩めそうな、裏のない、純じゆん粋すいな笑みだった。

　美貌が蕩とろけた笑みはもちろんとても美しかったけれど、それよりもフローレンスの心が感じたのは、笑みから滲む温かさだった。

　きゅう、とフローレンスは急に胸が苦しくなったように感じた。

「愚おろかだと言われこそすれ、そのように言っていただけたことはなかったので」

　イスカの口調には、寂さびしそうなものが滲んでいた。

　自みずからが馬ば鹿かにされたことに対する怒りではなく、共感を得られない虚むなしさに抱く寂せき寥りよう感かん。そして無む慈じ悲ひな言葉への哀しさだ。

「殿下！」

　それを心が感じた瞬間、フローレンスはテーブルに手をついて立ち上がり、叫んでいた。

　守りたい、と思った。その心を。

　気持ちのまま胸の前に右手を持ってきて、強く握にぎり拳こぶしを作る。

「わたしたち、必ず結婚いたしましょう！」

「は、はい!?」

「正直なのが愚かだなんて間違っています！　わたしが王太子妃になった暁あかつきには、絶対そんなことは言わせませんわ！　信には信を、噓には噓を！　そして世の中は、正道が栄光への道であるべきです！」

「え、ええ。そうありたいですね」

「とりあえず目先の敵──いえ、失礼、交渉相手はクラウディア姫ですわね。姫のご用件をご存知ですか？」

「こ、氷の値段のことだと思いますが」

　ずい、とフローレンスが上半身を乗り出して問えば、イスカはぽろりと答えをくれた。

「値を下げろと？」

「はい。……ええと」

　生せい来らい、あまりこういった交渉ごとに向かない性格なのだろう。イスカはフローレンスの勢いに押されて機き密みつを口走った。が、すぐに取り直して口を噤つぐむ。

（信用してはもらえない、わね……）

　本心だったし、勢い込んでいただけに、イスカが応こたえてくれなかったことに気落ちしてしまう──が。

「……確かに、私たちの氷は他に大口の買い手がいないので、シェイル・コーレスの要求を飲まなくてはならない部分が多いです。けれど、シェイル・コーレスにとって、今や氷が産業に組み込まれ、必要不ふ可か欠けつであることも事実なのです」

（あ……っ）

　迷ったようだが、イスカはフローレンスに内情を話すことを選んでくれた。

　それが嬉しい、と思った。単純に。純粋に。

「一度流通に組み込んでしまうと、容よう易いに引き剝はがすことはできません。どこかで利り便べん性せいを失うしないますから。私が改定させた値段は、ままシェイル・コーレスの民の懐ふところを直ちよく撃げきしたので、さぞ恨うらまれているでしょう」

　自分に悪影響の出る政せい策さくを喜ぶ民はいない。他国のせいとなれば尚更だろう。

「そもそも向こうが不ふ条じよう理りな形で設定したせいですけど。でも、そうですわね」

　国家間で取引が始まったとき、国力をほとんど持たなかったラハ・ラドマは、採算を無視した低価格でシェイル・コーレスに強引に話をまとめられてしまった。それからイスカが改定をもぎ取る現在まで、覆くつがえることはなかったのだ。

「シェイル・コーレスからは、改定後何か言われました？」

「言われてはいませんが、行動で示されています。氷の受注量が減りました。おそらく自分たちは多少の不便で収まる程度で、こちらの生活は立ち行かなくなるように。そうなれば、結局我々は膝ひざをつくしかありません」

「経済による圧力、ということですね……」

　呟き、フローレンスは目を伏せる。ラハ・ラドマ側の事情は分かった。

（事態がどれだけ逼ひつ迫ぱくするかっていうのは、シェイル・コーレス次第ね）

　向こうにもラハ・ラドマに縁えんを切られたら困る事情がある。であれば、交渉に持ち込むのは充分、可能なはずだ。

「殿下。わたしはエスカ・トロネアの姫であり、貴方の妻になろうとしている女です」

「え？　ええ」

「わたしの力が及ぶ範囲は狭いでしょう。それでも、わたしはラハ・ラドマとエスカ・トロネアの友好を望んでいます」

「わ、私ももちろんそうです」

「ならば、エスカ・トロネアに何を求めているか、話してはいただけませんか。できる限り、尽じん力りよくいたします」

　イスカをひたりと見つめて、フローレンスは訴うつたえた。

　この時期にイスカがフローレンスに求婚することを決めたのは、もう偶ぐう然ぜんでもなんでもない。エスカ・トロネアに対して望みがあるのだ。

（この際、はっきり聞いた方が早い。目的が明確になれば変に警戒しなくて済むし、シェイル・コーレスと結託しているわけじゃないのなら、不安材料も消えて気持ちよく嫁とつげる！）

　そして、役立てることがあるなら果たしたい。国同士の友好を繫ぐ、姫に求められる本来の役割を。

　そのうえで真に友好な関係でありたい。謀はかりごとによって利と害を食い合うのではなく、共に並び立てるような。

　セリスはよく、フローレンスの話を笑った。そんな綺き麗れいな世界はないと。お前の理想は可か愛わいらしいと、幼い純粋さを慈しむ目をして頭を撫なでた。

　大国を背負う王太子としては正しい認識なのだろう。けれど。

（わたしはやっぱり、嫌よ）

　笑い合って食事をしながら、仮面の下で毒どくを盛られる心配などしたくない。

「……その。お恥はずかしい話ですが、姫の持じ参さん金きんを」

　いずれは切り出す予定の話だったのだろう。少しのためらいのあと、イスカは答えた。

（やっぱり、まずはそこよね）

「もちろん正式な輿こし入いれとなる半年後には相応の金額をお持ちします。具体的にはいかほどご入いり用ようですの？」

　せっかくの機会だと、規き格かく外がいの金額を吹っ掛けたいのか、とフローレンスは若干うそ寒い気持ちになりつつ訊たずねる。

「いえ、その」

「殿下、この際率そつ直ちよくに話し合いましょう。お金で解決する問題なら安いと言えますわ」

　この際がどの際なのか、突っ込まれればフローレンスにも答えられないが、気にせず押し切る。

　そして──ややあってイスカが口にした金額は、フローレンスを驚きよう愕がくさせた。




「そのような少額でッ!?」




「どこが少額だッ！　この国では一年の総収入だ!!」

「そんな、だって……！　わたし、これでもエスカ・トロネアの姫ですのに……っ」

　あまりに低く見積もられている己おのれの輿入れ金額が悲しい。手で顔を覆おおって耐たえている途と中ちゆうで、気が付いた。手を外はずしてイスカに目を戻す。

「一年？」

「ああ」

　フローレンスにとっても屈くつ辱じよくだったが、国の格かく差さを見せつけられる羽は目めになったイスカも不ふ機き嫌げんになった。返事が聞いたこともないぞんざいさだ。

「そのお金でシェイル・コーレスの制せい裁さいに抵抗されるおつもりなのですね」

「そうだ。向こうだって結局、延えん々えん氷を買わないでいるわけにはいかない。量を減らしても、こっちに他に金の当てがあって痛みが少ないと分かれば、魚介の流通が滞とどこおるだけで、制裁の意味がなくなる」

「だから、わたしに合わせて向こうからもいらっしゃるのね」

「エスカ・トロネアは大陸の権威だ。そこの姫がラハ・ラドマにいるというだけで、シェイル・コーレスには面白くないことだろう」

　エスカ・トロネアの西大陸での発言力はかなり強い。大抵のことはエスカ・トロネアが白と言えば白で通るし、黒と言えば黒になる。

「もちろんエスカ・トロネアに援助を頼むような迷めい惑わくをかけるつもりはない。だが向こうシエイル・コーレスにこちらの意図が分かるわけじゃない。牽制になれば充分だ」

（わたしの心しん証しようが悪くなるのも、シェイル・コーレスは避さけたがるでしょうね。……これでもエスカ・トロネアの王女だし）

　フローレンス自身に力はないが、エスカ・トロネアの名を持っている、それだけで脅威になるのだ。

　そしてこちらの胸きよう中ちゆうがシェイル・コーレス側に分からないというのは、イスカの言う通り。彼らが不利益な状態を避ける手段は一つ。エスカ・トロネアに介かい入にゆうされる前に、条約を戻してしまうこと。

「分かりました。受けて立ちましょう」

　ラハ・ラドマにとって不利益な真似をされるのは、フローレンスにとっても害がい悪あくだ。微笑を浮かべ、瞳に闘とう志しを覗のぞかせる。

「なぜそこまで？　この縁えん談だんの何が貴女の利になるんだ。こっちは全部話したんだから、そちらも目的を話してもいいだろう」

（え？）

　聞き間違いかと思った。フローレンスは目を瞬まばたき、僅わずかに首を傾かしげ。

「……ええと、全部、なのですか？　本当に？」

「本当だ。姫を娶めとるには充分な理由だろう。……その、情けない方の」

「そ、そうかもしれませんが、お金が絡からむことは別に珍しくありませんし……」

　フローレンスにとって、それは当たり前と言っていいぐらいの理由だった。そして続けられたイスカの謝罪に、さらに驚く。

「そんな動どう機きで求婚したことは、申し訳なかったと思う」

（申し訳ないって、何が？　打だ算さんがあることが？）

　結婚に欲よく得とくが関わることを謝られるなんて、考えたこともなかった。

　まさかとは思うのだが、そうとしか聞こえない。

　驚いたが──落ち着いてくると、喜びがじんわりと心の奥から湧わき出てきた。ずっと欲しかったものを思いがけない所で見つけた、そんな気持ちだ。

　人と人との関係に、打算がなくてはおかしい、なんて。エスカ・トロネアの王宮でいろいろな思おも惑わくを見てきて、当たり前にそう思っていた自分が悲しい。

（気持ちで繫がることを、当然だと言ってくれる人なのね……）

　そこに親愛がないことを気に病やむほどに、イスカにとっては当然のこと。そう言ってくれる人が存在することが、フローレンスには嬉しかった。

「どうした？　俺は何かおかしなことを……っ！」

　無言になったフローレンスの様子を訝しみ、問いかけようとして──さっきから自分の口調がくだけたものになっていることに気付き、イスカは顔を強こわ張ばらせた。

「いやっ、ええと、すみません、私は……っ」

「そのままで構いませんわ、殿下」

　今更でも取り繕おうとするイスカを、フローレンスは微笑で遮さえぎった。多少言葉遣づかいがくだけたものになっても、イスカの印象は特に変わらない。親しみが増すぐらいだ。

（引きこもり生活の娯ご楽らくで大たい衆しゆう紙しを読みふけってるうちに、俗ぞくっぽくなったわたしの素すほどの落らく差さはないわ……）

　本当の意味での地はミリアにしか見せられない。敬愛する兄、セリスであっても無理だ。敬愛しているからこそとも言える。婚約者になどますますとんでもない。

「殿下とは、ありのままで話せた方が嬉しく思いますから」

　自分の素は断じて出せないが。

「……そう、か？」

「殿下がお気になさるのなら、わたしはどちらでも構いませんが」

「いや。俺も貴女とは率直に話せた方が嬉しい。ただ……いや、何でもない」

　イスカは続きを飲み込んだが、やや沈しずんだ表情から心しん情じようは察さつすることができた。

（出すつもりのなかった地をうっかり出しちゃったんだもの。ヘコむわよね……）

　同じ状況なら自分も落ち込む。……いや、落ち込むだけでは済まないかもしれない。嫌な想像に寒さむ気けが走った。

（わたしの素、か）

　フローレンスから見て、イスカはそれでもきちんと王子だったが、花か冠かんの国の王女なのに、全然淑しゆく女じよらしくない自分を見たら、彼はどう思うだろうか。

　そんなことを考えて、はっとする。

（ないないっ。無理無理っ！）

　エスカ・トロネアの王女らしくないなどと、絶対に思われたくない。猫の一枚や二枚、被かぶっていた方がいいのだ。お互いのために。

「しかし言葉遣いを気にしたのではないなら、他には……」

　イスカが出した答えは的まと外はずれだったが、それぐらい想像もつかないのだろう。フローレンスが心を揺さぶられた優しさは、彼にとっては当たり前のことでしかないのだ。

「殿下。氷の話をする前、迷っていらっしゃったでしょう？」

「ああ、弱味だからな。まあそんなもの、エスカ・トロネアには関係ないだろうが」

（確かに）

　国力の差が絶対的すぎる。

　納得すると同時に、なんだ、と拗すねた気分になった。

「だから話してくださったのですね」

「いや」

　残念な気持ちになりつつ言ったフローレンスに、イスカは短く否定の言葉を紡つむいで、首を横に振った。

「貴女は、俺の民を褒ほめてくれたから」

「……」

「理由にならないと分かってる。というか今言って思った。また甘いって言われるな……」

　最後はどんよりとした呟きとなって、イスカの口の中で消えてしまったので、フローレンスの耳には届かなかった。

　けれど充分だった。フローレンスが聞きたい、そして嬉しい理由は、しっかりと聞こえていたから。

（貴方はきっと、とても甘い人だわ）

　図はからずも、ここにいないイスカの侍じ従じゆうと同じ感想を抱いた。けれど今フローレンスの胸に宿った感情は、驚きや呆あきれよりも、尊敬に近い。

　イスカはフローレンスのラハ・ラドマへの好こう意いに、好意をもって応えてくれたのだ。

　内情を知らせることが自分の恥はじになること、もしかしたら利用され自国を危険に晒さらすかもしれないと分かっていて、想像してなお現実に見えた気持ちを優先して、応えてくれた。

「……信じて、くれたのですね」

「本気に見えた」

「はい。本気でした」

「ならそれでいい」

　瞳を和なごませ、イスカは笑う。自分の大切なものを認められた嬉しさで。臣民を心から誇りに思っているのだと、百の言葉も行動もなく、その笑みだけで伝わってきた。

（わたし、イスカ殿下のこと好きだわ）

　人として、好きだ。

　近くで彼のことを知れば、きっと気持ちも先に進ませることができるだろう。

　結婚という契約をするのだから、信頼をもって夫婦になれた方が良い。

　その覚悟は恋とは呼べないのだろうが──温かな気持ちで少し鼓こ動どうを速くした心音を聞きながら、フローレンスは悪くない、と思っていた。
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「ミリア、ジゼル。お客様をお迎えに──出しゆつ陣じんの準備をするわよ」

　翌日。充分に睡眠を取り、髪も肌もできる限りコンディションを整え、フローレンスは勇いさましくそう言った。

「しゅ、出陣ですか？」

　勇ましい上物ぶつ騒そうな物言いに、ジゼルは戸惑った様子で声を上げる。

　今日は、噂うわさに名高い海蛇姫が来る日だ。

　漁業が盛んなシェイル・コーレスの姫なのだから、通称に『海』が付くのはおかしくない。しかし、なぜ、よりによって『蛇』なのか──

　それは彼女が、己の求めるものを必ず一ひと吞のみにして国に持ち帰ることで、近きん隣りんの国々から怖れられているからだ。

　そんな彼女もセリスに言わせれば、『あんな浅はかで交渉下べ手たな女が勝ち星を挙げられるのは、相手が馬鹿で救われてるだけだ』ということになる。

　生まれた瞬しゆん間かんから権けん謀ぼう術じゆつ数すうの中で生きることが決まっていて、今も渦か中ちゆうで荒波を乗りこなしている兄から見れば、そうなのだろう。

　とはいえ、こちらはその『馬鹿』とさえ比べものにならないほど経験の浅い小娘と、実は人が好いいだけの田舎いなか青年の二人である。強敵と呼んで差さし支つかえない。

「昨日、殿下からシェイル・コーレスとの関係を聞いたわ」

「！」

　フローレンスが言うと、ジゼルは驚き、そして気まずそうな顔をした。おそらくはフローレンスを迎えるにあたって抱いていた、下心を知られたことによって。

　普通どころか、大分控ひかえめな下心と言っていいはずだが、ジゼルもイスカもそうは思っていないらしい。

「シェイル・コーレスのやり方はあまりに横暴だわ。向こうに礼を尽つくすつもりがないのなら、こちらも相応の覚悟で迎えなくては。国益を守るのは王太子妃として当然の務つとめ。だから今日は、間違いなく『出陣』なの」

　フローレンスの言葉が本心なのかどうか、どう受け止めるべきか、迷っているのだろう。ジゼルの表情から戸惑いは消えなかった。

　素直に信じられないのは、きっとフローレンスの目的が分からないから。

（仕方ないわ）

　疑われているのを承しよう知ちでフローレンスは嫁いで来た理由を誤魔化している。だから余計に怪しい。

　イスカとは一応の和わ解かいを果たしたが、一応だ。

　なぜならフローレンスは、結局イスカの問いをはぐらかしたからだ。

　朝食を終え、食堂を出て行くまでイスカはそのことを忘れていたようだが、きっと後から思い出しただろう。

（言った方がいいのは分かってる。でも言えない。言いたくない……っ）

　大国の王女、というプライドが、どうしてもフローレンスに見み栄えを張らせた。

　正直に告白するつもりがないのだから、何の裏もないのだと断固として言い張って、害にならないことを態度と行動で示していくしかない。

　イスカと共通の敵にすることができるクラウディアの来訪は、フローレンスにとって有難い要よう素そなのかもしれない。しかしそれも自分たちが勝利してこそである。

「手を貸してくれるでしょう？」

「それは、もちろんですが……」

　自国の王太子妃となる姫が、他国の、しかも反感を抱いている国の姫に鼻で笑われて良い気分のする国民もいないだろう。だから、フローレンスが今日は気合いを入れて支し度たくしたいと頼めば、彼女も協力してくれるはずだ。

「よろしくね」

　にっこりと笑って言ったフローレンスに、ジゼルは心を決めたようにうなずいた。

　エスカ・トロネアでは身支度をするのに、行程一つ一つに専門の侍女がいるが、ラハ・ラドマでは一人の侍女がすべてをこなすらしい。身体的理由により、昔からミリア一人に任まかせてきたフローレンスには違い和わ感かんのない状況だ。

　用意されたのは、明るい色合いのフォレストグリーンの立襟モンタント。昼間だろうが夜だろうが、防ぼう寒かんを優先するラハ・ラドマのドレスは、デコルテを出さないモンタントが一般的だ。

　首元を飾るオパールのブローチ。袖そで口ぐちを華はなやかに彩いろどるレース。ドレスの裾すそは花の刺し繡しゆうと、花か芯しんにあしらわれた真しん珠じゆが淑しとやかにきらめく。

　フローレンスの白い肌に映える金細工のイヤリング。輝きを添そえるのは晴れた空を願うサファイヤ。

　艶つややかな淡あわい金の髪を、ラハ・ラドマの国章である六りつ花かがデザインされた青のリボンで飾って、完成だ。外に出るときは、毛皮で裏打ちされた外がい套とうを重ねる。

　ミリアとジゼルの手を借りて身支度を終えたフローレンスは、クラウディアの到着を待った。少し時間が空あいたので、三人でちょっとしたお喋しやべりに興きようじる。

　──そうこうしているうちに、イスカからの使いでアルフルードがやって来た。フローレンスがアルフルードを見たのは、これで二度目だ。一度目は自分の迎えに出ていたイスカの隣となりにいた。近しい従者なんだろうな、とあたりをつける。

　侍女二人に見送られ、フローレンスはアルフルードと並んで廊下を歩く。

「すみません、フローレンス様。わざわざご足労いただいて」

「客人を迎える側ですもの。当然です」

　微笑んだフローレンスに、アルフルードは何気なく話を振ってきた。

「殿下は話してしまったそうですね？」

「はい。すべてお話しくださったそうですわ。わたしもラハ・ラドマのために、力を尽くしたいと思っています」

　何ができるかなど大した自信はない。しかしフローレンスは堂々と落ち着いた様子で、何ということもなさそうに装よそおい、言い切った。浮き足立てば舐なめられる。それが目的でない限りは、避けるべき醜しゆう態たいだ。

　余裕の笑みさえ浮かべたフローレンスに、アルフルードは感嘆と羨せん望ぼうと嫌けん悪おを織おり交ぜたため息をつく。

「殿下も、姫ぐらい堂々と渡り合える胆たん力りよくがあればいいんですけど」

「イスカ殿下は充分、力をお持ちでしょう。ただあの方は……とても、良い人だわ」

　イスカのことを話すとき、フローレンスの声音こわねは自然、和やわらいだ。認める台詞せりふを口にしたフローレンスを、アルフルードは驚いた目で見つめてくる。

「人として素晴らしい、尊敬できる方です」

　すでに人を疑うことを覚え、心にまで根を下ろし馴な染じんでしまったフローレンスには決して戻れないし、戻ろうとも思っていない、心根の素直さ。

　裏を持たないまま、自分の表だけで人と相あい対たいするのは怖い。傷付くのは剝むき出しの自分自身。そして、裏がないから裏から攻こう撃げきされればひとたまりもない。

　そんな怖いことは、フローレンスにはできない。

　けれど言ったことは本心だった。イスカの心根は、フローレンスの理想なのだ。

「……姫が、本当に殿下の『妻』となってくだされば、安心かもしれませんね」

「そうなりたいと思っています。──あ……」

　廊下の向こう側にイスカの後ろ姿を認め、小さく呟きが零こぼれた。そのまま背中に歩みを進めて訊ねる。

「殿下、クラウディア姫はあと、どれほどで到着されるのかしら」

　フローレンスに声をかけられ振り向いたイスカは、なぜかそのままの姿勢で止まってしまった。

「……」

「……殿下？」

　不思議に思ってフローレンスが首を傾げると。

「っ。あぁ、すまない。今日はずいぶん華やかだと思って」

「ミリアとジゼルに頑がん張ばってもらいました」

「そうか。貴女は本当に可か憐れんな人なんだな。花冠の国の姫君に相応ふさわしい」

　花冠の国に相応しい、と言われると複雑な気持ちはあるが、可憐だと褒められればやはり嬉しい。お世せ辞じすらほとんど聞いたことがない身であれば尚更だ。

　何より心に響ひびくのは、イスカは本気で言っている、と分かるところだった。

（な、何だろう。この感じ）

　ミリアやジゼルに太たい鼓こ判ばんを押され鏡を見たとき、出来栄えに心がわくわくしたのとは、まったく別の感覚だ。異常に気恥ずかしい。

（男の人から褒められるのって、こんなに照れくさいことだったのね……っ）

　恥ずかしいけれど、嬉しい。そうかこの気持ちはこうやって同居するのかと、頰にいつもより多く血を上のぼらせながら思う。

「クラウディア姫、ご到着！」

「！」

　訪れを告げた兵の声に、フローレンスははっとして正面を見る。さっきまで意識できなかったラハ・ラドマの冷たい風が頰を撫で、上がりすぎた体温を冷ましてくれた。

　重い音を立てて馬車が姿を見せ、庭の中ほどで止まる。

　扉とびらが開き、中から出てきた件くだんの海蛇姫は──

（なるほど……結構美人ね）

　イスカの破は壊かい力りよくには断だん然ぜん劣おとるが、美貌を自じ慢まんしていいぐらいの美女ではある。

　クラウディアの年ねん齢れいは十八。フローレンスよりも二つ年上だ。しかし実際に見た彼女は、凜り々りしい面おも立だちとメリハリのある体と長身のせいで、もう一つか二つ上に見える。

　髪は緩やかにウェーブのかかったブルネット。瞳は一段濃こい焦こげ茶色。白い肌にきゅっと引き結ばれた赤い唇が映はえ、顔立ちと相あいまって華やかで──気の強そうな印象を与える。

　クラウディアは後ろに侍女を従え、絨じゆう毯たんの上を悠ゆう然ぜんと歩いてきた。

「はじめまして、フローレンス姫。わたくしはクラウディア・ファル・シェイルコーレス。お会いできて光栄ですわ」

　挨拶と共にクラウディアが見み据すえて礼を取ったのは、フローレンスに向けて。

（っ）

　いきなりの態度に、フローレンスは驚いた。

　出迎えに出ているラハ・ラドマ側の人間で一番位が高いのは、第一王子であるイスカだ。

　大国エスカ・トロネアの王女とはいえ、今のフローレンスはイスカの婚約者。ラハ・ラドマの人間と見なすならば、序じよ列れつはイスカの下になる。

　なのにクラウディアは、あっさりイスカを無視してきた。
















　自国の王太子を露ろ骨こつに軽んじられたラハ・ラドマの人々から不快げな空気が膨ふくれ上がる。もちろん気付いているだろうが、それすら取るに足らないとでもいうように、クラウディアは眉一つ動かさない。

（さて。どういうことかしら）

　ラハ・ラドマに対して威い圧あつ的てきに出てきたのは間違いないが、それ以外の思惑をどう受け取るべきか。

　判断がつかないままだったが、応じないわけにもいかない。

「はじめまして、クラウディア姫。わたしもお会いできて嬉しいです。歓かん迎げいしますわ。どうぞ我が国でゆっくりしていらしてね。仲良くしてくださると嬉しいわ」

「ええ、もちろん」

　クラウディアの表情は、見せつけるように和やかだった。

　周囲の空気はますます悪くなる。妻となるフローレンスまでもがイスカをさしおいて挨拶したのだ。無理もない。

　しかし当人はこの手の扱あつかいに慣れているのだろう。顔色一つ変えなかった。

（きっと、どんな顔していいか分からないから、なんだろうけど）

　イスカの美貌で無表情のままだと、嫌いや味みが通じているかどうか読みにくい。見方によっては丸きり相手にしていないだけのようにも見えてしまう。

　クラウディアもそう思ったのだろう。自分の放った攻撃の効果が見えずに不機嫌になる。

「遠えん路ろはるばる、よくお越しくださいました。どうぞ中へ。外は冷えますから」

「ええ、まったくね。街かい道どうも満足に整備されていないようで、体が痛いったらないわ。ラハ・ラドマでも、そろそろ主しゆ街かい道どうを敷いて交通を整えたらいかが？」

　──無む論ろん、クラウディアが通って来た道が主街道だ。

「考えておきましょう。──姫のご案内を」

「承知いたしました」

　やはりこれも対応に困っただけだろうが、イスカはクラウディアの嫌味には無反応で、後をアルフルードに任せてしまう。

「フローレンス姫？　せっかくお会いできたのですし、わたくし、ちゃんとした教きよう養ようを持った方とお話ししたいわ。ご一緒にお茶などいかが？　ラハ・ラドマの湿しつ気けた茶葉には辟へき易えきしていらっしゃるでしょうから」

「──ええ。もちろん喜んでご一緒させていただきますわ」

　いきなりの誘いだったが、フローレンスは笑って受けた。ラハ・ラドマへの侮ぶ辱じよくの一つ一つは、今は訂てい正せいしないでおく。彼女と全面対決になるかがまだ分からないからだ。

　イスカの隣から離れて、クラウディアと並んで歩き出す。その後ろに彼女の侍女が続いた。道中の護ご衛えいをしてきた兵士たちは、また別所へと案内されていく。

　シェイル・コーレスからの客が来ることは以前からそれなりにあったのだろう。アルフルードから委ゆだねられた侍女の案内は慣れていた。クラウディアとフローレンスが部屋に落ち着いてすぐ、侍女たちは茶の準備を始める。

「つまらない、不ふ毛もうな景色ですこと。貴賓室だというのに、調ちよう度ど品ひんも古ふる臭くさいし。エスカ・トロネアの壮そう麗れいさに慣れたフローレンス姫には、さぞみすぼらしく映るでしょう？　退たい屈くつではなくて？」

「こちらも趣おもむきがあって、素敵だと思いますわ」

　そうですね、とは言わなかったが、全面否定もしない。あくまでも個人の趣味として聞き流した。

「趣……。そう、姫は芸術家気質なのね。たしかに美術品の題材として好む者もいると聞くけれど。……でも、もっと景けい観かんの良い場所はいくらでもありますわ」

　二人の間に、温かい湯ゆ気げを立ち昇らせる紅茶と、クリームの乗ったベリータルトが運ばれてくる。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに話しましょう。エスカ・トロネアへの見返りは一体何？」

（人払いもしないで本題なんて、本当に直ちよつ球きゆうね。まあ、わたしが求めれば応じるんでしょうけど……）

　ぐだぐだ話し込んでも埒らちが明かないと思ったのか、それとも隠す必要がないと思っているのか。

　フローレンスとしても、絶対に人払いをしなければならない話ではないので構わないのだが、クラウディアが何かに追い立てられているような、急せいた印象は受けた。

　それにやはりクラウディアも、フローレンスの婚約には何か裏があると決めてかかっているようだ。ラハ・ラドマと同じように。

　誰から見てもこの婚約はおかしいと思うらしい。心の中でそういうものよね、としみじみしつつ、表面上は華やかに微笑む。同じぐらいに無理のないだろう返答を、今のフローレンスは用意している。そしてこれからにも都合がいいだろうものを。

「愛ですわ」

「あ、愛？」

「ええ」

　相当予想外だったのだろう。上うわ擦ずった声を上げたクラウディアに、即そく座ざに肯定してやる。

「冗じよう談だんでしょう？　エスカ・トロネアほどの大国が、王女というカードをそんな理由で切るわけがないでしょう」

（そうね、普通なら……）

　実際、上の姉も下の妹も、相手を吟ぎん味みし値をつり上げている最中だ。

　エスカ・トロネアは自じ給きゆう率りつが高く、他国への依い存ぞん率りつが低い。外交も逼迫していないため、大国の王女に相応しい結婚が用意されるし、その枠わくに収まっていれば、王女たち自身で伴はん侶りよを選ぶことも許される。

「恥ずかしながら、病弱なわたしの身では国の役に立つことは適かないません」

　フローレンスは幸せだ。

　国が豊かだから、何の旨うまみもない辺へん境きよう弱小国に嫁ぐことを、なんだかんだで許された。

「実に健康そうに見受けられるけれど」

「こちらの気候がわたしの体調に合うようなのです」

　信じてもらえないんだろうなあ、と思いつつ、ラハ・ラドマに来てから何度か繰くり返した事実を口にした。案あんの定じよう、クラウディアは信じていない顔をする。

「ふざけていらっしゃるの？」

「いいえ、まったく」

　フローレンスは、噓は言っていない。言えないことがあるだけで裏は本当にないのだが、クラウディアは思い込みの裏を作ってしまっているので、納得しない。

「……ええ、いいわ」

　しばらくしてから、クラウディアは諦めた様子でうなずいた。

「わたくしはただ、不当に改定された氷の値段を元に戻したいだけなの。エスカ・トロネアの姫には関わりないことよ。口を出さないでいただける？」

「資料、拝見しましたわ。お言葉ですが不当とは言えないと思います。かかる費用や労力を鑑かんがみれば、むしろまだ低すぎるかと」

　嫁ぐにあたって、ある限りのラハ・ラドマの資料には目を通してきた。経けい費ひに対して価格が安いというのは、こちらに来る前から感じていたことだ。値の改定がなされたと聞いたときも、適正価格に近付いたと思っただけだった。

　ラハ・ラドマがシェイル・コーレス相手にそれを成なし遂とげた、ということに驚きはしたけれど。

「その辺の山にいくらでもある、たかが氷よ！　ふざけないで！」

「まあ。その辺の海でいくらでも泳いでいる魚で商売をされているシェイル・コーレスの姫のお言葉とも思えませんわ」

　語気を強めたクラウディアに対し、フローレンスは扇おうぎを広げて口元を隠し、微笑んだ。

　氷を切り出し運ぶのも、魚を獲とるのもタダではできない。ラハ・ラドマの主しゆ張ちようは当然のものであり、シェイル・コーレスが理解を示すべきなのだ。自分たちの利益に偏かたよった見方ばかりをしていないで。

「わたしは確かにエスカ・トロネアの出身ですが、本日はラハ・ラドマの王太子妃として接せつ遇ぐうしております。今後は我が婚約者と第二の母国にも、礼れい節せつを持った対応を期待しますわ」

　全面対決の構えを見せたフローレンスに、クラウディアは鼻はな白じろむ。しかし、何も言わなかった。

（なるほど）

　やはりシェイル・コーレスはエスカ・トロネアとの関係を悪化させるつもりは毛もう頭とうないようだ。クラウディアはおそらく、そちらの交渉までは許されていない。

　彼女自身にさほどの権けん限げんが与えられていないのだ。交渉のために切れるカードは、かなり限られていると思ってよさそうだった。

（わたしに何の目的もなくて、残念だったわね！）

　おそらく何らかの利益を求めてフローレンスがラハ・ラドマに嫁いでくるのだと思っていたのだろう。であれば、交渉次第で懐かい柔じゆうすることができるかもしれないと。

　ラハ・ラドマに用意できて、シェイル・コーレスに用意できない物などほとんどない。

　しかし残念ながら、フローレンスがラハ・ラドマに求めるものは、人間の力では用意できない土地柄そのものなのだ。

「……この国に嫁ぐ見返りは愛だと、先程仰ったわね」

「ええ」

「あの男は外げ道どうよ。見目が良いのを最大限利用する、ただの外道。あまり社交界にも出ていらっしゃらない貴女はご存知ないと思うけれど」

　クラウディアは説得の仕方を変えてきた。しかもかなりの部分で本音が混ざっていそうな、演技臭くささのない苛いら立だちを滲ませて。

「もし貴女が本当にあの男に、愛などというものを感じて婚約したのなら忠ちゆう告こくするわ。すぐに破は棄きした方がいい。貴女なら他にいい相手がいくらでもいるでしょう」

　クラウディアの態度が、どこか真剣さを増した気がした。

　邪じや魔まなフローレンスを追い出そうという以上に、イスカに対する敵てき意いが感じられる。その延えん長ちように、フローレンスに対しての心配すら窺える気がする。

「あの、イスカ殿下と何かあったのですか？」

「……初恋であるのなら、より傷付くことになるわね。けれど同時に、わたくしが今この国を訪れたことに感謝もしてくれるはずだわ」

「あ、あの……？」

「あの男はね、──わたくしの母をたぶらかしたのよ！」

「ええっ!?」

　ただでさえ気の強い心しん証しようを与えるクラウディアだが、今は一いつ層そう迫力を増し、ここにはいないイスカへと憤いきどおりを露わにする。

「母は、多くの貴族に根回しをして、あの男のために条約を改定させてしまったわ！　それに父が怒って、わたくしが始し末まつをつけにきたのよ。わたくしが条約を正せないと、母は今度こそ王宮を追放されるわ！　不ふ貞ていがなかったのが不幸中の幸いだけれど……っ。他国の王妃を色目を使ってたぶらかし、破は滅めつさせるなんて、許さない……ッ！」

（う、うわぁ……っ）

　テーブルの上に置かれたクラウディアの両手はいつの間にか握り拳こぶしを作っており、怒りにぶるぶると震えていた。事情を聞けば、イスカに対してのあの態度にも納得する。

（やっぱりあれ、交渉に使ってるんだ……ッ！）

　狼狽した自分の醜しゆう態たいは、今思い出しても恥ずかしい。同時に腹立たしさも湧き上がる。

　見事にはまってしまった自分にか、交渉術として使っているイスカに対してかは、フローレンス自身にも判断が付かないけれど。

　褒められたことではないにしても、フローレンスはイスカの交渉術を否定はしない。見目の良さで取り入るのなんてよくあることだ。

　むしろこのラハ・ラドマにそれ以外の武器はなく、イスカは一線を越えていない。『たぶらかす』と言われるほどの文もん句くも、おそらく実際には口にしていないのだろう。

　イスカがそれを計算でやれる人間であれば、ラハ・ラドマの現状はもっと違うものになっていたはず。要はシェイル・コーレスの王妃は、単純に彼との駆け引きに負けたのだ。

（でもこれは……どうしよう）

　正直、色いろ香かに惑まどわされた王妃も悪い、とフローレンスは思う。国の妃であれば、もっと自身を律りつして、慎しん重ちように対応するべきだ。

　だからといって人の破は滅めつを聞いて、いい気はしない。まして母の身を案じる同年代の女性の憤りを見てしまっては。

　しかしラハ・ラドマのためには、条約を戻すことはできない。値段が今の方が適てき正せいである、というのも間違いなく事実なのだから。

（殿下は、どうするのかしら）

　いくら人が好くても、明らかに『それ』を政治に使っている以上、相手の破滅も覚悟しているはずだ。結果、恨まれるのも。

（悪いとまでは言わないわ。でも──……）

　胸の内が、理性とは別の部分で否定したがっている。

　人を踏み台にする後あと味あじの悪い手段。やられた側には傷しか残らない。

　よくある駆け引きだ。しかし、上手くはない。

「貴女もたぶらかされているんでしょうけど、末まつ路ろはお母様と同じよ。どうせあいつは、自分と、自国の利益にしか興味はないんだから」

　それはむしろ自分だ、とフローレンスは思う。

　できれば夫婦として仲なか睦むつまじい方が良いに決まっているけれど、叶かなわなくても構わない。大切なのはここの気候だ。そう思って来たのに──……

（どうしよう。何か、モヤモヤする）

　落らく胆たんしているのだ、と気が付いた。話してみて、イスカを良い人だと思ってしまったから。そう感じたとき、憧あこがれを形にできたような満足感と同時に、心の中が温かくなった。

　なのに期待と違って、がっかりしている。自分が抱いた気持ちに、フローレンスは戸惑った。

（どうでもいい、はずじゃない）

　期待通りじゃなかったから何だというのだろう。この国に来た目的は何も変わっていないのに。

　イスカの柔らかな笑みをどうしても思い出してしまう。胸がざわつく。──納得できない自分がいる。

「幸せになりたいのなら、別の相手にするべきよ。よろしければわたくしの兄弟きようだいを紹介するわ。ラハ・ラドマよりずっと貴国の役にも立つと思うし、わたくしも、エスカ・トロネアの姫が妹になってくれれば嬉しいわ」

　フローレンスとの縁談をまとめられれば、交渉に失敗してもその埋うめ合わせになるとでも考えたのだろう。思いついた提案に、クラウディアは積極的だ。

　条件だけなら悪くない話だが、シェイル・コーレスには花が咲いているので、その時点で候こう補ほ外がいだ。

「そう言っていただけるのは光栄ですが……」

　首を横に振ったフローレンスに、クラウディアは息をつく。

「……そう」

　たぶらかされている間は何を言っても無む駄だ──と思っているのだろう。母である王妃がきっと聞く耳を持たなかったのだ。

「でも、覚えておいて。この話は貴女のためにもなることよ」

　意外に真しん摯しな眼まな差ざしで、そう言われた。





[image: ]






「ただいま……」

　私室の奥──完全なプライベート空間にまで戻ってきたフローレンスは、力なくソファにもたれかかった。

　疲れた。せっかくの完全武ぶ装そうなドレスがしわになるとか、気にしてもいられない。

「お疲れですわね。そんなに難しいお相手でしたの？　散々な態度で乗り込んでいらしたと評判でしたものね」

　悪あく評ひようは千せん里りを駆ける、と大だい砂さ漠ばく帝てい国こくを越えた東の国では言うそうだが、まさしくその通りのことが起こったようだ。出迎えの場にはいなかったミリアも、クラウディアの悪態をすでに知っていた。

（無理もないけどね）

　クラウディアが場を去ったあとの、ラハ・ラドマ側の憤ふん慨がいする様子が目に浮かぶようだ。

　だがフローレンスの疲労の原因はそれではない。ため息をついて突つっ伏ぷしていた顔を上げ、首を捻ってミリアを見る。

「クラウディア姫のせいじゃないの。ただ、わたしって、誰の話も素直には聞き入れられないのかなあと思って。……大分性しよう根ねが捻ねじ曲まがってるみたい」

　クラウディアの真剣さを認めても、うなずききれない。一度イスカに期待してしまったせいだろうか。

　けれどその一方で、イスカが国のために人を踏み台にすることも──あってもおかしくない、と思っている。

　そしてフローレンスは、自分が気分を沈ませていることも嫌だった。

　抱いた偶像と耳にしたイスカが少し違っていたから、がっかりしている、だなんて、勝手すぎるし、幼すぎる。そもそも、相手に何かを求めようとも思っていなかったはず。

　……なのにいつの間にか望んでしまっていた。だからきっと、こんなにも心がざわつくのだ。

（認めるのが嫌だなんて、どうして思うの……？）

　イスカに、そうであってほしくない、なんて。

　そうじゃないはず、なんて。分かるはずもないのに心の奥から訴えられているような、奇き妙みような感覚。

　理性と感情が嚙かみ合わない。自分の心を持て余したのは、初めてだ。

「まあ、そのような。姫様の性根など、セリス殿下に比べれば至し極ごく真っ直ぐですわ」

「それは比べる相手が悪いと思うの！」

　自国の王子に対して、侍女ミリアの言い様も失礼極きわまりないが、実の兄に対するフローレンスの答えも同じぐらい酷ひどかった。

　フローレンスは兄を敬愛しているが、セリスが優しいだけの人ではないと知っている。

　セリスはフローレンスを愛して可愛がってくれたが、それはアレルギー持ちの引きこもり第二王女が、絶対に自分の敵にならないと分かっていたからだ。

　安心できる家族として、フローレンスはセリスに選ばれた。そのことをとても感謝している。国のために働く兄の息抜きの場に、少しでもなれればいい。直接国の役に立つことが適わない身の上なのだから。

（わたしの心苦しさを、セリスお兄様はきっと分かっていらっしゃったわ）

　だから余計に分かりやすく、存在を必要だと示してくれた。

　──しかし、敵に対しては容よう赦しやのない王子でもある。

「セリスお兄様のようになれれば、むしろわたしも自分を誇るわ」

　けれどフローレンスは、セリスのようにはなれない。

　はあ、と息をついて天てん井じようを仰あおぎ、一呼吸。それからミリアに目線を戻し。

「クラウディア姫、第一印象より悪い人じゃなかったわ。姫として娘として、懸けん命めいなだけよ。きっとね」

　理解はできる。しかし彼女の求めるものを、そうでしたかとは渡せない。

「どちらの要求も分かるのよ。片方の損そんが、片方の益えきだっていう関係も。だからこそ、両方が納得できる落としどころってないかしら」

「ないでしょうね」

　ミリアの答えは簡かん潔けつで、容赦がなかった。

「うん……」

　彼女の事情を知らなければ、追い返すことに全力を注そそいだはずだ。クラウディアは王女。一度二度の交渉の失敗が、立場に大きく関わるようなことはないはずだから──と。

　しかし今回のクラウディアには、母の立場を守るという、何としても引き下がれない事情がある。

（でも、値は間違いなく今のままが適正なのよ。切り出し作業をしている人たちの苦労を考えると、元に戻すのは絶対違う！）

「姫様」

「あ……、何？」

　ミリアに声をかけられ、フローレンスは物思いに沈んでいた顔を上げた。

「決断は王の仕事です」

「っ」

　やんわりと窘たしなめられ、フローレンスは恥ずかしさに顔を赤くした。

　ここは、フローレンスが主あるじだった自国の私室ではない。今のフローレンスは他国に嫁ごうという身なのだ。自分で政策をどうこうしようなどと、越えつ権けん行こう為いも甚はなはだしい。

「ごめんなさい。その通りだわ」

「けれど、王にどの情報を渡すかを選別し、整えるのは、臣しん下かの仕事ですわ」

　もしイスカにクラウディアの事情を話すのが不利益だと思うのなら、黙って飲み込んでしまえばいい。相手への同情心が、ラハ・ラドマに有ゆう益えきに働くことなどないのだから。

　そう言ったミリアの目は、言葉とは裏うら腹はらに諫いさめるようにフローレンスを見ていた。

「大丈夫よ。さすがに黙っているつもりはないから」

　フローレンスは、自分が我がの強い人間である自覚があった。正しさを疑わない頑がん迷めいさも──あまり直ちよく視ししたくはないが、持っている。

　ミリアも分かっているから、あえて言ってくれたのだ。

「それは沈黙の権利じゃない。都合のいい情報を渡して王に誤った判断をさせようというのなら、それは操っているのと同じこと──でしょう？　必要か不必要かで言ったら、これは必要なことだと思うもの」

　他国の、母娘おやこの事情など、国政に関係ないと言われればそうだろう。

　しかし、王には知っていてほしいとフローレンスは思うのだ。その上での判断であれば、臣下はただ従うだけ。

（殿下は、どこまでご存知なのかしら）

　もし知らなければ──知ったら、どうするのだろうか。

（ラハ・ラドマにとって有益であることだけを選ぶ？　それとも──……）

　自分の憧どう憬けいをどうしても望んでしまう。それを期待できるのは、イスカの笑みが素敵だったから。

　勝手だと、分かっているけれど。

「決めるのはわたしじゃない。どうしてほしいなんて言うのもわたしの役目じゃない。でも、一緒に考えることはしてもいいと思うの！」

　どの臣下よりも近しい、妃きさきとして。

「ええ、もちろんです」

「──というわけで、殿下にお会いしたいと伝えてくれる？」

　心が決まると、少し元気と勢いを取り戻せた。

「分かりました。少々お待ちくださいね」

　ミリアは席を立ち、部屋を出て行った。使いを出すつもりなのだろう。

　後ろ姿を見送ってから、フローレンスは改めてソファに座り直す。

（誰も損をしない、皆が幸せな国同士の付き合いって、無理なのかな……）

　そんな方法はない、と兄は言うだろう。勝者となることに慣れた彼なら、負ける方が愚おろかなんだと言い切るかもしれない。事実、愚かなフローレンスには、打だ開かい策さくが思い浮かばなかった。

　けれど、『ない』とは言いたくない。

（考えるだけよ。考えることは、わたしだってしていいはず）

　決めるのはイスカであっても。

　彼が何を選ぶのか、フローレンスには分からない。しかしもし、少しでもクラウディアに対して同情心を抱いてくれるのなら──そして抱いてほしいと思うから、不本意な決断をしなくていい提案がしたい、と思った。苦しんでほしいわけではないから。

（殿下もクラウディア姫も、同じよ）

　大切なもの、大切な人を守るために、懸命に尽くしている。

　互いに傷付け合わないようにすることが、そんなにも愚かなことなのだろうか──？










[image: ]




　コツ、とスプーンがガラスの器にぶつかって音を立て、イスカははっとした。今日は自室で食事を摂とっており、姫君の目がないことが幸いだった。

「何を考えているんですか？」

「いや、不ぶ気き味みだなと思って」

　盛大な悪あく意いの演出を引ひっ提さげて来訪してきたクラウディアは、ラハ・ラドマに留とどまったまま沈ちん黙もくしている。

「警けい戒かいしつつ情報収集中、といったところですか。下へ手たに殿下に近付いて母親の二にの舞まいになっては困ると思っているんでしょう。それと、向こうにとって厄やつ介かいでしかないエスカ・トロネアの姫のことでしょうね。敵にしたくはないでしょうから」

　フローレンスの件に関してはなるほど、とイスカも納得できた。しかし。

「二の舞って何だ。別に何もしていないし、クラウディア姫にも何もするつもりはない。俺はもう婚こん約やくした身だ」

「ええ、当然です。何かしてたら今頃王妃は辺へん境きようで幽ゆう閉へい生活していますよ。で、我が国はシェイル・コーレスと戦争中でしょうね。ま、誰がどう見ても、王妃が悪あく癖へきを発はつ揮きして勝手に殿でん下かに施ほどこしを与えてくれただけですから。こちらに責任はありません」

「責任、か……」

「ありませんよ。くれると言われた贈おくり物を貰もらっただけ。殿下がしたのはそれだけです」

「貰ったら向こうで揉もめるかもしれない、とは思ってたけどな」

「それでも勝手にくれたのは向こうです。シェイル・コーレス王も分かってますよ。クラウディア姫が未いまだに強引な手に出てこないのがその証拠。シェイル・コーレスとしては何としても取り戻そう、というわけではないようですね」

「……なのに押しかけてきたのは、どういうことだろうな」

「さあ。どういうことでしょうね」

　呟つぶやいたイスカの疑問には、ほとんど同じ台詞せりふが返ってきただけだった。

（当人でもあるまいし、分かるはずがないか）

　当人──クラウディアには、もちろん聞けるはずもない。

　手元にあった利益を奪うばったのだから、クラウディアが自分に反はん感かんを抱いだくのは理解できる。それでも行きすぎた態度だとは思うが、こちらは弱小国。仕方がないことだろう。

「彼女の一ひと月つきの滞たい在ざいが嫌いや味みだけで済むならいいんだが。皆が喜ぶ顔を見たあとでは、やっぱり元に戻そう、とも言いにくいしな……」

「ええ。せっかくいただいた贈り物を突つっ返すなんて、そんな無ぶ礼れいな」

　さらりと嘯うそぶくアルフルードに、イスカは息をつく。

　気が重い。厄介事に対する負ふ担たん以上に、人の望みをはねつける行こう為いそのものが。

　負ふの感情を見るのはどうしても苦手だ。譲ゆずる気がないのだから飲み込むしかないと分かっているが、気持ちは別だ。

　ちらり、とアルフルードはイスカが半はん端ぱに手をつけただけの小皿の中身に目をやった。

「溶とけますよ、殿下」

「あ、ああ。そうだな」

　はっと気が付いた顔をして、イスカは目の前のデザートをスプーンで掬すくう。

　牛乳や砂さ糖とう、他国から輸ゆ入にゆうした香料や果実などを加え、撹かく拌はんして混ぜ合わせ、凍こおらせたもの──アイスクリーム。

　地下を掘ほれば天然冷れい凍とう室しつなラハ・ラドマでは一般的なデザートだ。イスカが今食べているのは値の張る上等なものだが、品物自体は国民も普通に食べている。

　開発された当初、これは名産品になる！　と時の国王は思ったらしいが、他国の貴き人じんを集めて振る舞ったところ、寒い国で冷たい物を供きようするとはどういうことだ！　と大たい層そう怒りを買ったことから、外部に出回ることはなかった。そもそも、ラハ・ラドマにまで来なくては味わえない、というのも、売り出すには難むずかしかったかもしれない。食一つのために辺境に来たがるもの好きがそうそういるとは思えない。

　ラハ・ラドマでさえ地下での保存が必ひつ須すのデザートだ。外に出していたらあっという間に溶け、甘ったるすぎる液体になってしまう。

「……美う味まいと思うんだが」

「私も好きですよ」

「そうだよな」

　この国の生まれではないアルフルードも好きだと言っているのだから、他国の人間では駄だ目めだということもないのだろう。きっと、ある程度の気候への慣れが必要なのだ。

　他国の人間、慣れ──と考えたときに、ふとイスカの脳のう裏りに婚約者の姿が浮かぶ。

「殿下？」

「フローレンスはどうだろうな」

「…………はぁ？」

　アイスクリームを見ながら呟いたイスカに、アルフルードはわざとらしく、乾いた声で驚きの文もん句くを口にした。

「二日前とずいぶんな差ですね。あぁ、この前朝食をご一緒した辺りからでしたか。殿下が女性に興味をお持ちになるとは珍しい」

「フローレンスは可か憐れんだ。取って食われそうな獰どう猛もうさも感じないし」

「……ええ、まあ、殿下がその手の女性を苦手とする理由はよく分かりますが。けど殿下を前にして普通ってことは、むしろ姫の好みから殿下は一八〇度外はずれていると……」

　目に気の毒そうな色を湛たたえてそう言ったあと、アルフルードは咳せき払ばらいをする。

「それはともかく、いきなりほだされないでください。堕おちるの早すぎですよ！」

「べっ、別に惚ほれたの何だのとは言っていない！　彼女は結局、自分の目的を明かさなかったんだからな！」

「ですね。こちらの事情は筒つつ抜ぬけにされて」

「ぐぅっ……」

　気にはしていた部分を的てき確かくに抉えぐり込まれ、イスカは呻うめく。しかし言い分はあるのだ。

「彼女はラハ・ラドマを褒ほめてくれた」

「珍しいこともあるものです」

「俺が誇る国のものを、もっと彼女に見せたい。そう思っただけだ。他た意いはない」

「思いきり感じるんですが。思っただけって、どれだけの気持ちがあるんでしょうね」

「ゆ、友人ぐらいだ」

「深いですね」

　妥だ当とうだと思ったのに、ズバッと斬きられた。

「今のところは何もしていないようですが、あまり取り込まれすぎないでくださいよ」

「……分かっている」

「ああ。無理そうですね」

「くぅっ……！」

　釈しやく然ぜんとしないままでうなずいた気持ちは、あっさり見み透すかされた。

「ラハ・ラドマを継つぐのは貴方あなたです。くれぐれもお忘れなきように」

「……ああ」

　それはイスカも分かっている。だから、王たるに相応ふさわしいよう努力をしているし、そう見えるように繕つくろっている。……つもりだ。

（繕ってる時点で、向かないような気はするんだがな）

　向こうが向かなかろうが、放ほう棄きなどという選せん択たく肢しはない。

　やるしかないのだ。すべてを。
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　クラウディアの来らい訪ほうによって仕事が増えたのか、それとも元々それぐらいには忙しいのか、ここ数日イスカと顔を合わせていない。ラハ・ラドマに来てからの通つう算さんでも、クラウディアと共にいる時間の方が長くなってしまったぐらいだ。

　ラハ・ラドマに王女がおらず、クラウディアを苦手にしているだろう貴族たちが相手をするのも可か哀わい想そうなので、フローレンスが接せつ待たいを引き受けたのだ。

　フローレンスはクラウディアに苦手意識はないし、立場上ラハ・ラドマの好こう感かん度どを上げるためには丁ちよう度どいい役目といえる。

　そんなわけで、現在フローレンスに差さし迫せまった予定はない。勉強会も顔つなぎも後回しにして、クラウディアの相手をいつでもできるように、わざと手て隙すきにしてあるのだ。

　できてしまった時間を使い、せっかくだからとフローレンスはラハ・ラドマの風土資料を読みながら過ごしていた。

　そこに、人の訪れを告げるノックが響ひびく。

「失礼します、フローレンス様」

「どうぞ。どうしたの？」

　入ってきたジゼルに、資料をテーブルに置いて顔を上げて応じる。

「時間があるようなら休きゆう憩けいに付き合ってほしいと、イスカ殿下より言こと伝づてを預かりました」

「そう。ありがとう」

　これはおそらく、ミリアに頼んだ『会いたい』という要望に応こたえてくれたものだろう。

　休憩中に──という、時間を縫ぬっている感じが少々申し訳ない気がしたが、フローレンスにも現在進行形の急きゆう務むがあるのだ。やはり会いたい。

「すぐに行きましょう。ジゼル、手伝ってちょうだい」

「かしこまりました」

　室内用のドレスだが、品を損そこなうものではなかったので、着替える手間は省はぶいた。代わりに、クローゼットからジゼルが出したマントを羽は織おる。

「ありがとうございます、フローレンス様」

「え？」

　背中からかけられた唐とう突とつな礼に、フローレンスがきょと、として振り返ると、ジゼルは緊きん張ちようした様子で少し視線をさまよわせてから。

「クラウディア姫のことです」

「ああ……」

　ジゼルの答えにフローレンスは納得した。目もく論ろ見み通りの心しん証しようを得たということでもあるし、喜んでくれたのなら嬉うれしい。

「構かまわないわ。クラウディア姫もわたしでいいと思ってくれているようだし。でも、彼女と接点ができてしまってジゼルには気が重いかしら」

「いいえ。わたしは控ひかえているだけの侍じ女じよですから、直接何を言われることもありませんので」

「そう。あまり気にしないでくれているなら良かったわ」

　しかしクラウディアにとってはフローレンスもまた、時間を割さく理由がない相手のはずなのだが──

（どうも、わたしを通してエスカ・トロネアがどれぐらいラハ・ラドマを援えん助じよするつもりなのかを気にしているようね）

　援助の話など一切ない。自分で調べていたとしたら、結論付ける頃合いだろう。

（クラウディア姫が動くのもそろそろかしらね）

　その前にイスカと話す機会が得られて、良かったと思う。

「では、行きましょうか」

「はい」

　ジゼルを伴ともない、フローレンスは部屋を出た。

（クラウディア姫は、これからどうするつもりなのかしら）

　庭に面した窓から陽の光が注そそがれる回かい廊ろうを歩きながら、フローレンスがクラウディアのことを考えていると、前方から本人の姿が見えた。

「あら、フローレンス姫」

　意い図と的てきにそうしていると思われる威い圧あつ的てきな響きの声を耳にして、フローレンスは立ち止まり、微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう、クラウディア姫」

「ごきげんよう。どちらかへお出かけ？」

「ええ。イスカ殿下と約束がありまして」

「……そう」

　イスカの名前を出した途と端たん、クラウディアはぐっと眉まゆを寄せ、不ふ機き嫌げんになった。

　と同時に、フローレンスを痛ましげな目で見る。悪い男に騙だまされている可哀想な女を見る目だ。

（ああぁぁああっ。お願いやめてっ）

　自分が憐あわれな女扱あつかいされているのは、別にどうでもいい。フローレンスが耐たえ難がたいのは、クラウディアがそれを嘲ちよう笑しようしているのではなく、心配しているということだ。

　そんな目を向けられたら──ますます、シェイル・コーレスなんて他国のことはどうでもいい、などと言えなくなってしまう。

「わたくしもお邪じや魔まさせてもらってもいいかしら？」

（えっ）

　いきなりのクラウディアの提案に、フローレンスは驚いた。そしてすぐに考える。

（どうしよう？　一緒に行って殿下は大丈夫かしら）

「わたくしは貴女あなたが心配なのよ。いい機会だから、あの男の本性を見せてあげるわ」

（多分知ってます……）

　クラウディアが考えているものとは、まったく違う本性を。

（まず殿下と二人で話すつもりだったけど……。どちらにしろ、クラウディア姫と話す必要はあるわよね）

　イスカにだって、突とつ発ぱつ的てきな事じ態たいへの対応力ぐらいはあるはずだ。

「では、ご一緒しましょう」

　素早く判断し、フローレンスはうなずいた。

「ありがとう。行きましょう」

　クラウディアと彼女の侍女を加えた一行を、ジゼルが先せん導どうし始めて──すぐに。

「あぁ、ちょっと待って。場所はどこかしら？」

　ふと窓の外を見たクラウディアが何かを思い出したかのように立ち止まり、そう聞いてきた。さり気なく視線を追った先には、背の低い植物が緑の葉をつけ、白い世界をかろうじて彩いろどっているのが見える。

「月げつ霜そうの庭です」

　宮きゆう殿でんの東側にある庭園の名を告つげる。ラハ・ラドマでは貴き重ちような、太陽光が一番長く当たる庭だ。……そのせいで、宮殿内のどこよりも植物が多い。

（大丈夫……っ。花はちょっとしか咲いてなかったってミリアが言ってた！）

　危険個か所しよの調査は、来てすぐミリアに頼んでいた。月霜の庭は危険地帯の上位だったが、今ここで嫌いやですと言える理由がないし、場所を替える時間も勿もつ体たいない。

　危なそうだったらすぐに引き上げようと決めている。また不ふ審しんを買うだろうが、やむを得えない。

「少し用を思い出したわ。後から伺うかがわせていただくので、先に行っていらして」

「分かりましたわ」

　そう言って、彼女は急に踵きびすを返す。フローレンスとしては、クラウディアの参加をイスカに告げる時間ができて、正直、ほっとした。

　彼女と別れ、やや早足で月霜の庭へと向かう。

「──殿下！」

「あぁ、来たな」

　フローレンスの姿を認め、ほっとしたような、嬉しそうな笑みを浮かべてイスカは席を立ち、手を振った。

「貴女と会うのは数日ぶりか。今日の申し出を受けてくれて嬉しく思う」

「あ、あの……っ」

　てっきり問題の解決策を話し合う、色気も素そっ気けもないものだと思っていた。なのに和やかに迎え入れられて、戸と惑まどってしまう。

　こんなに好意的に迎えてもらえるだなんて。

（ど、どうしよう。普通に嬉しい）

　つい先日、がっかりしたことなど忘れてしまったかのように心音が速くなった。

　自分の現げん金きんな心臓が腹立たしい。これも全部、イスカの笑みが優しくて柔らかくて、綺き麗れいなせいだ。

　顔を赤くして俯うつむいたフローレンスに、イスカは笑みを消して窺うかがうように首を傾げた。

「それとも、自みずから断ことわりにきたとか？」

「わざわざ足を運んで断る人は滅めつ多たにいないと思いますわ！」

　あまりに非ひ合ごう理り的てきだ。それなら侍女を向かわせる。

「なら良かった。……が、怒っているのか？」

「怒ってなどおりません！」

　照れたのがバレるのは恥ずかしいのと、分かってやっているわけではないのは透すけて見えるから、そこに対しては怒れないものの、恥ずかしい理由を言わせようとするところとか、何なのだろう──という葛かつ藤とうで、フローレンスの語ご気きはつい荒くなる。

「そうか？」

「殿下。女性がノーと言ったらノーなのです。いたずらな追及は紳しん士しらしくありませんわ」

「わ、分かった」

「では、このお話はここまでということで」

　言って、フローレンスは無理やり締しめくくる。素直にうなずいてくれて助かった。何から助かったのかは詳くわしく考えたくない。

（こうして話してみると、やっぱり人を陥おとしいれたりとかする人じゃない気がするんだけど……。わたしがそうであってほしいって思っているせいなのかな）

　駄目だな──と反省しつつ、本題に切り替える。

「休憩中に申し訳ないのですが、クラウディア姫も後からいらっしゃることになりました」

「何？」

「来る途中で偶ぐう然ぜんお会いしたのです。貴方と約束があると伝えましたら、一緒にと仰おつしやって。断るのもどうかと思いましたので」

「……そうか。分かった」

　了りよう承しようしたイスカの口く調ちようが沈しずんでいるように思うのは、気のせいだろうか。

「不ふ都つ合ごうでしたでしょうか？」

「いや。クラウディア姫の要求が正確にどこまでなのかは知っておきたかったし、向こうもそのつもりだろう。だからいいんだ」

「けれど……」

　どう見ても『いい』気配がしない。

「本当に問題ない。貴女と二人で話したかったが、機会はこれからまだあるし」

「っ!!」

　二人が良かった、と残念そうに、しかし当然のように口に出されて、再びフローレンスの胸の中が騒さわがしくなる。やっぱり分かってやっているのでは、と疑ってしまう。

　動どう揺ようするフローレンスをよそに、イスカはテーブルの上に置いてあった鈴すずを取り、軽く振って鳴らす。目に触ふれない所から進み出てきた侍女に、二、三指示を出した。増えた客人の用意をさせるためだろう。

「とりあえず、座ったらどうだ？」

「え、ええ」

　木製の椅い子すには、厚めの敷しき物ものとクッションが置いてある。直接座ると冷たいからだろう。外気に晒さらされていたというのに、ラハ・ラドマの織おり物ものは上じよう質しつで、座ったときに冷たさは感じなかった。そしてすぐに体温が移って温かくなる。

　フローレンスが座ると、膝ひざにも柔らかな膝ひざ掛かけが掛けられた。

「何だか贅ぜい沢たくな気分になりますわね」

「贅沢？」

「寒い外で、温かくしてティータイム」

「ああ」

　フローレンスの言葉に、イスカは楽しそうに笑った。

「そういう意味でなら、うちには最高の贅沢がある。本当は今日貴女に味わってほしかったんだが、それは別の機会にしよう」

　イスカの口調には先程感じたのと同じ、残念だと思う気持ちが滲にじみ出ていた。

（その贅沢を、わたしだけに教えたかったってこと？）

　クラウディアも一緒にもてなせばいいのでは──と過よぎったが、すぐに考え直した。

　イスカがフローレンスに教えようとしているのは、ラハ・ラドマの、おそらく秘密の贅沢だ。フローレンスも、それは一人で味わいたいと思った。

（外からの賓ひん客かくよりも、ちょっと近くに置いてくれたんだって思っていいよね？）

　今回は知らなかったとはいえ自分でふいにしてしまったけれど、次の機会の楽しみに取っておく、と考えれば悪くはなかった。

「──失礼。お邪魔をするわね」

　そこにクラウディアの声がかかり、フローレンスとイスカは、二人揃そろって振り向いた。

「フローレンスから伺いました。どうぞ、歓かん迎げいします」

「当然ね」

　初日から変わらず、クラウディアの態度はイスカに対して高たか飛び車しやだ。

　予定外の参加者のために増やされたばかりの椅子に腰掛け、真っ直ぐイスカを睨にらむ。融ゆう和わ的てきな空気は一いつ瞬しゆんで消え失うせた。

　席に着いたクラウディアからの、射いるような鋭するどい眼まな差ざしを向けられて──口を開いたのはイスカが先だった。

「それで。婚約者との語らいの一ひと時ときに割り込んでまで、どのようなご用でしょう」

（ちょ、殿下！　その言い方だと、また良からぬ誤解を増ぞう長ちようさせちゃうからっ！）

　イスカの声にも表情にも、フローレンスと二人だったときの和なごんだ空気は欠片かけらもない。

　彼がフローレンスと二人で過ごす時間を望んでくれていたことを、先程しっかり本人から聞いた。クラウディアの参加で二人ではなくなったことを残念がってもくれた。

　どこまでかはともかく、間違いなく好意であることをフローレンスは疑わないが、クラウディアへ向ける淡たん々たんとした冷ややかさの中に感情は見えない。

　ましてクラウディアにとってイスカは母をたぶらかした前ぜん科か持ち。余計に思い込みが先行して、イスカが女性フローレンスへ真っ当な好意を持つとは思えないのだろう。

　案あんの定じよう、クラウディアはフローレンスに『ほら、ご覧なさい』とでも言いたげな視線を送ってきた。騙されている路線の誤解を突き進んでいるようだ。

　フローレンスが困って曖あい昧まいに微び笑しようすると、クラウディアは呆あきれた息をついた。

「わたくしがこんな寂さびれた国にくる理由など、一つしかないでしょう。氷のことよ」

「値を戻せと？　数ヶ月前にそちらから持ち出してきた契約を覆くつがえすとは、朝ちよう令れい暮ぼ改かいもいいところですね。そんなことをしていては、臣しん民みんが混乱しますよ」

　身勝手だし恰かつ好こうもつかない話だ。突かれることはクラウディアも覚かく悟ごしていただろう。

「国とも呼べない人口で、大国の政治に知ったような口を利きかないでちょうだい」

「それでも、我が国は平和ですよ。王位継けい承しよう問題で揉もめたことも、臣民に反乱を起こされたこともありません」

　歴史を紐ひも解とけば、シェイル・コーレスもエスカ・トロネアも、臣民のデモや反はん乱らん、王位継承に絡からむゴタゴタが過去、何度もあった。その辺あたりは歴れき然ぜんとラハ・ラドマに負けている。

「今、シェイル・コーレス内に問題はないわ」

「ええ。ないといいですね」

（うわ……っ）

　目を細め、薄うすく唇くちびるだけで笑ったイスカは──怖かった。不安を煽あおる言い様に真実味を感じさせる、人を否いや応おうなしに飲み込む雰ふん囲い気きがあるのだ。

　こくり、とクラウディアの喉のどが鳴る。怯おびえを飲み下そうとした証あかしだ。

「っ、あの……っ」

　このまま会話をさせていたら険けん悪あくになっていくばかりだ。二人の声が途と切ぎれたところで、フローレンスは口を挟はさむ。

「主しゆ張ちようばかりではまとまるものもまとまりませんわ。妥だ協きよう案あんを考えてみませんか」

「妥協点などないわ」

　知っているでしょう、と言わんばかりにクラウディアから睨まれた。

「せっかくの提案だが、フローレンス。聞いての通り先方にその気がない」

　捻ひねくれた取り方をすれば、クラウディアの強きよう硬こう姿し勢せいのみに責任を押し付けているように聞こえるが、イスカの言動はおおむね、言葉のままである。

　──つまり、落としどころによっては、イスカは妥協してもいいと思っているのだ。

（んん……っ!?）

　また、違い和わ感かんを覚えた。

　せっかく手に入れた望みのものを、相手の破は滅めつを見越してまで手にした男が、こうもあっさり妥協するだろうか。

（それにどこか、わたしの知ってる情報と違う気が……、あっ！　殿下が『そちらから持ち出してきた契約』って言ったからだわ！）

　セリスは『もぎ取った』と言った。

　クラウディアは『母をたぶらかして改定させた』と言った。

　しかしイスカは『そちらが持ち出した』と言ったのだ。

（あぁ、だから……。いえ、違う。早まらないで）

　イスカの言葉を信じたがる自分の心を、フローレンスは叱しつ咤たした。

「イスカ殿下。よくよく考えることね。確かに、フローレンス姫がラハ・ラドマにいる間は、エスカ・トロネアから援助を受けられるかもしれない。けれど、その先はどうするの？　延えん々えんとタダで援助してもらえるなどと、都合のいいことを考えていらっしゃるの？　それとも、自分の子孫の代のことなど関係ない？」

「っ……」

　クラウディアに畳たたみかけられ、イスカは怯ひるむ。

「わたくしたちとの関係を抉こじらせれば、困るのはそちらよ。──とはいえ、朝令暮改では印象が悪いのは確か。だからそちらから申し出なさい。そうしたら、それなりの贈り物をしてあげるわ」

「一時の贈答品が、価格改定と等価だとでも」

「いいえ。プラスよ。貴方たちにとってはね。一時余分な金銭を得られた。それで満足しておきなさい」

「──……」

　最後まで、クラウディアは高圧的な態度を崩さなかった。それからふと、何かに気が付いたように庭に面した宮殿の入り口へと目を向ける。

「あぁ、来たようね」

　彼女の言葉につられてフローレンスも顔を向けると、クラウディアの侍女が数人がかりで、巨大な花束を抱かかえてやって来るところだった。

（ひぃっ……！）

　そうと分かった瞬間、フローレンスの全身の産うぶ毛げが逆立った。

　花束の中身は、数種類の花で構成された華はなやかなもの。リボンやパール、クリスタルで飾り付けられ、輝きを添そえられている。

　主役は『花冠の王女エスカ・トロネアラ』。エスカ・トロネアを代表する名品種の一つで、淡あわいピンクの花弁が外側に行くに従したがって鮮あざやかな紅あかのグラデーションを描く、大輪の花である。

　エスカ・トロネアの名を冠かんするこの花は、王女たるフローレンスにも贈られる機会が多かったものだ。だからだろうか。フローレンスの体は『花冠の王女この花』に、何よりも過か敏びんな反応を示すのだ。

「貴女に差し上げるわ、フローレンス姫。ここでは花も高級品。身近にあったものが急になくなると、寂しくなりますものね。心を慰なぐさめてくれると嬉しいわ」

「あ……っ、ありがとうございます……っ」
















　フローレンス一人ではとても抱えきれない花束が、のさっ、とテーブルの上に遠えん慮りよなく置かれた。瑞みず々みずしく、芳ほう醇じゆんな甘い香りがフローレンスの鼻び腔くうをくすぐる。

　良い香りなのだが、フローレンスにとっては恐きよう怖ふの使者でしかない。

「では、またね」

　イスカを見やってクラウディアは傲ごう然ぜんと笑う。国力の差を見せつけるように。

　要求を突きつけ、そちらは飲むしかないのだと脅おどし、彼女は去って行った。

「いくら俺に腹が立っていると言っても、ずいぶんな……。フローレンス？」

　目を閉じ、鼻と口を押さえ、肩を震ふるわせる婚約者の様子に気が付き、イスカは呟きを途中で切って席を立ち、手を伸ばした。

「どうした？　気分でも──」

「ごめんなさいっ」

　我が慢まんできそうにない。フローレンスは慌あわてて身を翻ひるがえす。

　宮殿内に戻ればよかったのに、つい、イスカから逃げようと反対方向、庭の奥へと駆かけ込んでしまった。

　辺りには白い、小さくて可憐な花が咲いているが、攻こう撃げき力りよくは低い。何とかなる。

（もっと、距離を取らなきゃ……！）

　庭園に逃げ込むなんて、嫌な展開だ。苦い思い出が甦よみがえってしまう。

　あれは十二歳のとき。季節は冬だった。庭園の景色は、寒くても色しき彩さい豊かだったけれど、他の季節よりはまだマシだった。

　その頃のフローレンスは今ほど症しよう状じようが酷ひどくなく、特に冬は過ごしやすい大好きな季節だった。それでも完全に落ち着くわけではなかったから、公式のパーティーに王女として参加したことはない。恥はじをかくかもしれないから。

　ほとんどを部屋の中で過ごすフローレンスは、華やかな社しや交こう界かいに強い興味を抱いていた。

　──こっそりと、遠くから覗のぞくだけ。公式行事に参加しない自分の顔なんか、どうせ誰も知らない。雰囲気を味わうだけだから。

　そうして部屋を抜け出して、会場へと足を向けた。

　主会場の室内ホールは避さけ、フローレンスは庭園の方へ回った。冬でも鮮やかに花を咲かせる王宮の庭は美しく、寒いなか人も多く結けつ構こうな賑にぎわいだった。

　掲かかげられるオレンジの明かりに浮かび上がる美しい花々。見る者を虜とりこにする幻げん想そう的てきな光景に、フローレンスも例外ではなく、しばし見み惚とれた。けれど。

　やはりというべきかいつもの症状が出てしまって、それを招待されていた貴族の少年に見られた。フローレンスより、少しばかり年上だったように思う。

　涙と鼻水で乱れた顔を見た彼は、心の底からの嫌けん悪おと嘲笑を浮かべて言ったのだ。

『汚きたない』と。

（あぁ、もう！　どうして！　好きでこうなるわけじゃないのに！）

　症状の出た自分の惨さん状じようが、見られたものではない自覚はあったけれど、それでも当時は意識がまだ低かったのだ。でなければ危険を冒おかしてまで外に出ようなどと、思うはずがない。

　近しい身内であるセリスやミリアが、これまでとても気を遣つかってくれていたのだと思い知った。

　恥はずかしかった。情けなかった。悔くやしかった。

　王女どころか、淑しゆく女じよにすらなれない。王女として生まれた役目を果たせない。申し訳なくて堪たまらなかった。

　だから必死に考えた。自分が王女として生きられる方法を。

　そして不毛の大地でついに可か能のう性せいを見つけた。

　ラハ・ラドマでなら、きっと。──なのに。

（嫌……っ！）

　ここにしか居場所を作れる可能性はないのに。イスカに彼と同じ反応をされたら、どんな顔をして過ごせというのだろう。

　汚らしいと眉をひそめて嘲笑されるのも、国に逃げ帰って引きこもって暮らすのも、どちらももう御ご免めんだ。

（わたしは、ちゃんと──！）

「あッ！」

　生まれてこの方運動というものを一切してこなかったフローレンスは、僅わずかに盛り上がった土に足を取られてつんのめった。

「フローレンス！」

　転ぶことを覚悟したフローレンスの腰に、後ろから力強い腕が回され支えられ、事なきを得る。しかし嬉しくはなかった。むしろ困る。

「殿下──!?」

「どうしたんだ、いきなり」

「ど、どうして──……」

（今まで、逃げたわたしを追ってきたことなかったのにっ）

　なぜよりによって今日、今、と慌てたフローレンスはひゅ、と息を吸ってしまい、鼻腔に甘く芳かぐわしい、慣れた匂においを強く感じた。本体からは離れたはずだが、イスカの服に花のあれこれが付いている。

「放してください！」

　ぞわりと全身が怖おぞ気け立だって、イスカを振り払う。

「っ」

　フローレンスの必死の、そしていきなりの抵てい抗こうにイスカは対応できず、よろけて一歩下がった──そのとき。

「ひッ」

　喉がひくつく。嫌だ、と思う意思とは関係なく。




「ぶぇっぶしゅっ。くしゅっ。ぶふぁっくしょんっ！」




　堪こらえきれなかった。姫君らしさの欠片もない盛大なくしゃみが口から飛び出す。

「……」

　声をかけるにかけられなくなったイスカが棒立ちになって、何とも言えない沈黙が落ち──たのも、一瞬。

「ぶしっ。へぶしっ。ぶへっくしょんっ！　すみまっ……、殿下！　離……っ、ひっ、ぶしゅっ。花か粉ふんっ、がっ、付いてっ。ぶしっ」

　背中を向けたまま、フローレンスは手でイスカを追い払う仕草をする。失礼だとかどうだとか、もうどうでもいい。

「いや、えっと。大丈夫……か？」

「大丈夫、なのでっ。へぶしっ。どうか、一人にっ、ぶしっ！」

「あ、ああ」

　とりあえず、猛烈にくしゃみをしている以外は大事ないと思ったのか、イスカは大人しく引き下がった。

（ああぁぁぁ……っ。見られた……っ！）

　淑女として、見られたら憤ふん死しできる勢いの醜しゆう態たいを。なのに死ねない自分は何なのだろう、こんなに恥ずかしいのに、とフローレンスは力なく地面にへたり込んだ。絶ぜつ望ぼう感かんが頭から圧のし掛かかって、立ち上がる気力なんかない。

（あの日の比じゃなかった……）

　どうすればいいのだろう。いや、どうしようもない。だってもう見られてしまったのだ。

　垂れてきた鼻水を、習慣で持っているハンカチで拭ぬぐう。視界がじんわりと滲んで、アレルギーとは別の理由で鼻の奥がつんとした。

　クラウディアが好意で贈ってくれたのは分かっているが。

（恨うらみたい……っ）

　きっと汚い、みっともないと言われるのだ。あの罵ば声せいをまた浴あびるのかと、へたり込んだまま動けずにいると。

「フローレンス？　もう大丈夫か？」

「……」

　激しいくしゃみの連発が収まった頃合いを見計らって、やや離れた所から再びイスカに声をかけられた。くしゃみ混じりにフローレンスが言った『花粉』をちゃんと聞き取ってくれたらしく、上に羽織っていた外がい套とうは脱いでいる。

　ため息をつきつつ、ここでいじけていても仕方ないので、元のテーブルの場所まで戻った。

「……ええと。すまない」

「……殿下に謝っていただくようなことはございません」

　戻ってみれば、テーブルの上にはもう花冠の王女エスカ・トロネアラは存在していなかった。

「花は貴女の私室の控えの間に運ばせた。処しよ理りは任まかせる。貴女に贈られたものだから」

　フローレンスの視線が花束を探すのに気が付いたイスカから、行き先を告げられる。

「……ええ。そう、ですか」

　イスカから目を逸そらしたまま、沈んだ声で返事をした。

「フローレンス」

　かゆいのと──そして零こぼれそうになる涙を誤ご魔ま化かすために目をこすっていると、咎とがめるように名前を呼ばれ、腕を取られた。

「っ」

　びくりと震えたフローレンスに、イスカはすぐに手から力を抜いた。ただ触れて、押さえているだけの形になる。

「目に傷がつく」

「……」

　気遣うような言葉をかけられて、フローレンスは啞あ然ぜんとして──怯えつつ、そろそろと顔を上げてイスカを見た。

（……笑ってない）

　イスカがフローレンスを見る目は、何も変わっていなかった。そこに嘲あざけりや侮ぶ蔑べつ、呆れといった負の感情は見えない。

「……笑わないの、ですか？」

「すまない。笑いどころが分からないんだが」

「いえ、笑いどころとかはありませんけど……」

　フローレンスにとっては笑いごとではない。けれど、嘲わ笑らわれると思っていた。

「良かった」

「何がですか」

「泣いているのかと思って」

　少し赤くなってはいるものの、それが涙のせいではないことはイスカにも分かったらしい。本当は危ないところだったのだが、いつの間にか引っ込んでいた。

「もしかして、あれが貴女の持じ病びようなのか？」

「……ええ。そうです。わたしの持病は、花アレルギーです」

　もう誤魔化しようがない。諦あきらめてフローレンスは白はく状じようした。

「症状はご覧いただいた通りです。一年中花の咲き誇ほこるエスカ・トロネアでは、人前に出ることもままなりません。──だって、室内にいたって入ってくるのですもの！　花粉というものは！」

　心の底から忌いま々いましそうに花のことを語る花か冠かんの国の姫君に、イスカはしばしの沈黙のあと──噴ふき出した。

「はっはははははっ！」

「わ、わ、笑いごとではありませんのよ！　王女として、淑女として、最も早はやどうにもなりませんわ!!」

　遠慮なく声を立てて笑うイスカに、フローレンスは顔を赤くして叫ぶ。

　笑われた、という行こう為いに傷付いてもおかしくなかったはずなのに、恥ずかしさに血が上のぼるも、心を切るような痛さはなかった。

　なぜならイスカの笑い方が、フローレンスを蔑さげすんでのものではなかったから。

「いや、すごく納得した。確かにそれならうちほど環境が良い国はない。後は東の大だい砂さ漠ばく帝てい国こくだろうが……」

「さすがに、近年内戦が終しゆう結けつしたばかりの、長年の仮想敵国でもある帝国に好んで嫁ごうとは思いませんわ」

　中央大陸の覇は者しや、大砂漠帝国は昔から西大陸の豊かさを狙い、何度となく侵しん略りやく戦争を仕掛けてくる忌いみ敵がたきだ。

　数十年前に起こった大戦には、ラハ・ラドマもエスカ・トロネアも参戦している。

　以降、大きな戦いに発展していないとはいえ、同じ西大陸で同盟国のラハ・ラドマの方が、大砂漠帝国よりずっと近しい。

「さすがに、国交のない国に嫁とつぐ勇気はありませんわ」

　大砂漠帝国よりは、ラハ・ラドマの方がずっと近しい。

　フローレンスにとっては不ふ本ほん意い極きわまりない暴ばく露ろだったのに、イスカは本当に、嬉しそうに微笑んだ。

「安心した」

「っ……」

　フローレンスとて、隠していたその事情のせいで怪あやしまれていたのだと分かっている。納得してくれたのなら、これから先、怪しまれることはないのだということも。しかし。

「そんなことなら、さっさと言ってくれれば良かったんだ」

「言えるはずありませんわ！　あんな醜態を見られるぐらいでしたら疑われていたままの方がいいですし、いっそ裸はだかを見られた方が恥ずかしくありません！」

「じゃあ、俺にはもう裸を見せても大丈夫だな」

「は!?　ま、まさかご覧になりたいの!?」

「それはまあ、見たくないとは言わない」

「え、けど、それは……っ、えっ!?」

　わりと本気で思っていたのに、イスカに言われると、何だか断だん然ぜん、鼻水まみれの顔面崩ほう壊かい状態を見られた方がマシな気がしてこなくも……やっぱりない。

　相手を明めい確かくに想像できてしまうと、こんなにも恥ずかしいものなのかと、フローレンスは初めて思い知った。

「俺は貴女に婚約を申し込んだときから、貴女を妻にする女として見ている。どうやら、貴女にとっては俺は男ではなかったみたいだが」

「そんなことは……っ、いえ、ごめんなさい……」

　居いた堪たまれない気持ちで、フローレンスは謝った。謝しや罪ざいそのものが肯こう定ていだ。夫だ、妻だと言われても、実じつ感かんがまったく湧わいてくれない。

「けれど、貴方の妻になるつもりで来たのは本当です」

「それしかここにいられる理由がないからだろう？」

「……はい」

　それだけが理由だった。イスカとの仲などどうでもよかった。良い方がいい、とは思っていたけれど、それだけだ。

「貴方だって、理由があったからでしょう？」

「ああ」

　イスカがフローレンスに求きゆう婚こんしたのだって、条件がラハ・ラドマにとって良いものだったから。それだけだ。

「けど、好きになれればいいと思ったし、貴女を好きになれるとも思った」

「なぜです？」

（怪しんでた婚約者なのに）

「貴女は俺の臣民を褒めてくれた。俺と同じ価値観を持つ女ひ性とだと思ったからだ。だから、貴女が悪意を持って嫁ごうとしたのではないと分かって、嬉しく思う」

「貴方がそういう方だと知って、わたしも嬉しく思いました。貴方はわたしの理想の王族ですから」

「……」

　フローレンスの言葉に、イスカは微び妙みような顔をした。

「あ、あの。何か……？」

　気に障さわることを言ったのかと、フローレンスは戸惑った。心の底から、純じゆん粋すいに褒めたつもりだったのに。

「俺はあまり……。王族として優すぐれていないだろう」

「なぜそのように思われるのです？」

「水準を満たしているのは、せいぜい顔だろう」

「自覚はおありなのですね」

「人から褒められるのはそれぐらいだ。同時に貶けなされもするが」

　容よう姿しに関する噂うわさ話ばなしを、どうやら本人も知っているようだ。

「……そうですわね。王族として、容姿が優れているのはもちろん理想ですけれど。わたしが申し上げたのは、容よう貌ぼうのことではございませんわ」

　自分は優れていないと言い切るイスカに、フローレンスは笑って否定する。

「貴方は人としての理想なのです。だって、ラハ・ラドマはこんなにも優しい。この国の雰囲気を創り上げてきた王族の皆様方を、尊敬しております」

「貴女もその一人になってくれるんだろう？」

「一員にしてくださるのですか？」

　国の姿を描く歯車の一つとして。ラハ・ラドマの王太子妃として、受け入れてくれるのか。

「ああ」

「……本当によろしいの？　わたしの利点はエスカ・トロネアの第二王女という身分だけですのよ？」

　フローレンスは王女としてはかなり役立たずだ。アレルギーのせいで社交界の経験も満足になく、立場に相応しい人脈も築きずけていない。引きこもっていたから、行ぎよう儀ぎ作法も部屋で学んだだけの、淑女としては最低限の部類だ。

「うちは国益のために結婚相手を選ぶことはしないんだ、本当は。こんな不ふ便べんな小国に来て懸けん命めいに尽くしてくれるのは、国を、そこに住まう民を愛してくれる人だけだと分かっているから」

「──……」

　人を人としてしか望まないイスカの答えを受けて、ラハ・ラドマの穏おだやかさに納得した。国に慈いつくしまれていることを、皆が感じているからなのだ。

「同じように思ってくれるのなら、俺は貴女と一緒にこの国を守っていきたい」

　それはエスカ・トロネアの第二王女に向けてではなく、フローレンスへと向けられた、イスカからの求婚だった。

　けれどその想いに対して、どう返せばいいのかが、フローレンスには分からなかった。

（そうしたいと思うわ。でも、同じだけの気持ちだって、今のわたしが言えるの？）

　心臓がうるさい。体中が熱い。求めてもらえたことが嬉しい。一国の姫の責任として、もちろん、嫁ぎ先の国に尽くすつもりだ。

　イスカのことを好ましく思っているのに間違いはない。けれど──この気持ちは、恋なのだろうか。彼が国民を想うのと同様に彼のことを愛して、そのために国に尽くせると、誠心誠意言い切れるのだろうか。

　分からない。何しろフローレンスは、十六年の人生の中で、恋はおろか、一度も異性に胸をときめかせたことなどなかったのだから。

「そう……なりたいと思います」

　だから、思っていることをできる限り真しん摯しに伝えるしかなかった。

　それが答えだ、とフローレンスは思ったのだが、イスカは逃げを許さなかった。

「フローレンス」

「な、何でしょう」

「貴女にキスをしたい。いいか？」
















「え!?　い、今ですか!?」

「今」

　言われてフローレンスの頭に過ったのは、顔の具合だった。

（さっきの今で、顔近付けるの危険じゃない!?　目とか大丈夫!?　鼻の下は!?　無様になってない!?　ってか、違う！　そうじゃなくて!!　キスって!!）

　心配する順番が違うはずなのに、フローレンスはなぜか、行為そのものよりもイスカに見える自分の姿を気にしてしまった。

「ま、ま、待ってくださいっ。だって……っ」

「俺に触れられるのは、嫌か？」

「あっ」

　手首を捕とらえていた手は離され、今度はフローレンスの腰に回って抱き寄せられた。

（い、嫌？　嫌じゃ──）

　──見上げたすぐ先にイスカの美び貌ぼうがあって、頭の中が真っ白になる。

「嫌では、ないです……っ」

　恥ずかしいけれど、フローレンスは嫌がってはいなかった。

「そうか」

「っ」

　肯定の返事をしたのだから、キスされるのだろう。覚悟をしてフローレンスは目を閉じる。力みすぎて、ぎゅっと、と表現した方がいいような瞑つむり方だ。色気はない。

　そっと近付いた熱が頰ほおを掠かすめて、離れた。

「……？」

　腰からも手を離され解放されて、フローレンスはきょとん、とする。

「……あの？」

「望んでいない女性にそんなことはしない」

　苦笑したイスカに、フローレンスはさっきまでとは違う種類の恥ずかしさで顔を赤くした。

（違う！　今のは別に、自じ意い識しき過か剰じようとか、絶対そんなのじゃないから！）

　来ると思うだろう。あの振りをされたら。

「しっ、し、しないのなら、妙なことをしないでくださいっ！」

「していいのか？」

「断だん固こ！　お断りいたします！」

　かなり本気で、怒って睨みつけてやる。

「別にからかったわけじゃない」

「他にどう思えと仰るの!?」

「『有り』か『無し』かを見たかっただけだ。本当に望みがないなら、本気で拒こばむだろう？」

「……」

　本気で拒むどころか、真っ白になった頭で本ほん能のうのまま肯定してしまった。

「拒まれないのなら、後は安心して委ゆだねてもらえるように頑がん張ばるさ」

「……貴方、やはりこういうことに慣れていらっしゃいますわね？」

　勝手に試されて、まだ自分でも整理のつけられていなかった気持ちを自覚させられてしまった。悔しいし腹立たしい。

　フローレンスからすれば当然の抗こう議ぎだが、イスカは予想以上に苦い顔をして息をつく。

「よく言われるが、そんな腐くさった真ま似ねはしない。唾だ棄きすべき行いだ」

「ではわたしにしたことは何だと仰るの!?」

「貴女は別だ。妻にしようと思っている女性を口く説どいても問題はないだろう」

「そ、それは……っ。そうかもしれませんが。で、ではそれなら、シェイル・コーレスの王妃様は？」

「挨あい拶さつをさせてもらったことぐらいしかないが？」

「えっ!?」

　なぜ今その名前が出されるのか、本気で理解できていない様子でイスカは不思議そうに答えた。つい間の抜けた声が出てしまう。

（だって、クラウディア姫の話と違う──ああ違う。わたしがクラウディア姫の話だけを鵜う吞のみにしたのが間違ってるんだ）

　その前にイスカから先制攻撃をくらっていたから、余計に信じてしまった。

（当事者になると冷静じゃなくなるって言うけど、本当だわ）

「当然だが、王妃は人妻だぞ。何で他国の王妃がここで出てくる」

　不ふ貞ていを疑われたイスカはやや腹立たしげにそう言った。何もないのであれば、相当の侮ぶ辱じよくだろう。二人ともに。

（どっちが本当なの……？）

　心底憎にくたらしげだったクラウディアにも噓うそはない、と思ったのだ。大体、噓で自分の母親を貶おとしめる娘がいるだろうか。

　イスカが噓をついているのか、クラウディアが噓をついているのか。

　どちらも信じきれないフローレンスに、イスカの嘆たん息そくが降ってくる。

「まさか、挨拶をした女性全員をいちいち疑ってかかるつもりじゃないだろうな」

「そこまで面めん倒どうな人間のつもりはありませんわ！　その、クラウディア姫からお聞きしたのです」

　イスカの反応を見るべく、真正面から口にした。するとぴくりとイスカの眉が動く。

「……彼女から、何て」

「貴方が王妃様をたぶらかして、だから氷の値段が改定されたのだと」

「あぁ……っ」

　納得した呻き声を上げ、イスカは片手で顔を覆おおった。

「確かに、丸々噓じゃない」

「やはり!?」

「やはりとか言うな！　たぶらかした覚えはない。本当に挨拶をしただけだ。そこまで倫りん理り観かんは低くない」

「それでは……あ」

　どうして──と問う前に、フローレンスはもう一つの可能性に気が付いた。

「王妃様の方が懸け想そうされたのですね!?」

　いい年をして何をやっているのか、とは思う。思うが、イスカにならば仕方ない。あり得なくはないことだ。実地で体験したので思い知っている。

「いや、懸想とかそういう話でもない。王妃殿下は慈じ悲ひ深ぶかい方なんだろう。挨拶をして、二、三話をしたときに、うちの国民のことを気遣ってくださった。それから一ひと月つき二ふた月つきして、価格改定の話が出てきたんだ。驚いたが、欲しいものには違いなかったからそのままいただいた」

「……あの。殿下。それ、つまり王妃殿下が貴方に……」

「ああ。同情してくださったんだろうな」

（違うと思う！）

　シェイル・コーレス王妃の人となりは知らないが、娘のクラウディアがあれだけきっぱり言い切ったのだ。絶対同情だけではない。

　しかしどうやら、イスカが本気で言っているのも確かなようだった。

　なんて恐ろしい人なのか。中身は気のいい田舎青年なのに。美貌との組み合わせがよりいけないのか。

「王妃殿下が俺と話して施しを決めたのに違いはないだろう。だからクラウディア姫の憤いきどおりも分からなくはない」

　一部分、間違っているところがある気はするが、結果として差さ異いはない。

「分かりましたわ……」

　ふ、とフローレンスは心が緩ゆるむのを感じた。

　イスカの言い分は納得できるものではあったが、確たる証しよう拠こは何もない。あくまでイスカ本人が言っているだけのことだ。

（それでもいいわ）

　クラウディアの話を聞いたとき、フローレンスは違和感を覚えた。

　そしてイスカの主張を聞いて、しっくりきた。

（わたしはこの人を信じよう）

　信じたいと思っている自分の心を、認めることにした。

　イスカを全面的に信じる形でものごとを見よう、と決めた。だって。

　──嬉しかったから。

　イスカはフローレンスの醜態を笑わなかった。ただ受け入れてくれた。フローレンスが恥ずかしく思っていることも、ちゃんと分かってくれた。

　無ぶ様ざまな自分をそのまま受け入れてほしいだなどと、都合のいいことは考えたこともなかった。だから、無様さを晒さなくて済む土地を選んで、取り繕ったのだ。

　逃げてきた土地で彼のような人と出会えたことは、僥ぎよう倖こうだったと思う。

　彼に感じたこの想いはきっと間違いじゃない。

（この人は、人が傷付くことなんかしない）

　理想が破れることに怯えるより、人が人を慈しむことが当然である国の、世界の実現を信じてみたい。体たい現げんする人がいることに、希望を持ちたい。

「殿下。シェイル・コーレスの王妃様は今、その責任として王宮を追放されかけているそうなのです」

「国の妃がか!?」

　驚き、目を見開いたイスカに、やはり想像してもいなかったことなのだと分かって、ほっとした。

「クラウディア姫がいらっしゃった目的は、母君をどうしても助けたいからなのです」

「それは……。そうか。分かった」

「あっ、まっ、待ってくださいっ」

　沈ちん痛つうな表情をしてあっさりうなずいたイスカに、フローレンスは慌てた。

「今、先方の主張をそのまま吞んでしまうおつもりになりましたわね？」

「仕方ない。人の人生を金で狂くるわせるわけにはいかない。臣民は少し悲しむだろうが、俺たちは、これまでその値段でやってきたのだし、何とかなるだろう」

「駄目です！　それは違うのです！」

　イスカが即そく座ざに『人』を優先してくれるのは嬉しい。しかしそれは本来ラハ・ラドマが負うべきではない荷だ。そしてシェイル・コーレスには、その荷を負うだけの豊かさがある。

「資料は拝見しました。掛かる労働力や危険度に対してと考えれば、むしろ売り値はもっと高くてもよいぐらいですわ。適正に近付いただけなのです。ラハ・ラドマが引け目に思うことなど一切ありません」

「しかし……」

　正しい、正しくない、だけでは収まらないのが世の中だ。

　今ここに、人生の瀬せ戸と際ぎわに立たされた女性がいるのだ。母親が王の寵ちようを失うしなったとあれば、クラウディアの立場もまた変わるだろう。

「だから、どちらも納得できる落としどころを見つけましょう」

「！」

　フローレンスの言葉にイスカは息を吞み、それから苦い表情になって首を横に振った。

「そんな都合のいい方法はない」

　それは長年搾さく取しゆされ続けた者の持つ諦めだった。国力がなければ富とみは奪われるもの。手に入れるには奪うしかないもの。

　そしてラハ・ラドマは奪うことを選ばない。フローレンスも奪いたいとは思っていない。

「分かっていますわ」

「なら」

「だから、わたしたちが道を作るのです。それが王たる者の務つとめではありませんか。できないと諦めて許されるのは民だけです」

　フローレンスは、可能か不可能かの話などしていない。ただ、可能にしなくてはならないと言っているのだ。

「……あまり人に言いたくはないが、俺は機き転てんの利く方じゃない」

「ええと……。まあ、そうかもしれませんわね。確かに」

　言葉を濁にごしつつ、フローレンスは肯定する。

「貴女はどうなんだ？」

「限られた人としか話すこともなかったわたしですのよ？　才さい覚かく以前の問題ですわ。……けれど、学問の成績だけなら悪くありませんでした」

　部屋に閉じこもって一人でできることなどたかが知れている。大国ゆえの歪ゆがみで、真しんに信用できる者は少なく、フローレンスには教きよう師しすらほとんどつけられなかった。幼少期に数人いた程度だ。アレルギーが発はつ症しようしてからすぐに、彼らは辞やめさせられた。

　そのあと行儀作法を教えてくれたのは侍女のミリアで、学問を教えてくれたのは長ちよう兄けいセリス。フローレンスの教師はこの二人だけだった。

　嗜たしなみとして音楽や刺し繡しゆうといった芸術も学んだが、フローレンスはそれよりも学問を好んだ。面おも白しろおかしく、実際にあった事件を教材にして、セリスと問題点や解決策を話し合うのが好きだった。

　フローレンスの考えは未み熟じゆくで、よくセリスに笑われた。しかし彼はそこで終わらせるのではなく、ただの発想を実じつ現げん可か能のうな策さく略りやくにまで落とし込む方法を、フローレンスに教えてくれた。

（わたしの話し相手は、これからこの人になるんだわ）

　気心の知れた兄ではなく、夫へと。

　そして責任のない、遊びの延えん長ちようにあった戯ざれ言ごとでもなくなる。フローレンスが提案してイスカが採さい用ようすれば、実際に人を動かす国策となるのだ。

　こくり、とフローレンスは喉を鳴らす。

　怖さはある。

　だがやってみたい、と思った。

（わたしの王族としての役割を、見つけられたのかもしれないわ……）

　受け入れるかどうかはイスカに委ねる。だが彼のために、自分のできることをしたかった。

「こちらが本音で話せば、クラウディア姫からも落としどころを引き出せるかもしれません。わたしから話してみますわ」

（そのためには、こっちでもシェイル・コーレスの実情を把は握あくしておく必要がある。でもラハ・ラドマって、そもそも他国の情報収集なんてしてるのかしら）

　エスカ・トロネアにいた頃は、フローレンスが求めた情報は、数日後にはセリスが持ってきてくれた。けれどここはエスカ・トロネアでもなければ、引きこもりの部屋の中での密みつ談だんごっこでもない。

「あの、殿下──」

　考え込み、俯きがちになっていた顔を上げたフローレンスの視線の先に、銀の盆ぼんと外套を持った侍女たちの姿が見えた。

　そういえば自分のために外套を脱ぬがせてしまったのだったと、それを見て気が付いた。新しいものを用意させたのだろう。寒くて当たり前だ。

「ご、ごめんなさい」

「ああ。別に気にしなくていい。寒さには慣れてるから。それよりこれを見てほしかった」

　やせ我慢なのかどうかフローレンスには分からなかったが、大丈夫だと言われてしまってはそれ以上何も言えない。代わりに、イスカの要よう望ぼうに応じることにした。

「何でしょうか。こちらは」

　銀の盆からテーブルに並べられていく『何か』を前に、改めて問いかける。

「さっき花を片付けさせたときに頼んだんだ」

　自分とイスカの前に置かれたガラスの器の中の物体に、フローレンスはまったく見覚えがなく、想像すらもつかなかった。

　形は半球。添えられている焼き菓子がワッフルだということは分かる。だが肝かん心じんの本体の正体が不明だ。白と茶色のマーブル模も様ようで、器に触れるとひんやりとしていた。

「アイスクリームだ。まあ、うちのもう一つの特産品だな」

「初めて伺いましたわ。どのような物なのですか？」

「牛乳や砂糖などをちょっと特殊に混ぜ合わせて、冷やして固めたデザートだ。普段は地下冷凍室で保管してある。何しろ、外に出すとすぐに溶けるからな」

「それは、取り扱いが難しそうなものですわね……」

「食べてみてくれ」

　緊張半分、楽しみ半分といった様子のイスカに勧すすめられて、フローレンスはスプーンを手に取った。

「では、いただきます……」

　スプーンをアイスクリームなる物体に差し込み、掬い上げる。若干の手て応ごたえがあった。

　見慣れない物体にどきどきしつつ口に運ぶと──ラハ・ラドマでの常じよう温おんですら溶けるのだというそれは、フローレンスの舌の上で簡単に蕩とろけた。

　そして口の中に広がったのは、見た目同様初めての、そして面白い食感だった。刺し激げき的てきな、と言ってもいいかもしれない。口の中の熱で蕩けたそれは、甘あま味みを口こう腔くう全体に濃のう厚こうに広げた。喉を滑すべり終えたあとも、舌に残った冷たさに清せい涼りよう感かんがある。夏場に食べたらもっと美お味いしいかもしれない。

「わ……！」

　驚きの声を上げたフローレンスだが、それが悪い反応ではないとイスカにも分かったのだろう。嬉しそうに微笑んだ。

「美味いか？」

「ええ！　とても！」

　瞳を輝かせ、素直な感想を言ったフローレンスに、イスカはほっとして満面の笑みを浮かべる。

「そうか」

「甘くて冷たい……独どく特とくの味わいですわ。こんなに美味しくてしかも珍しい物を、どうしてもっと外に売り出さないのですか？」

　国外に商品として売り出せないのは分かる。ラハ・ラドマの気き候こうで溶けてしまうなら、たとえ周囲に氷を敷き詰めたとしても、運んでいる途中で溶けきってしまうに違いない。甘い水ならどこででも作れる。これは固形でなければ意味のないものだ。

　だからこそ、国特有の美食というのは観光資し源げんになる。内ない陸りくの人間がシェイル・コーレスへ行って金を落とすのは、新しん鮮せんな魚介類を求めてのことでもあるのだ。

「開発したときに提案はされたんだ。だが、試しにと他国の人間に食べてもらったところ、寒い所で冷たい物を食べさせるとは何事だ、と大層憤ふん慨がいされてな」

「……」

　イスカの話を聞きつつ、フローレンスは眉を寄せる。

「何人かに試してみたが、皆同じようなことを言うので、俺たちのように地元で、ある程度寒さに慣れた人間にしか美味しく感じられない物なのかと」

「……よく、わたしに食べさせましたわね」

「すまない」

「怒っているのではありませんわ。ただ、なぜなのかと思いまして」

　フローレンスは、まだラハ・ラドマに馴な染じんだというほど滞在していない。

　嫌がらせならともかく、イスカの態度はフローレンスから良い反応を期待するものだった。言っていることとやっていることがずれている。

　フローレンスの疑問にイスカは苦笑して。

「貴女が慣れるまで待てなかったんだ。貴女に俺の誇るものを見せてみたかった。子供だな」

　共感が欲しかった。──そう言われれば、悪い気はしない。

「わたしは好きです。甘い物が好きなら、きっと大たい抵ていの方が好まれるのでは」

「そうか？　しかし……」

　あり得ない、ふざけるなと怒ど鳴なられた前例が、イスカにうなずかせることをさせなかった。

「試食なさった客人って、シェイル・コーレスの方ですわよね？」

「よく分かったな」

　断言してみせたフローレンスに、イスカは驚いた顔をした。

「他にこれを貶けなす理由がございませんもの」

「理由？」

「これは特産品になりますわ。ラハ・ラドマに外がい貨かの当てを作られて困るのは、いつの時代もあの国だけですもの。関係の深さから見ても、自然かと」

（利害関係のある人が言ったことを鵜吞みにしちゃうとは……。いえ、そんなこと考えないのよね、きっと）

　自分が損をするから相手の利になることを妨ぼう害がいする。そんな浅ましい考え方は及びもつかないのだろう。

「冷たい物を寒い中、温かくして味わう……。まさに最高の贅沢ですわね」

　今は寒空の下でだが、先程イスカが言った言葉には得とく心しんがいった。

（外貨の当てが他にもできるなら、クラウディア姫の武器が消えるわ。あとは、シェイル・コーレスをどう納得させて、王妃の追放をやめさせるかね）

「殿下、何とかできる気がしてきました」

「何とか……なるのか？」

「ええ。いたしましょう？」

　微笑み、誘さそいかけたフローレンスに、イスカは首しゆ肯こうした。

「そうだな。俺は諦めすぎていたのかもしれない。自分の望むものと現実が違うなら、もっと考えて、足あ搔がくべきだった。妥協こそ最後の手しゆ段だんだったのに、いつの間にか慣れてしまっていた」

「貴方は、どのように落ち着けばいいと思っていらっしゃるの？」

「皆が幸せになれればいいと思う」

「……ええ。わたしもそう思います」

　理想にすぎないと笑われても、できることをしたい。

　そのために動くことができる。

　──それがとても、幸せだと思った。
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　紹介したい者がいる──と言われてついて行ってみれば、イスカの執しつ務む室しつに通された。

「殿でん下か……」

　部屋の中にいたのは、イスカの近くでよく見かける侍じ従じゆう、アルフルードだ。フローレンスの姿を見るなり、彼は主あるじを責せめる視線を送る。

「いくら婚約者とはいえ、他国の姫を仕事部屋に入れるのはいかがかと思いますよ。ご自分の立場をお分かりですか」

　他国の人間に見られたら困るものもあるでしょう、とかなり露ろ骨こつに注意と牽けん制せいをされた。

（やっぱりわたしはよそ者なのね……。いや、実じつ際さいそうだから何も言えないんだけど）

　事実、数日前には互いに疑っていたのだから、文もん句くを言えようはずもない。

「アル。彼女にその心配はいらない。今後は気を付けてくれ」

「──承しよう知ちしました」

　イスカに従したがいフローレンスへと頭を下げたアルフルードだったが、その瞳ひとみに宿った警けい戒かいの色は消えていない。

　漆しつ黒こくの髪に褐かつ色しよくの肌、というアルフルードの容よう姿しは、どう見てもラハ・ラドマのものではない。大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの特とく徴ちようだ。彼はどうも普通の人より猜さい疑ぎ心しんが強そうだ、とフローレンスは思った。

（殿下がお人好しなせいかもしれないけど）

　イスカの素すを信じると決めた今なら納得できる。イスカにちらほらと感じていたちぐはぐな印象の要よう因いんは、アルフルードだ。

　イスカが対外的に纏まとう仮面は、彼の性格からすると冷たすぎる。丁てい寧ねいに接することに気を遣つかうだけならまだしも、相手を萎い縮しゆくさせる言げん動どうを選ぶような人だろうかと、ずっと気にかかっていた。

　だから正面からアルフルードを見上げて、ズバリと言った。

「貴方あなたは、策さく略りやく家かとしては三流ね」

「……は？」

「貴方が殿下に繕つくろわせている仮面は間違いよ。貴方に自信がないせいよね？　アルフルード」
















　顔を合わせるのも数回目の姫君に言われるには失礼すぎる評価に、アルフルードは一瞬ぽかんとして、それから笑い出した。ただし、おかしかったという笑い方ではない。

　フローレンスを見下ろした、砥といだ鋼はがねの色をした瞳が冷ややかに眇すがめられる。滲にじんだのは威い圧あつ感かん。王宮で馴な染じみ深ぶかい、絡からみつくようなそれではなく、もっと直接的な──暴ぼう力りよく的てきな強さ。

　それを受けて、フローレンスは確信する。

（彼はわたしを恐おそれている）

　王宮という場で泳ぐフローレンスに、己おのれが敵かなわない自覚を持っている。だから牽制に暴力を見せたのだ。

　一人だったら怯ひるんだだろう。だが今、フローレンスは信じている。

（わたしと彼は、敵じゃないわ）

　イスカを案じてフローレンスを警戒しているのだから。

「アル」

　咎とがめたイスカに、アルフルードは目を閉じ、威圧を収めて息をつく。

「まあ、仰おつしやる通り。俺の本職は策略家ではないので」

　アルフルードの所しよ作さは王宮にいても違い和わ感かんのない、きっちり礼れい儀ぎをわきまえたものだ。だがそこに幼少時から身に馴染んだ優ゆう雅がさはない。隙すきのない動きや視線は、軍人にこそ相応ふさわしいものだろう。

（きっと、武ぶ功こうを立てて王宮に上がるようになった将しよう校こうあたりね）

　何らかの理由で故こ国こくにいられなくなり、辺へん境きようまで逃げ延のび、イスカに仕つかえるようになった。そんなところだろう。

「けど、そんな俺から見ても心配で堪たまらない主しゆ君くんなのでね」

「そうね。だからきっと、貴方に助けられたこともあるでしょう。でも、それでも間違っているの。──貴方、どうして殿下に仕えているの？」

「っ！」

「？」

　当人であるイスカは理解しなかったが、アルフルードは理解した。

「殿下が良い方だからでしょう？」

　イスカの素直さが、優しさが心地ここち良いから、尊とうといと思ったから。だから、こうして側に仕えているのだ。

「ラハ・ラドマのためにどのような王子であるべきか。もし殿下が迷われたのなら、わたしなら、普段通りの貴方であるべきと勧すすめるでしょう」

　イスカには、王太子として凡ぼん庸ようである自覚があった。いずれ国の頂点に立つ身として、きっと相当悩んだだろう。

　相手に侮あなどる隙を与えないのは、正しい。そのために己を繕うことを王族ならきっと誰でもしている。

　──だがイスカに限っては、それは悪あく手しゆだ、とフローレンスは考える。

「殿下の人の好よさにつけ入られるのも侮られるのも些さ細さいなこと。人の足を掬すくうことしか考えていない小物には、相そう応おうの人間が相手をすればいい。そのような卑ひ小しような輩やからの相手をさせるなんて勿もつ体たいない。殿下は真なる信頼を勝ち取る才のある人よ」

　イスカは決して謀はかりごとの才覚のある人間ではない。自らで国を盛り上げるとか、交こう渉しようで他国を圧あつ倒とうするとか、そういった才能はなさそうだ。

　彼にあるのは、皆でより良い環境で過ごせればいいという願いであって、己の欲よくではない。欲のために他者を陥おとしいれようとしない。誰かが傷付く、損そんをする道を選びたがらない。背景にある国ではなく、人を人としてしか見ない。

　己一人のための細い道ではなく、分厚い山肌を皆でゆっくり崩しながら広い道を作って歩んでいく、正道を貫つらぬける精神の持ち主だ。

　だからこそ、真しんに共感する味方が作れる。この人は裏切らないだろうと信じられる。この人の望む世界が良いと思わせる。フローレンスのように。アルフルードのように。ラハ・ラドマの国民たちのように。

　彼の望む未来をこそ切り拓ひらきたいと、そう思わせる人なのだ。

　──けれどアルフルードも、フローレンスも知っている。世の中は共感し合える人間ばかりではないことを。共感はできたとしても、譲ゆずれないものがあれば、分かり合えないときがあることも。自分の欲しか考えない、悪あく辣らつな人間がいることも。

「殿下に繕わせたのは、相手の真意を見定める自信が貴方になかったからでしょう」

　謀の才はなかったが、イスカには場の雰ふん囲い気きを支配する資し質しつがある。存在するだけで空気を変え、挙きよ動どう一つで人目を奪うばう。それに関しては優すぐれた才能の持ち主だと断だん言げんしていい。

　彼が怜れい悧りな美び貌ぼうで無感情な対応をすれば、相手は息苦しいほどの圧あつ迫ぱくを感じるだろう。自然、態度も警戒したものになるはずだ。

　元々、旨うまみのない国だ。相手にするのが面めん倒どうそうだと少しでも思ってもらえれば、つまらない干かん渉しようは避さけられただろう。

「害を防ふせぐ役には立ったでしょう。でもそれよりはるかに大きな益を、貴方は逃のがしたわ」

「……勝つ戦いより、負けない戦いの方が好きなんですよ。生かして家族の所に返してやりたいでしょう」

「ええ、そうね」

　それは、局きよく地ち的てきな戦術家の意見だ。

　しかしフローレンスは違う。彼女の見み据すえる采さい配はいは、国を動かす戦略家のもの。

「殿下がわたしに貴方を紹介してくださった理由が分かったわ」

「俺としては、貴女を信じ切るのはどうかと思いますけど」

「結けつ構こうよ。貴方がわたしを信じる日は永遠に来ないでしょうから。わたしも、自分が他人に心から信じてもらえる人間だとも思っていないわ」

　フローレンスは宮きゆう中ちゆうで、人の非ひ道どうさを伝でん聞ぶんではあるが知ってしまった。そして薄うす汚ぎたない手口や卑ひ劣れつな行こう為いに、嫌けん悪おを感じたが、同時に理解もした。その手法が秀しゆう逸いつであれば賛さん嘆たんすらできた。

　自身が実行することを思い描くこともした。現実に行うかどうかはともかく、素そ養ようはあるのだ。

　だから、そんな自分が信じてもらえるわけがないと分かっていた。イスカのことだって信じると『決めた』だけで、心で信じたわけではない。

　人を見て、判断して、決める。なんと打だ算さんに満ちた『信頼』だろう。

（本当は、そんなのじゃない）

　フローレンスの願う信頼とは、もっと──

「俺は、貴女を信じていいと思っているが」

「っ」

　自じ虐ぎやく的てきなフローレンスの言い様は、静かにイスカから窘たしなめられた。その言葉にささくれ立った気持ちが慰い撫ぶされ、フローレンスは微笑ほほえんだ。

　どろりと濁にごった心が柔らかくなる。イスカの真っ直ぐな言葉になら、自然に笑えるのだ。

「ありがとうございます。貴方がそう言ってくだされば、充分なのですわ。きっと、アルフルードも」

「……そうですね」

　フローレンスとアルフルードの間に信頼はない。しかし、イスカを通せば関係は回るのだ。それでいい。

　互いがイスカを裏切らないことだけ信じていられれば。

「今必要なのは、シェイル・コーレスの実じつ情じようよ。貴方なら、当然情報は集めているのでしょう？」

　フローレンスの問いに、アルフルードは一度イスカへと目を向けてから──何かを諦あきらめたため息をついて、口を開いた。

「あちらの妃ひ殿でん下かは中々、迂う闊かつな方でしてね。出身が大貴族なのも要よう因いんでしょう。自分の欲よつ求きゆうを叶かなえることにためらいがなく、その後の影響を考えない。特に、弱者を手助けするのが大好きな方です。自分の懐ふところだけではなく、国の懐からも施ほどこしを与えてしまうため、利り権けんを持つ大貴族や伴はん侶りよである王からは、近頃嫌けん厭えんされているようですね」

（ということは、イスカ殿下の契約の他に、もともと問題があったのね）

　やはりクラウディアの話と違う。最後の一押し、追放に足り得る口こう実じつに使われたのは確かだろうが、それだけが理由ではなかった。

「シェイル・コーレス王にとっては、氷の価格を戻すより、王妃を追放して権利を剝はく奪だつした方が意味があるということね。そうなると、クラウディア姫に出された条件に妥だ協きよう点てんはないわね」

　もたらされた情報にうなずいて──フローレンスは息をつく。

「クラウディア姫の苦労がしのばれるわね」

　おそらく、こうしてクラウディアが母親の失しつ態たいを埋うめ合わせるのは珍しくないのだろう。海うみ蛇へび姫ひめと称される彼女の交渉術は、母を守るためという強い想いがあってこそ、だったのかもしれない。

「別に、他よ所その王妃が一人追放されようが、どうでもよくないですか。腐くさっても王妃。腐っても大貴族。命どころか生活の心配もいりません。そのせいで圧力をかけてくる海蛇姫は何とかしなきゃなりませんが」

「アル！」

　心底どうでもよさそうに言ったアルフルードを、イスカは窘める。

「環境の変化に耐えられるかどうかは人による。俺のせいだというなら、尚更放置はしたくない」

「「殿下のせいではないです」」

　フローレンスとアルフルードの否定の声が、ぴったり重なる。微び妙みような表情でフローレンスを振り返ってから、アルフルードはイスカに向かってもう一言付け加えた。

「向こうが勝手に施してくれただけですから」

（まあ、殿下の容姿が好みだったから、というのも原因なのでしょうけど）

　悪あく意いに満ちていたとはいえ、たぶらかされたと殊こと更さらに強調してきたクラウディアの様子を見るに、そういうことだろう。

（っていうか、わたし、これから延えん々えんその辺あたりの心配しなきゃいけないのね……）

　大たい概がいの淑しゆく女じよは婚約者のいる男性に近付こうなどと考えないだろうが、中には倫りん理りを無視した行いを好む者も存在する。

　仲良くなくても結婚だけしてくれれば構かまわない、と思っていたときは、何も気にならなかったのに。

　そしてそう思ったということは、イスカへの独どく占せん欲よくが出てきてしまった、ということだ。その気持ちがどこから来ているかは──あまり考えたくない。何となく。

「フローレンス？」

「っ!!」

　声をかけられ、はっとして目を瞬まばたくと、イスカが覗のぞき込むようにしてきていて、顔の近さにうろたえる。フローレンスは反射的に足を引き、後ろに下がった。周囲を把は握あくできなくなっていたせいで、ゴッ、と思いきり踵かかとを椅い子すの足に打ちつける。痛い。バランスを崩して倒れかけた体を、イスカに抱き寄せられて事なきを得る。

「何やってるんだ？」

「きっ、急に近付かれれば誰でも驚きます！」

「急だったか？」

「気付いたら目の前にいるのですもの！」

「それは貴女がぼうっと考えごとをしていたからだろう」

「考えごとの最中だと分かっているなら、もう少し声のかけ方があるのではないですか!?」

　人に声をかけるのに適切な距離は、確実に越えていた。

「反応がなかったから、つい。じっと顔を見ながら考え込まれたら気になるだろう」

「え!?」

　指摘されてから自覚する。確かに凝ぎよう視ししていた──かもしれない。

「俺のことで何かあるのか？」

「なっ、何もありませんわ！」

　そのままを口にするのはイスカに失礼だし、自分も情けない。

「と──ともあれ、事情は分かりました。それで、殿下」

　ぐい、とイスカの胸を押して引き剝はがす。が、失敗した、とすぐに思った。

　イスカはフローレンスの手に逆らわなかったが、衣服の上からでも、自分とまったく違う体の硬かたさは分かってしまった。当たり前だが兄以外の男性に触ふれたのは初めてだ。

　気き恥はずかしく思った感情は無理やり押し込める。その程度で意識してしまうなど過か剰じような反応のような気がして、誰にも悟さとられたくない。だから努つとめて何ともない顔をしたのだが、箱入り娘には荷が重かった。

「ああ。良かったですね、殿下」

「何がだ？」

「っ！」

　おかしそうに目を細めたアルフルードの顔を見て、フローレンスは慌あわてた。人の悪い笑い方だ。イスカは純じゆん粋すいに不思議そうに首を傾かしげて先を訊たずねたが、フローレンスの背には嫌いやな予感が走り抜ける。

「婚約者殿は大層初う心ぶな模も様よう。何かしら弱点がないと、人間、一緒にいるのに息が詰まりますからね」

「フローレンスの弱点？　あぁ、それなら」

「駄だ目めっ!!」

　イスカがあっさり口走りそうになったのを、慌ててその口を塞ふさいで阻そ止しする。

「っ!?」

　フローレンスの手の平に唇を押さえられ、イスカは目を瞠みはる──のみならず、微かすかに頰を赤くした。

「!!」

　そのイスカの反応を見て、フローレンスも顔に血を上のぼらせる。先程うろたえたときと大して変わらない距離の近さだ。しかも自分から触れてしまった。

「……殿下もいい勝負でしたね。お似合いですよ、お二人とも」

　びしりと固まった二人に、アルフルードから平へい坦たんな声で空くう虚きよな祝福がされる。冷静な第三者の存在が余計に居いた堪たまれない。だがおかげで硬こう直ちよくは解けて、フローレンスはさっとイスカから離れた。

「で、殿下がいけないのです！　そのことは、二度と口になさらないで！」

「わ、分かった」

　様々な恥ずかしさを一ひと纏まとめにして訴うつたえたフローレンスに、イスカもぎこちなくうなずいた。フローレンスよりは先に立ち直って、彼女の反応にこそ困った様子で首を傾げる。

「そんな大したことでもない気がするんだが……」

「大問題です！」

「分かった。気を付けよう」

「お願いいたしますっ」

　もう一度強く念押しし、彼が苦笑しつつもうなずくのを見て、フローレンスは心音を速くした胸を押さえて息をつく。この鼓こ動どうは、バレると動どう揺ようしたためか防げたことに安あん堵どしたためか、それとも──

（……それは。まあ。ちょっと嬉しかったわよ）

　イスカは本当に体質のことを何とも思っていない、ということなのだろう。

　惨さん状じようそのままの顔面を見られたわけではないが、どう控ひかえめに言っても恰かつ好こうのつくことではない。

　けれど、大したことではないと言ってくれた。

（だからって、他の人にバレるのは御ご免めんなんだけどね！）

　そこも絶対に揺るぎない。

「では改めまして──殿下。わたしから提案があるのですが」

「提案？」

「すべてを丸く収めるために。叶うかどうかは分かりません。けれど、やってみたいのです。絶対にラハ・ラドマに不ふ利りなことはいたしませんから……」

「聞かせてくれ」

　優しく微笑んで、イスカはフローレンスに着席を促うながした。部屋に入ってからずっと立ちっぱなしだったことに、今更気が付く。フローレンスとイスカが座ると、アルフルードも大人しくイスカの後ろに控え、聞く姿勢を見せた。

「わたしは人の温おん情じようを信じたいと思います。だからクラウディア姫が自みずから引き下がれる道筋を、こちらで用意いたしましょう」

　考えた提案を、そんな言葉から切り出した。
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　イスカの承しよう諾だくを得て、執務室から自室へ戻ったフローレンスは、まず手紙を書いた。自国の女性の何人かへ向けてだ。

　選んだのは好こう奇き心しんが強く、時間と財に都つ合ごうのつく貴族の次じ女じよや三女。珍しい物目当てに辺境にだって出かけてしまうような、暇ひまを持て余した令れい嬢じようたちだ。

　アレルギーのせいで引きこもりだったフローレンスだが、知人が皆無というわけではない。ご機き嫌げん伺うかがいで手紙を送ってくれた貴族たちと、僅わずかながら文章での交流がある。

　他者へ唯ゆい一いつ見せられる部分なので、フローレンスは字や文書作成の練習には多くの時間を割さいた。その甲か斐いあって、紙面における技術は淑女の中でも高い方だと自じ負ふしている。

（クラウディア姫の滞たい在ざい予定は一ひと月つき。そう余よ裕ゆうはないわ）

　その一月も、きっとクラウディアが必死に引き延ばした期間だろう。

　交渉だけなら今からでもできる。だがクラウディアには、この国をしっかりと見て帰ってほしい。帰国したあと、重じゆう鎮ちんたちを、己の言葉で説得できるように。

「……その、フローレンス様？」

「え？　あ、あぁ。どうしたの？」

　考え込んでいたフローレンスは、ジゼルに声をかけられ、一旦思考を中断して顔を上げる。すると戸と惑まどった──心配そうなジゼルの瞳と目が合った。

「どうしたの？」

「ここのところ、とてもお忙しくされているようなので……。フローレンス様は、どうして我が国のことにそれほど懸けん命めいになってくださるのですか？」

「いろいろ、感じたことがあるから、かしら」

　ラハ・ラドマに来た当初は、フローレンスにとってここは純粋に他国だった。花から逃げてきたにすぎない、療りよう養よう地ち程度の感覚だ。

　自分が居座るための環境には気を遣っても、ラハ・ラドマそのものに愛あい着ちやくがあったわけではない。それはきっと、ジゼルにも伝わっていただろう。

　──分かっていたけれど、気にしたこともなかった。

　フローレンスにとって、それは気にするようなことではなかった。大国の王女という自分の立場があれば、この国で不快に煩わずらわされることはなく、いずれそれなりの距離感を得られる。それでいいと思っていた。

　だが、今のフローレンスはラハ・ラドマを好ましく思っている。そして、イスカの力になりたいとも思っている。時間と理由が積み重なって。

　フローレンスのまとう穏おだやかな空気に、ジゼルは何かを決意したように、きゅっとその手を握にぎり締しめて──口を開いた。

「あの、わたし……っ」

「ええ。何？」

「姫様を監かん視ししていました！」

「えっ、監視!?」

　せいぜい疑っていましたとか、探っていましたとか、その程度の告白だと思っていたフローレンスは驚いた。イスカからの疑いは晴れたし、アルフルードも様子見くらいにまでは落ち着いた。ジゼルが彼らからフローレンスを探るよう命めいを受けていたのは分かっていたから、気が咎とがめているなら白はく状じようさせてしまった方がいいだろう──とは思ったのだが。

（まさかの告白が来たわね。あれ、監視のつもりだったんだ……）

　そのわりには自由に一人になれる時間があったりと、緩ゆるかった。

（監視役に向かない人を何で──って思ったけど、今ならまさかの人材不足にも納得するわ……）

　ラハ・ラドマ人の気き質しつに、とにかく向かない行為だ。

（でも殿下はともかく、きっとアルフルードはずっとわたしを探っていたはず）

　ジゼルによってラハ・ラドマ側の警けい戒かいを教えられたあと、フローレンスがどうするのか。

　元々、企たくらみなど一切ないのでさして気にせず過ごしていたわけだが、それで正解だったようだ。

「申し訳ありません！」

　フローレンスの驚きを、額面通りに受け取ったのか、ジゼルは深く頭を下げた。

「あ、ああ。いいのよ、気にしないで。お仕事だったって知ってるから」

「し──、知っていらっしゃったんですか」

「イスカ殿下からね」

　実際は、イスカが口を滑らせたのにあたりをつけただけだが。

「けど、それをわたしに言ってきたということは、命令は解かい除じよされたのね？」

「はい」

　フローレンスにうなずいたジゼルは、肩の荷が下りた様子で、今までよりも若じやつ干かん、表情が柔らかくなったように感じた。罪ざい悪あく感かんゆえの硬さもあったのだと思えば、微笑ましい気持ちになる。

「なら丁ちよう度ど良かったわ。少し時間もあるし、わたし貴女に聞きたいことがあったの。アイスクリームについてなのだけど」

「えっ」

　今度はジゼルが驚いた顔をした。

　他国の人間が知るはずのない、隠れた名産品だ。意外に思っても無理はない。

「そちらも殿下から、ね」

　こっちは正しよう真しん正しよう銘めい、本当だ。イスカから直接紹介してもらえたことは、素直に嬉しい。自然、フローレンスの表情は和やわらいだ。

「そうだったんですね」

　ジゼルは素直に納得した。フローレンスとイスカの間の空気が、以前より親しいものに見えているだろうから、説得力もあっただろう。

「けれど──申し訳ありません。わたしは料理人ではないので……。料理長をお呼びしましょうか」

「もちろん専門家の意見も聞くわ。でも貴女に聞きたいのは、町で流行するような、手軽で美お味いしい食べ方なの」

　王おう侯こう貴き族ぞくの娯ご楽らくになっても、経済効果はたかが知れている。流は行やりものは庶しよ民みんにまで行き渡らなければ意味がない。

「確かに美味しいけれど、連続していくつも食べたい物ではないものね。食べ方を工夫して興味を持続させるのはもちろん、誰でも気軽に楽しめる物だということを始めから打ち出したいの」

　フローレンスの言い方に、ジゼルは首を傾げた。

「あの。誰でも、って……まさか、どなたかに供きようされるのですか？」

「ええ。まずはわたしの知人たちに」

　少ない交流相手の中から選んだ、遊ゆう興きようのために金も時間も充分使える令嬢たち。両手で足りる程度だが、何とかなるだろう。

　珍しい物を紹介し、自じ慢まんし、あわよくば流行の先せん駆く者しやとなることを、彼女たちは貪どん欲よくに求めている。だから絶対に飛びついてくるし、積極的に広めてくれる。

「けれど、それは……」

「大丈夫よ。殿下の許可もいただいてるし」

「そう……ですか」

　王子の許可があると言われれば、侍女のジゼルにはもう何も言えない。

「ということで、市場調査に行きましょうか」

「い、今からですか!?」

　ジゼルは目を瞬まばたかせ、フローレンスの顔と窓の外を交互に見た。ジゼルの視線を追って、フローレンスも窓の外の空を見上げる。少し曇くもり空ぞらだ。しかしまだ陽ひは高く、晴れ間も覗いている。

「今日は、あまりお出かけにならない方がよろしいかと思います」

「そうなの？」

　ジゼルは空を見た。心配しているのは天気だろう。

　確かに雲行きは少々怪あやしい感じだが、行こうとしているのは王都の観光だ。多少雨雪に見舞われても大したことではない──と、フローレンスは疑問の表情で訊ねた。

「今は暖だん季きに入って落ち着いてはいますが、だからこそ融ゆう雪せつによる雪崩なだれも起きやすくなっておりますし、昨夜降って新しく積もった雪が、いつ地じ吹雪ふぶきになるとも限りません」

「そう……」

　地元民のジゼルの忠ちゆう告こくに間違いはないだろう。

　しかし、次の快晴の日に、また都合よく時間が空あくとは限らない。

「すぐに危なくなりそう？」

　フローレンスの問いに、ジゼルはもう一度空を見上げて首を横に振った。

「二、三時間ほどなら大丈夫かとは思いますが……」

「充分よ」

　急いで行って、見て戻ってくれば大丈夫だろう。

「なら支し度たくを急がないと。ミリアを呼んできて。町に出るわ。お忍しのびでね」

「分かりました。ではすぐに」

　フローレンスが言い切れば、ジゼルは素直に従ってくれた。

　彼女がミリアを呼びに部屋を辞じしたあとで、ふつふつと喜びが湧わき上がってくる。

　外に出る──そう、外だ！

　今更ながら、その行為の素す晴ばらしさに身み震ぶるいする。

（わたしが！　このわたしが！　外を自由に歩けるなんて！）

　花の少ない土地の素す晴ばらしさを、普段信しん心じん深ぶかくもない心で神に感謝しようとして──やっぱりやめた。そもそも、なぜ花アレルギーなどという苦く行ぎようを与えたもうたのか、感謝はそちらの意い図とを解とき明かしてからだ。

「ふふっ」

　浮かれた気持ちは声になって零こぼれ出た。

（顔面崩ほう壊かいの心配をしないで、外に出られる。立場に相応しく、誰かのために何かができる。──あぁ、幸せだわ……！）

　人生の充実とは、きっとこういうことを言うのだろう。
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　フローレンスが首都スノウフラウの町を自分の足で歩くのは、今日が初めてだ。

　サク、とブーツを履はいた足が昨夜降ったばかりの雪を踏む。行き交う使用人たちの足で踏み固められてはいたが、まだ真新しい場所も多く残っている。

　柔らかくて軽い粉こな雪ゆきは、フローレンスの体重を受けて簡単に沈しずみ込む。感触が新しん鮮せんで、ちょっと楽しい。

「姫様、本当に大丈夫でしょうか。やはり一人ぐらいは護ご衛えいを付けた方が」

「護衛？　町を歩くだけですよ？」

　不安げなミリアの言葉を拾って、ジゼルは不思議そうに聞き返した。その必要性が本当に理解できない様子で。

「……」

　絶ぜつ句くするミリアに、フローレンスは苦笑した。

「大丈夫よ、多分。わたしラハ・ラドマでは家に鍵かぎをかけないと言われても驚かないわ」

　冗じよう談だん交じりにフローレンスがそう言うと、

「まさか。鍵は大切ですよ」

　フローレンスの冗談を朗ほがらかに受け止め、さすがに、とジゼルは首を振った。

「吹雪のとき、誤あやまって子供が外に出たら危ないですし。扉とびらを押さえる役にも立ちますし」

　当たり前のようにジゼルが口にした内容に、今度はフローレンスも一緒に絶句する。

「何か？」

「いえ……」

「ええ、何も……」

　人間の犯はん罪ざいの危険性、というものは、ラハ・ラドマでは王都ですら存在しないらしい。

「何でもないのよ。さあ、行きましょう」

「そうですね」

　危険性の低さに納得した様子のミリアと、まだ少し不思議そうなジゼルを連れ、フローレンスは町へと下りて行った。

　長く緩やかな坂道を下って行くと、やがて人々の暮らす区画へと入る。

　広い国土と人口の少なさを象しよう徴ちようするように、道はゆったりと広い。フローレンスが初めて訪れたときに通った大通りは、四頭立て馬車二台が余裕ですれ違える幅はばがある。

「あ、フローレンス様、あそこです」

　しばらく歩いた先で、ジゼルがそう言って掲かかげられている看板を指差した。ついでに空を仰あおぎ見る。

「良かった。まだしばらく持ちそうです。少しゆっくりしても大丈夫そうですよ」

「それは良かったわ」

　慌ただしいのが好きなわけではない。ゆったりできるならその方がいい。

　猛吹雪ブリザード対策だろう、外がい観かんは民家と同じ作りで、しっかりと白壁に塗ぬり固められた建物は、知らなければ店とは気付かれなさそうな佇たたずまいだった。申し訳程度に掲げられた小さな看板が、ここが店だと主しゆ張ちようしている。

　木の扉を押して中に入ると、鈴の音が来客を告げる。明るい声で客を迎えた店員の対応と同じく、店内は温かい。

　壁に掛けられたメニューを見ながら、フローレンスはジゼルに顔を向けた。

「貴女のお勧めはある？」

「そうですね。デザートならパフェとかクレープとか、軽食としてならパンケーキに乗せたり……といったアレンジもありますね」

「あ、面おも白しろいわね」

　イスカに供されたアイスクリームは単体だったが、そういった食べ方を考えれば、さらに変化をつけられそうだ。

　ジゼルが注文している先で、新たな客が入ってくる。そのとき丁ちよう度ど、開いた扉の先の通りに、荷馬車が走っていくのが見えた。積んでいる荷は、花だ。

（うっ……！）

　扉はすぐに閉められたし、過剰反応するほどの量でも近さでもなかった。それでも反射でフローレンスは体を硬くしてしまう。こんな人の多い所で醜しゆう態たいを晒さらすのは絶対に嫌だ。

　ラハ・ラドマにとって花は高級品だ。生活に必要というわけでもなく、心の潤うるおいとするには高価で、日持ちもしない。そのためあまり需じゆ要ようもない。

　スノウフラウで取り扱あつかっている店も、常じよう備びしているわけではなく、注文を受けて仕入れるのだという。

　そしてフローレンスは、今回誰が花を仕入れたかを知っている。自分である。エスカ・トロネアから客を迎えるにあたって、城を飾るために必要な物だ。

（必要だって分かってるけど、やっぱり嫌……っ）

　主しゆ催さい者しやとして顔を出さないわけにはいかないし、目的のために歓かん談だんにも加わる予定だが、花の近くには行くまいと心に決めている。

　幸いにしてというか不幸にしてというか、イスカにはもう知られてしまったので、配置を融ゆう通ずうしてもらうことができる。

「フローレンス様？　どうかなさいましたか？　お顔が……」

「え!?　い、いえ。何でもないわ」

　余程苦い顔をしていたらしい。ジゼルに言われて、フローレンスは慌あわてて笑顔を作った。

　ややあって運ばれてきたのは、パンケーキにバニラアイスを載のせ、フルーツやホイップクリーム、チョコレートソースで飾られた一品。そしてもう一つは、果汁を加えてオレンジ、グレープの色付けをされたジェラートを二段重ね、その上にミルクアイスを載せ、ウエハースとプレッツェル、ドライフルーツを盛り合わせたパフェだ。

　ここまでふんだんにバターや果くだ物ものを使ったデザートは、庶民にとっては贅沢な高級品に入るが、給料格差が少ないおかげで、月に一度の贅沢程度に楽しめるという。

　ラハ・ラドマは貧しい国ではあるが、国民水すい準じゆんに照らし合わせたとき、貧ひん困こん層そうは皆無なのだ。

「か……っ、可か愛わいい……っ」

　ガラスの器に盛り付けられたアイスクリームも上品で悪くなかったが、今目の前に並べられているものは、色合いも鮮あざやかで美しく、何より可愛らしい。

「いける。これは絶対いけるわ！」

　子供の頃から豊かな食材に囲まれて育ってきたフローレンスにとって、食べ物とは美味しいものであり、生きがいの一つに加えてもいいほど好きだった。中でも、甘くて見た目も綺き麗れいな菓子は大好きだった。

　美食を充分に知ったフローレンスでさえ、新鮮さに感動を覚えるのだ。そして冷たさや溶ける食感の意外性──自国の令嬢たちも、きっと同様に感じるはず。

　今ここで初めて口にするミリアも、独特の食感に驚き、瞳を輝かせている。お気に召めしたようだ。

（これだけアレンジを用意できるなら、立食形式にして見せた方が良い気がするわ。一度にすべては食べられないとはいえ、ここでしか食べられない希少価値を打ち出し、アイスクリームそのものを気に入れば、定期的に訪れてくれるでしょうし）

　城に帰ったら、料理人たちと相談してみよう。
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　すっかりお腹なかと心を満足させて、フローレンスたちは店を出た。馬車を使おうかどうか迷って、フローレンスはジゼルを振り返る。

「天気はまだもちそう？」

「そうですね。あと一時間ぐらいは大丈夫でしょう」

「なら、歩いて戻りましょう」

　時間が迫せまっているのなら馬車を使って急ぐ必要があるが、一時間もあれば余裕で王宮まで帰り着くことができる。

　外を歩くという行為は、フローレンスにとってとても新鮮なことだった。美味しい物を食べた満足感と一緒に、高こう揚ようした気分で道を歩いていく。

　地元民にとって天気を読むのは当然のことなのか、すれ違う人の多くは早足だった。慣れているからこそ、雪せつ害がいの恐ろしさを皆が知っている。

（あ）

　道の左右を見回しながら歩いていたフローレンスは、花屋の前で先程見かけた荷馬車を見つけた。空からになった物が一台、もう一台には、まだ半分ほど荷が残っている。

　下働きらしい少年が、慣れない上に高級品である花の扱いに手間取っていた。側で監かん督とくしている青年が一緒に働きながら指導している。

　数量も限られているし道の反対側のことではあるが、念のためフローレンスはそっと、道の端に寄って離れようとした。と、運悪く、何人もの人が行き交い、半端に溶けて再び凍こおった氷の上に足をついてしまい、つるりと滑ってしまう。

『わ、わっ！』

　何の偶然か、道の反対側でも似た悲ひ劇げきが起こった。

　足を滑らせた少年が荷車にぶつかり、荷物が減って均きん衡こうが崩れていた荷車は、ぐらりっ、と大きく揺れて横おう転てん。載せていた花々が傾なだれ落ちる。

　長旅に備えて土ごと運ばれてきていた花は、舞い散ることこそなかったが、その芳かぐわしい香りを周囲に撒まき散らした。

「姫、危ないっ！」

　フローレンスが硬こう直ちよくしたのと同時に、ミリアが思いっきりフローレンスを突き飛ばした。

「ええっ!?」

「きゃあぁっ！」

　ジゼルの驚きよう愕がくの声と、フローレンスの悲鳴が重なる。

　氷に滑ったあげく顔から道に突つっ伏ぷす羽は目めになったフローレンスは、クッションになってくれた柔らかい雪と、すぐさま行動してくれたミリアに心の中で感謝した。なるべく人が踏んでなさそうな積せき雪せつ部分を選んでくれたところまで完かん璧ぺきだ。

　これでくしゃみ鼻水が出たとしても、体が冷えたのだと言い張れる。一いつ時ときの自然の摂せつ理りにしてしまえば、致ち命めい的てきな失しつ笑しようは回かい避ひできるだろう。

「あ、危ないって、そういう対応ですか!?」

　普通、人が足を滑らせて転びかけたら、支えて転てん倒とうを防ごうとするものだ。

　ミリアの言った『危ない！』は、『花が！』にかかってくるので決して間違っていないのだが、フローレンスの持じ病びようを知らないジゼルには、さぞかし奇き異いに映ったことだろう。

「ま、まあ！　わたしとしたことが！　びっくりしてしまいまして、つい！　申し訳ありません、姫様」

「いいのよ……。慣れない土地だもの」

　他に思い浮かばなかったのだろう。あんまりな言い訳を口にしたミリアに、フローレンスもふふふ、と乾いた笑いで応じる。
















「そうですよね！　違うんですよね！　良かった。これからはわたしもそうしなきゃいけないのかな、とか思ってしまいました」

「だ、大丈夫よ、そういうことではないから！　また何かあったら、ジゼルが正しいと思う行動を取ってちょうだい」

　転びかける度に突き飛ばされていては堪たまらない。

「エスカ・トロネアの侍じ女じよの方でも、意外に失敗されるんですね」

「え、ええ！　お恥ずかしいかぎりですわ！　わたしは特に粗そ忽こつな方に入りまして！」

「いいのよミリア！　侍女で一番重要なのは、気が合うことだと思っているから！」

「フローレンス様は寛大な方なのですね。わたし、大国の姫君だから、少しの粗そ相そうも許されないものとばかり思っていました」

　前半は感かん嘆たんの吐と息いき込みで、後半はほっとした様子で、ジゼルは言う。

「い、いやぁね。人間誰でもミスはするものよ。取り返しのつくことで、いちいち咎めたりしないわ。だからジゼルも、もっと肩の力を抜いてくれていいのよ」

「はい。ありがとうございます」

　過か程ていはアレだったが、若干ジゼルの心を解きほぐすことに成功したので、救いはあった。

（の、乗り切ったかしら）

　背中に滲んだ冷や汗を感じつつ、安堵する。

（……あれ？）

　一息ついてふと気が付く。自分の体が何の反応もしていないことに。

　不思議に思い、やや後方になった反対の通りを確認する。やはり花は荷崩れしている。

（確かに少し離れてるけど、まったく反応しないっていうのは……）

　そういえば、と思い至る。

（花冠の王女エスカ・トロネアラに強く反応するんだから、逆にほとんど反応しない花があってもおかしくない？）

　故こ郷きようでは沢たく山さんの種類の花が一年中咲き誇ほこっていて、いつでもアレルギーに悩まされてきたが──もしかしたら、実際に反応する花は限られているのかもしれない。

（ちょっ……、ちょっと希望出てきたかも！）

　今後は重点的に調べてみる価値がありそうだ。自分のアレルギー具合で測はかるという、体当たり実験になりそうだが。

　と、胸に宿った希望の灯ともし火びとは別に、現実的な意味合いで寒さむ気けを感じて身震いし、くしゅ、と小さなくしゃみをした。いつもの持病に比べると、大分可愛らしい。

「！」

　小さなくしゃみををしたフローレンスに、ミリアの方がびくっ、とする。

　過剰に恐れを抱いだいていたせいで反応の遅れたミリアに対し、現実をそのまま受け止めたジゼルの判断は早かった。

「あぁ、そうです、大変！　早く着替えなくては風か邪ぜを引いてしまいます！」

　倒れたときにドレスの布に染み込んだ水が、外気で冷えきってフローレンスの体温を奪ったのだ。

「あ、そ、そうですわね」

　そっちか──とミリアの表情がほっとしたものになり、はっとして、再び慌てた。

「ええと、馬車は──」

「都合良くは来ないですね。近くに宿がありますので、そちらでお待ちいただくのがよろしいかと。外より室内にいた方がいいと思いますから」

　冷えた体を大きく一つ震わせたフローレンスを連れ、ジゼルの案内のもと、三人は宿の扉を潜くぐった。

　室内の暖かさが身に染しみる。タオルを借りて、顔と、湿しめったドレスを拭ぬぐう。だが効果はあまり期待できない。さっさと脱いで新しいドレスに着替えた方が賢けん明めいだろう。

「馬車を呼びに行かせましたので、もう十数分で迎えにきてくれると思います」

「分かったわ。ありがとう」

　馬車を手配しに行っていたジゼルの報告にうなずく。自分のことは問題ない。

　しかし気がかりなことがあって、窓から外の花屋の様子を窺うかがった。

（大丈夫かしら……）

　今気が付いたが、窓を叩く風の音が、少し強い気がする。早く回収して保管しないと、花が傷いたんでしまいそうだ。

（あんまり量が少なくなると、見み栄ばえが悪くなってしまうわ）

　好き嫌いとは別に、室内を華はなやかに彩いろどるために、花というのは必要な装そう飾しよく物ぶつなのだ。

　今から期き日じつまでに新しく買い揃そろえるのは難むずかしいだろう。ラハ・ラドマは客人のもてなしすら満足にできないのかと、笑われる羽は目めになってしまわないだろうか。

「姫、お許しいただけるなら、わたしも彼らを手伝ってまいりますわ」

　眉まゆを寄せ、不安げな顔をしていたフローレンスに、ミリアは自分からそう進み出た。

「そうですね……。風も強くなってきているようですし、急いだ方がいいと思います」

　続いて、ジゼルもミリアに同意する。

「ミリア様はこちらでフローレンス様とお待ちください。わたしが手伝ってきます」

「ありがとうございます。わたしも、姫を馬車に乗せたらすぐに行きますわ」

「ミリア、ジゼル……」

　人手は多い方がいいだろうから、本当は自分も手伝うべきだろうが、こんな恰好で寒空の下動きまわって、風邪でも引く方が迷惑をかける。

「ごめんなさい。頼むわね」

　だから素直に、二人を頼った。
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　ゴトゴト、と走る馬車の歩みは、いつもよりも遅い。吹き付ける風が思っていたより強くなって、馬の足を鈍にぶくしているのだ。

　そんな強風が続いたのは数十分程度で、足で歩いた行きのときとほぼ同じ時間をかけたものの、無事に城に戻ることができた。フローレンスの体力では徒歩で戻ってくるのは無む謀ぼうだっただろう。馬車を手配して本当に良かった、と安あん堵どする。

　馬車から降りた途と端たん、名残なごりのように吹く雪混じりの風に襲おそわれた。

　手で髪を押さえつつ城内に入って、風雪から逃れる。

（──あれ？）

　そこで、いつもと様子が違うことに気が付いた。妙に慌ただしい。

　不安を覚え、足早にイスカの執務室へと向かう。彼に聞けば状況が分かるだろう。

「フローレンス！」

「殿下！」

　廊下の途中で求めていた相手とばったり会った。やや険しい表情をしていたイスカは、フローレンスの姿を認めると少しだけほっとしたように、硬さを緩めた。

「無事に戻ってたんだな。良かった」

「何かあったのですか？」

「結構な規き模ぼで地吹雪が起きた」

「地吹雪……。積雪が強風で舞い上がって起こる吹雪、ですわよね？」

　エスカ・トロネアでは縁えんのない災さい害がいだが、ラハ・ラドマではよく起こる雪害の一つだ。

「昨夜降ったばかりの軽い雪が多いからな。暖季で、油ゆ断だんした者もいるかもしれない。天気も怪しいから、城に常じよう駐ちゆうしている兵たちも出して軽く見回らせている。万一吹ふき溜だまりに巻き込まれている者がいたら、数時間と持たないから」

　障しよう害がい物ぶつなどで発生する風の突つき当あたりのことを、吹き溜まりと呼ぶ。場合によっては、巻き上げられた雪が短時間で家の屋根ほどまで積もることさえある。雪によって視界が遮さえぎられ、方向感覚を失うしない、混乱に陥おちいっている間に動けなくなり、最悪命を失うこともあるという甘くみてはいけない天災だ。

「うちの兵の主な仕事は雪の相手ですからね。こういった場合の巡じゆん回かいルートも決まってるんです。吹き溜まりになりやすい場所は大体分かってますから。むしろ私たちより、実際に暮らしてる住民の方が詳くわしいですから、人じん的てき被ひ害がいが出ることはほとんどありません」

　イスカの後ろに控えていたアルフルードの言葉に、フローレンスはさっと顔色を青くして、町の方角を振り返った。

「侍女も……。ジゼルも、町の危険な場所を把握しているでしょうか」

「あれで王宮勤づとめの長い貴族なので、町のことはあまり詳しくないでしょう」

「──っ！」

　がん、と強く揺さぶられたかのように、フローレンスの頭が、視界が大きく揺れた。

　二人よりもはるかに早く帰き路ろについた自分が、今ようやく戻ってきたのだ。二人はきっと、町中に取り残されたままだろう。

「ミリアとジゼルが、まだ町に出たままで……っ！」

「近くに誰かがいれば、危なくなる前に避ひ難なんしているでしょう」

　フローレンスの切せつ迫ぱくした叫びに、アルフルードはいささか驚いた顔をしたものの、すぐにそう答えた。

　ミリアとジゼルは、花の片付けを手伝っていた。そこには下働きの少年と、監督の青年がいた。二人と共にいれば危険を教えてもらえるだろう。

（でも──でも、もしかしたら……）

「見てこよう。二人とはどこで別れた？」

　フローレンスの表情が陰かげったままなのを見て、イスカはすぐにそう提案してくれた。

「殿下！」

「今は風も小しよう康こう状態だ。大丈夫だ、すぐ戻る」

　アルフルードの非ひ難なんを、何ということもなさそうにイスカは流す。

「小康状態であって、収まったわけではないんですよ！　ご自分の立場をお分かりでしょう！」

「危ないようならどこででもやり過ごす。どこの民家でも、俺が入れてくれと頼んで断る臣しん民みんはいない」

　戒いましめる言葉を口にしたアルフルードに、イスカは平へい然ぜんと返した。立場などなくても見捨てられない確信を持った冗談を織り交ぜて。

「殿下……っ」

「なあ、アル。問答している時間が勿体ないとは思わないか」

「っ、あぁっ、ったく！　そうですね！」

　苛いら立だたしげに髪を搔かき上げ、アルフルードは諦めた。

「何かあったら俺の代わりに指し揮きを頼む。お前、あまり寒さに強くないから」

「生まれ持った抵てい抗こう力りよくが違うんですよ！」

　自分が代わりに、という抵抗も先に封ふうじられてしまって、アルフルードは城に残り、中ちゆう継けい役となることを承諾した。

「殿下……」

「貴女も、大変だったんだろう。早く着替えて体を温めておくように。風邪を引くぞ」

「あ……っ、いえ。……はい」

　イスカがそう思ったのは、フローレンスのドレスが濡ぬれていたためだろう。

　一瞬、これは違う──と言おうとしたが、些細なことだと思い直し、うなずくに留とどめた。

「その……。ごめんなさい」

　自分の不ふ始し末まつでイスカの手を煩わせることになってしまって、居た堪たまれない気持ちになる。何の役にも立てないのがもどかしい。ミリアとジゼルの主はフローレンスなのに。

「できる人間ができることをすればいい。それだけだ」

　謝罪を必要ないと笑って、イスカは項うな垂だれたフローレンスの頭を優しく撫なでた。

（あぁ、本当に──）

　優しい人だ、と思う。

　そして強い人なのだ。

　人の気持ちを負う重さを、面倒を、責せき任にんを、決して厭いとわない人だから。

「すぐ戻る」

「ありがとうございます……」

　謝るよりも、彼に告げるべき言葉はこちらである気がした。

　うなずくとイスカはすぐに表に出て行く。風は大人しくなっていたが、フローレンスが窓から空を見上げると、天に厚く雲が掛かっていた。

　上う手まくいけば、花屋に避難しているミリアとジゼルの安あん否ぴを確認して、すぐに戻ってくるだろう。いや、それともイスカのことだから、道中で他の救きゆう助じよ作業に加わったりして、戻ってくるのはむしろ遅くなるかもしれない。

　どちらにしても願うしかない。

　意識して呼吸をすると、不安に締め付けられた肺が、苦しくて痛かった。

「フローレンス姫、貴女はお部屋へお戻りください」

「……ええ」

　どれだけ気になっても、ここで突つっ立っていても仕方がない。アルフルードに促され、フローレンスは自分の部屋へと戻って行った。
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　湯を浴あびて着替え終わりしばらく経ってから、イスカが帰ってきた。知らせをフローレンスにもたらしたのは、イスカ本人。

　表情が険しい。どう見てもいい知らせを持ってきた気配ではない。

「殿下……？」

「──落ち着いて聞いてくれ。二人の居場所が分からない。地吹雪が起こる少し前に、花屋を後にしていたらしい」

　手伝いを終え、帰る途中に巻き込まれたおそれがある、ということだ。

　──なんて、間の悪い。

「道中の家々にも二人の姿はなかった」

　二人はまだ戻ってきていない。避難もしていない。

「それでは、まさか……っ」

　その先を続けたくなかった。しかし認めなくては何もできないまま手遅れになる。

「帰る途中で、動けなくなっているかもしれない、と……？」

「可能性は考えるべきだ。吹雪のときは、本当に視界が利きかなくなるから」

「──……っ」

　ラハ・ラドマが環境の厳しい土地柄だと、もちろんフローレンスも知っていた。大陸中の常識だ。

（でも、甘く見てたんだわ……っ）

　災害とはどういうものかを、ちゃんと分かっていなかった。蒼そう白はくになったフローレンスが空を見上げると、天はより重苦しい色に変わっている。

（もっと、ジゼルのためらいを真剣に受け止めるべきだった！）

　地元民の危き惧ぐを、どうして軽けい視ししてしまったのか。

　想定外のことが起こり時間が取られる可能性を、どうして考こう慮りよしなかったのか。

　なぜ、災害の危険性をもっと真剣に学ばなかったのか──……。

「あと一時間ほどで、今度は降こう雪せつ混じりの吹雪になり陽も落ちる。そうなれば、今日中に捜そう索さくを再開することは不可能だ」

　仮に吹き溜まりに埋まっているのなら、一晩持たない。

「殿下、わたし……っ」

　無意味でもいい。僅かでも。もしかしたらその僅かで、二人に辿たどり着くかもしれないではないか。

　そんな奇き跡せきはあり得ないと冷静な自分は分かっているのに、心がどうしようもない気持ちの方を優先させたがる。

「駄目だ」

「なぜです!?　もしかしたら──」

「貴女や俺が一人二人で粘ねばっても、大して違いがないからだ。巡回している兵にも、撤てつ収しゆうするよう通つう達たつを出した」

　粘っても、二次災害が増えるだけ。

　王都の中でそんな災害が起こるなんて、フローレンスには考えられなかった。エスカ・トロネアでは絶対にあり得ない。けれどここはそういう土地なのだ。

　──見捨てるのか、とは、言えない。

　見捨てさせる真ま似ねをしたのは、フローレンスだ。

（わたしが、愚おろかだったから……っ）

「すまない」

「……どうして、殿下が謝るのですか？」

　本当なら、その決けつ断だんをさせてしまったフローレンスこそが謝らなくてはならないのに。

「見つけられなかったから」

「貴方の責せきではありませんわ」

「貴女が動いてくれたのは俺たちのためで、俺は貴女の行動を許可している。知っている俺が注意しなくてはならなかったのに、当然のことにして配はい慮りよが足りなかった」

「違う……。違うのです。だって、わたしが。……いいえ、ごめんなさい」

　表舞台に出られる。自分が何かをできる。

　そんな高揚に浮かれて、フローレンスは己に酔よってしまっていたのだ。イスカが任まかせてくれたから、人の期待を得られたことが嬉しくて。

（なんて、勝手なの）

　あげくに侍女を危険に曝さらした。

　そしてフローレンスに任せたイスカにも、呵か責しやくを与えたのだ。

　だが、泣いてはいけない。傷付いた顔などしてはいけない。そんな顔をする資格はない。

　フローレンスが傷付けば、イスカはまた、申し訳ないと思ってしまうのだろう。

「今夜はきっと荒れるだろう。今日は部屋から出ずに休んでいてほしい」

「分かっています。勝手はもう、控えます」

　フローレンスの身にまで何かあれば、ラハ・ラドマがどのように言われるか──

「羽根を、どうか折らないでほしい」

　俯いたフローレンスにかけられた静かな声に、自然と惹ひかれて、顔を上げる。

「自由に羽ばたけるはずの土地で守ってやれなくて、すまなかった」

　萎縮した心を慰撫するようにそう言って、イスカの手がそっとフローレンスの乱れた髪の一房を掬すくい、耳にかけ直す。

　──途端、むずっときた。

「ふぇっ」

　慌てて顔を逸そらし、素早く取り出したハンカチで顔の半分ほどを覆おおう。イスカからは見えないよう身を捻ひねり、角度に気を付けつつ、フローレンスは鼻を抓つまんだ。無事に成功するとこれでくしゃみを抑おさえられるのだ。

　──ちなみに、失敗すると鼻の奥で弾はじけた感じがして、耳の奥に不快な感覚が残る。

　何にしろ姫君が人前でできる行動ではない。が、勢いよくくしゃみが飛び出すよりはマシなはず。

「花か粉ふん？　付いてたのか？」

　くしゃみを堪こらえたフローレンスから腕を引きつつ、イスカは不思議そうに首を捻った。花に近寄った覚えがないようだ。

「は、花屋に行ったのでしょう？　そこできっと……あぁっ、やはり！」

　イスカの袖そで口ぐちに濡れて張り付いていた『花冠の王女エスカ・トロネアラ』の花か弁べんが、乾いてはらりと落ちた。

「確かに行ったが、もう商品は奥に仕し舞まわれていたから大丈夫だと……。駄目だったのか」

「どうでしょう……」

　自分の許きよ容よう量りようがどこまでかなんて、フローレンスも正確には把握していない。そんな実験に挑いどむつもりもなかった。

　しかし、新鮮な花々が入荷されたばかりの花屋だ。きっと店内にも大量に花粉が舞っていたことだろう。ある程度の時間滞在すれば、衣服に付着してもおかしくない。

（まあ、全部の花の影響受けるわけじゃないのかもって、さっき希望見み出いだしたとこだけど。やっぱり花冠の王女エスカ・トロネアラだから……。って、ちょっと待って!?）

　道で遭そう遇ぐうした花の荷車転てん倒とう事件を思い出しつつ、気が付いた。

（とっくに倉庫に仕し舞まわれた花が、どうして殿下の袖口に付いてるの）

　荷車は一台空からだった。もう運び終えていたのだろう。きっと、より価格の高い物が積まれていたはずだ。高価な物から店に運び込んでいくだろうから。

　心底嫌だったが、今回、花冠の王女エスカ・トロネアラも発注している。だが荷車にはもうなかった。そしてイスカが行ったとき、奥に仕舞われていたというのなら。

「殿下！　もしかして、ミリアとジゼルは花を持って帰ったのでは!?」

「ああ。手伝った礼にといくつか廉れん価かで譲ったそうだが」

　どれだけ気を付けたとしても、長い道中、傷んでしまう物が出る。そういったものを安くして、二人に売ってくれたのだろう。

（その中に、花冠の王女エスカ・トロネアラもあったんだ!!）

「わたし、二人の居場所が分かるかもしれません！」

　思わずイスカの二の腕を摑つかみ、フローレンスは身を乗り出し──やはり体が反応しそうになるのに気が付いて、離れる。

「きっと、殿下が通った近くにいるはずです！　二人が花を──特に花冠の王女エスカ・トロネアラを抱かかえているなら、わたし、あの、多分……っ」

　具体的には言いたくない。

　フローレンスは改めてイスカの袖を見た。濡れている。やはり道中、兵や町の人たちと一緒に救助作業をしていたのだろう。

「ラハ・ラドマで花は高価だ。特に花冠の王女エスカ・トロネアラなんて、そこらに落ちている物じゃない……か。すまない、本当に花屋で付けたものでないかどうか、確信はない」

　身なりを小まめに気にするような状況ではなかった。

「だがもし、俺が彼女たちの持つ花の花弁を付けたのなら、その場所は最後に見た吹き溜まり以外にない」

　それ以前に探したところは、兵たちが最後まで崩しているからだ。人を二人も見落とすはずがない。

　最後に取りかかった吹き溜まりは、積雪量が多かった。半なかばほどを崩したところで撤てつ収しゆうを決めて引き上げたのだ。

「もう少し粘っていれば……」

　分かっていればそうしただろう。それを責めるのは酷こくだ。

「お願いします、行かせてください！」

　悔かい恨こんに眉を寄せていたイスカは、フローレンスの必死の声にはっとして、視線を落とす。

「駄目だ。貴女の細腕で何ができる」

「っ……」

　それは事実だ。とっさに何も言えなくて、フローレンスは言葉に詰まる。

（そうよ。それに、人手はどうするの）

　動くことが可能な兵は出払っている。そして王宮へと撤収してきているところだろう。彼らを引き止め、まとめてもう一度出かけたとして、果たして間に合うのか。

　他に人手は、と考えたとき、フローレンスの胸きよう中ちゆうに過よぎるものがあった。だが、すぐに否定する。それは不可能だと。

　しかし。

「心当たりがあるなら、賭かけてみるべきだろう」

　一瞬瞳にためらいを覗かせたものの、すぐさまそれを消し、イスカは身を翻ひるがえした。

「どこに……」

「クラウディア姫の所に」

「！」

　息を吞みフローレンスは目を見開く。イスカもまた、自分と同じことを考えたのだと分かった。

　クラウディアには道中の警護をしてきた兵士がいる。彼女はきっと、人命のためなら協力してくれるに違いない。

　──しかし、絶対に無む償しようではない。

「殿下、それでは──」

「命を金に換かえるつもりはない。体面にも」

　時間もない。イスカは交渉もしないだろう。クラウディアが出すだろう条件に、是ぜと答えて兵を借り受けるだけだ。

「お待ちください！　わたしも行きます！」

「いや、来てもらっても……」

「行きます！」

　断言して、逆にイスカを置いて行く勢いで歩き出す。

（どうするの！　すぐに！　考えて！）

　足早にクラウディアの部屋へと向かいながら、フローレンスは必死に頭を動かした。

　クラウディアは王女で、教育されてきた王族としての責任と義ぎ務むを理解していて、けれど普通の女性だ。

（命を交渉の道具にすることに、クラウディア姫はきっと良りよう心しんの呵か責しやくを感じるわ）

　しかし王女としての義務のため、目的のために、氷の値を条件に出してくる。

　そしてイスカはうなずくだろう。助けられるかもしれない命のために。フローレンスのために。そんなことはさせられない。

　考えがまとまらないうちに、クラウディアの部屋に辿り着く。控えていた侍女がすぐに二人の訪れを告げ、中に通された。

「お邪じや魔まさせていただきます、クラウディア姫」

「どうぞ、ゆっくりしていらして──と言いたいところだけれど、一体何があったの？」

　城内の慌ただしい雰囲気は、クラウディアにも伝わっていたようだ。そこにフローレンスとイスカが揃そろってやって来れば、何があったと問いたくもなる。

「町で雪の事故があって、人手が足りなくなっているのです。貴女の護衛を少し貸していただけないかと思い、伺うかがいました」

「事故……」

　イスカの言葉に、クラウディアの表情が痛ましげなものになる。しかし予想通り、彼女はすぐに唇を引き締め、瞳から同情の色を消す。

「国こく籍せきを問わず、人道的見けん地ちから協力はするべきね。けれど当然、無償ではなくてよ」

　クラウディアの声は強かった。はっきりと要求を突きつけてくる。

　それにイスカがうなずこうとしたとき、

「ええ、もちろん。その誇り高い行いは後こう世せいまで語り継がれるよう、充分に感謝させていただきますわ」

　フローレンスが割り込んだ。クラウディアが良心から零こぼしてくれた『人道』の一言は、フローレンスが欲ほつしていたつけ入り所以外の何ものでもない。

　クラウディアが氷の契約を口にするより先に、形のない報ほう酬しゆうを提示する。

「人道的支援でのご協力ですもの。まさか、金きん銭せんを絡めようなんてなさいませんわよね」

　それはもはや最も早はや人道的支援ではない、と言い切った。

「シェイル・コーレスの王女である貴女が、人じん品ぴんを貶おとしめるようなことを口にされるとも思っておりませんけれど」

「──……」

　クラウディアが交渉に持ちこむことすら阻はばむ、いやらしい言い方だった。

「可か憐れんな容姿に似合わず、貴女はずいぶんと苛か烈れつな方のようね、フローレンス姫。貴女から望みのものを引き出すのは難しそう。もしわたくしがうなずかなかったら……貴女はどうされるのかしら」

「貴女は必ず、うなずいてくださいますわ」

　フローレンスは確信していた。クラウディアは断らない。彼女は事故と聞けば表情を曇らせる、他人のことでも慮おもんばかることのできる感性の持ち主だから。

　兵を出し渋しぶって人を見殺しにしたシェイル・コーレス。

　代価を拒こばんで国民を見殺しにしたラハ・ラドマ。そんな、どちらにとっても得のない悪評を被こうむるよりも、得はなくても人を助けることを選んでくれる。

「けれど海蛇姫の貴女には、このままでは嬉しくありませんわよね」

　交渉できるのにしなかった。そう責める者も少なくないはずだ。

「だからもう一つ理由を差し上げますわ。今ここでうなずいてくだされば、わたしが──エスカ・トロネアの名に誓ちかって、貴女が真しんに欲しいものをお渡しします」

「……どういうこと？」

　氷の値を戻すことを拒みながら、欲しいものを渡すというフローレンスの言葉に、クラウディアは眉を寄せた。

「貴女の真の望みは、氷の値などではないでしょう？」

「……それを、貴女がくださると？」

「ええ」

　クラウディアの真の望み──それは母王妃の立場を守ること。

　他国の私情に口を出すなど、他のどの国でも常識外だと失笑し、憤ふん慨がいする話だ。だがエスカ・トロネアという国の威いを振るえば、そんな常識すら覆くつがえせる。

「きっと貴女の、本当の願いを叶えてさしあげますわ」

　瞳に狡こう猾かつな光を宿らせて、フローレンスは囁ささやいた。自覚しないまま、己の兄とよく似た表情で。

「わたくしの侍女も聞いていてよ。よろしくて？」

「ええ」

「──いいわ。自由に兵を使ってちょうだい。ただし二次災害での犠ぎ牲せいを出したときには、相応の賠ばい償しようをしていただくわ」

「承知していますわ。──ありがとうございます」

　感謝の気持ちは噓うそじゃない。フローレンスは真っ直ぐにクラウディアの瞳を見て礼を言った。クラウディアもどこかしらほっとしているように見えた。

「フローレンス」

　部屋を出たところで、イスカにやや険しい声で呼び止められ、振り返る。

「俺は、エスカ・トロネアに迷めい惑わくは──」

「ご安心を。わたしも生しよう国ごくに面倒をかけるつもりはありませんわ」

（そもそも、わたしじゃ無理だし……）

　エスカ・トロネアに力はあっても、フローレンスにはそれを振るえるだけの下した地じがない。それこそセリスならば、どうとでもできるのだろうが。

「わたしはエスカ・トロネアの誇りに誓っただけですわ。個人的にはクラウディア姫も応援していますし」

　そう、フローレンスは決して、母国の力を使うとは言っていないのだ。

「……つまり、噓か？」

「いいえ。すべてが丸く収まる可能性も信じています。そして、たとえ叶わなくても噓にはしません。エスカ・トロネアの名を出したのですから。大丈夫です。だって、彼女の望みは──」

　言いかけて、窓を揺らす風の音に遮さえぎられ、言葉を切った。

「殿下、今は急ぎましょう」

「……そうだな。だが貴女は」

「行きます！　そこに二人がいるかどうか、わたしにならきっと分かりますから！」

　そこにいなければ、すぐに諦めなくてはならない。ラハ・ラドマの兵以上に、クラウディアの兵に被害者を出すわけにはいかない。

「……分かった。だが、必ず俺に従ってくれ。諦めることになったとしてもだ」

　問答をしている時間はもうない。

「行くぞ」

「はい！」
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　予感だったのだろうか。着替えた室内用のドレスも、比較的動きやすいものにしていた。イスカの駆かる白毛の馬に、彼に抱き込まれるような形で同乗しつつ、フローレンスはそんなことを考える。

　結構な速度で走る馬の背中は初体験で、怖い気持ちがないわけではなかったが、そんなことよりミリアとジゼルが、そして空の様子が気がかりだった。

　急せく気持ちに比べれば、速く走っているがゆえの揺れなど、どうということはない。

　すでに辺あたりに人ひと気けはなかった。皆吹雪に備え家に戻ったのだ。フローレンスはふと、見上げた店の看板をガタガタと揺らす風に気が付いた。

（強くなってる……）

　時間がない。

「フローレンス、ここだ」

　ややあってイスカが馬の足を止めたのは、建物と建物に挟はさまれた、隣となりの通りに出るための路地の一つ。

「運が悪かった。両側から風が集まったんだな」

　そこには道を塞ふさぐように雪の小山が出来上がっていた。

「始めよう、手伝ってくれ！」

「はッ！」

　除じよ雪せつ用スコップを携たずさえたシェイル・コーレスの兵士たちが、不慣れながらもザクザクと雪を掘ほり返す。

　外が騒さわがしくなったのに気が付いたのだろう、近くの民家から住人が顔を出した。

「イスカ殿下!?」

「ど、どうしたんです!?　作業はもう切り上げたんじゃあ」

　王都の民は、一市民でもイスカの顔を見知っているらしい。驚きに声を上げてから、王族に直接声をかけてしまったことに慌て、互いに気まずげに目線を交かわし合う。

「ここにおそらく、人が埋うまっている」

　気にした風もなく問いに答え、イスカは自みずからも作業に加わる。体力にはまったく自信のないフローレンスも、力尽きて邪魔になるまではと加わった。

　──と。

「おい、母ちゃん。スコップ、スコップ持ってきてくれ！」

　家人に向かって言う声が聞こえてすぐ、外がい套とうを羽は織おった男たちが家から出てきた。騒ぎに気付いた近きん隣りん住民も徐じよ々じよに増えて加わって、人手は倍ほどになる。

「お前の家は三つ先の通りだろうが。危ねーぞ、帰れ帰れ」

「いいんだ。これで彼女に泊めてもらう口実ができるだろ？」

「いいけど、お父さんと一緒の部屋で寝てもらうことになるわよ」

「うん、だよね……」

　特に近い家からは女性も手伝いに出てきていて、小さく笑い合う。

　陽は落ちかけ、空を覆う雲は本格的に厚くなり、すぐにも雪が降り始めそうだ。外にいるのは危険な頃合いだと、皆分かっている。

　それでも当たり前のように、助かるかもしれない誰かのために、手を差し伸べることを迷わない。

（ああ。わたし──……）

　この国が好きだ。そして、強く感謝が湧き上がってくる。込み上げてきた想いで視界が滲みそうになるのを、何度も瞬まばたきをして追い払う。

　そうして目に見えて小山の容よう積せきが減ったと感じたとき、フローレンスの目にピンクから赤のグラデーションに変わる、一枚の花びらが入ってきた。

（花冠の王女エスカ・トロネアラ！）

　さらに雪を搔かき分けると、鼻の奥がむずりと反応した。

「っ、ひぐっ」

　それがアレルギーのせいか、単純に寒さのせいかはもう分からなかったけれど、どうでもいい。そんなことよりも、とフローレンスは花びらを見つけた雪の下を、さらに掘り進める。

「あ……っ」

　そして明らかに雪とは違う、金の色しき彩さいが見えた。

「気を付けろ、近いぞ！」

　フローレンスの呟きに振り返ったイスカもミリアの髪の色に気付き、そう声を上げる。全員がスコップを突き刺すのを止め、手で雪を搔かき分ける。

「ミリア！　ミリア!!　ジゼル!!」

　二人の側には、雪に押し潰つぶされた花々が散らばっていた。

　ずるりと雪の中から引っ張り出された二人の体は──冷たい。体温があるはずの人間の体とは思えないほど。

「急いで家の中に運べ！」

「おい、降ってきたぞ、皆急げ！　兵隊さんたちも！　ウチは三人までなら寝られるぞ！」

「俺の家は一人だ」

「私の家は二人大丈夫です！　早く、どうぞ！」

　自宅に収しゆう容ようできる人数を口にする町の人々の厚こう意いに甘え、全員が急いで民家に避難する頃には、再び吹雪が始まっていた。
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　壁に叩きつけられる風の音は、フローレンスが今まで聞いたこともないほど暴力的で、原始的な恐きよう怖ふ心しんを刺し激げきした。

　火の踊おどる暖だん炉ろの前に、毛もう布ふに包くるんで寝かされたミリアとジゼルは、まだ気を失ったまま。

「自分で体温を取り戻してる。大丈夫だ。きっと目覚めるだろう」

「……ええ」

「貴女も休んだ方がいい。疲れただろう」

「……ええ」

　隣に座ったイスカから労いたわりの声をかけられても、じっと二人の顔を見つめたまま、フローレンスは虚うつろな返事をするだけだった。

　フローレンスの態度に、イスカが困ったような空気を流す。そして。

「……そうだな。なら、二人が起きたらきっと貴女を連れてきた俺を怒るだろうから、気の利いた言い訳を考えてくれないか」

「言い訳などしなくても、わたしの望みだと二人とも分かると思いますわ。そもそも、侍女が殿下に文句を言えるはずがありませんし」

　今の状態を思えば、あまりにどうでもいいイスカの言葉に、フローレンスは小さく笑った。そんな会話がすぐにでもミリアとできたらいいなと願って。

　そうやって笑ったら、二人の顔を見つめるだけでまったく動いていなかった頭が、ようやく動き出した。

「少し休むといい」

　フローレンスの目が焦しよう点てんを結んだのを見て、イスカはもう一度同じことを言った。

「はい」

　今度は本当にそうするつもりで、フローレンスはことり、とイスカの肩に頭を預けた。

　すごく、疲れた。

　そして多分、安心している。

「殿下は、人の心を和らげるのがお上手じようずですのね」

「家か訓くんかな。追い詰められているときほど、何でもいいから冗談を言うんだ。そして、笑う。面白くなくてもいい。笑えば心に余裕ができるから。……本当は戦場の教えだが。俺の一族は演技上手が多かったらしい。俺にはあんまり遺い伝でんしなかったが」

　残念だ、とイスカは呟つぶやく。きっとこれも冗談だ。だからフローレンスもくすくすと笑った。教わった通りに。

「貴方は充分、お上手だと思いますわ」

「そうか？」

「ええ。貴方がこんなに優しい方だとは思いませんでした。……あんなに無ぶ様ざまなわたしを、笑わないでいてくださる方がいるなんて」

「俺は、貴女が無様だと思ったことなど一度もない」

「え……」

「女性として、美しくあろうと努力する姿勢は、俺から見れば可愛らしいだけだ」

「──……」

　努力は精一杯した。せめて立ち居振る舞いだけでも、大国の姫に相応しくあるように。

　でも同時に虚むなしさもあった。どれほど頑がん張ばっても、アレルギーという汚お点てんがある限り、自分は淑女と呼ばれるような女性にはなれないのだと。

（……でも、無む駄だじゃなかったって思っていい……？）

　一度アレルギーが発はつ症しようすれば、見られたものではない顔になる娘でも。

「貴女のことは、ただ好ましいとしか思わない」

「……」

「フローレンス？」

　無言になったフローレンスを窺うように、そっとイスカが顔を傾けてきた。その視線から逃げるように、フローレンスは俯うつむきぎみに顔を逸らす。顔を隠しても、きっと耳も首も赤いだろう。でも、暖炉の火の側だから大丈夫だ。

　伝えたい想いは沢たく山さんあった。けれどすべての気持ちは、ただ一つのものへと繫つながっている。

「……ありがとう、ございます」

　寒くてもここは、とても温かい。
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　人生初めての大事件のせいで疲ひ弊へいしきったらしく、フローレンスは天候が回復した翌朝城に帰って、ばったり倒れた。四日寝込んで回復したときには、すでにジゼルが侍女業に復帰していて驚いた。

　それから一週間が経った今日、ミリアも無事に復帰した。

「長い間、申し訳ありませんでした、姫」

「大おお袈げ裟さよ。一週間だけじゃない」

「時期が時期ですもの！　姫が忙しくしていたときに寝込んでしまうなんて……っ！」

　大失態を！　と謝しや罪ざいするミリアだが、命が助かって後こう遺い症しようもなく皆が元気になれた。もうそれだけで充分だと思ってしまうので、彼女の意識の高さには苦笑するしかない。

「いいえ、ミリア様。元はといえばわたしが天候を読み違え、甘い判断をしてしまったせいです。申し訳ありませんでした」

「それを言ったら、強引に外へ行こうとしたわたしが一番悪くなってしまうわ」

　そしてイスカの耳に入れば、いや俺が──という話になるのだろう。容易に想像できる。

「姫、そんな！」

「とんでもありません！」

　侍女二人は、力を込めて否定してくれた。

「だから今後は皆で気を付ける、ということで、お終しまいにしましょう？」

　あえて軽い言い様でまとめると、ミリアとジゼルは乗り出していた身を戻し、顔を見合わせ──表情を綻ほころばせた。

「はい」

「そういたしましょう」

「これからわたしがラハ・ラドマに来てからの大おお一いち番ばんが始まるのだもの。集中してね？」

　フローレンスがそう言うと、二人は和なごんでいた表情を引き締めた。

「支度をお願い。わたしが堂々と、自信を持って戦えるように」

　姫らしく。美しく気高い装よそおいを。

「お任せくださいませ、姫」

　フローレンスの要よう望ぼうをミリアとジゼルは誇らしげに請うけ負おった。

　送った手紙の返事が、フローレンスの予想よりずっと早くに届いたのだ。しかも予期していなかった相手の名前が加わって。

　おかげで組んでいた予定の日付も変更になった。無理だからと候こう補ほから外はずしていたのに、先方から理想の招待客も増やされた。驚いたが、どこかで安堵した自分もいる。

　早回しになった予定を繰くり上げ整えて──今日に至いたる。幸いにして先日以降天候は落ち着いていた。今日も清すが々すがしい快晴だ。

　出迎えはイスカに任せ、侍女二人の手を借りて身支度を終えたフローレンスは、クラウディアの部屋を訪れた。

「ごきげんよう、クラウディア姫。お時間をいただけて嬉しいわ」

「いつでも歓かん迎げいするわ」

　にこやかに微笑み合ってから、空気を引き締める。

「先日は貴女のおかげで死者を出さずにすみました。ありがとうございます」

「シェイル・コーレスが力を貸したのだと、よくよく、民に伝えておいてちょうだい」

「伝えなくても、もう広まっていますわ」

「……そのようね」

　クラウディアが護衛を出して救助を支援した、という話は、実際に関わった町の人々から、すでに大きく広まっていた。クラウディアに対する王宮内の反感も緩くなって、本人は居心地が悪そうにしている。

「貴女がいらしたということは、具体的な話をする、ということでよろしいわね？」

「その前に──王妃様のこと、お聞きしましたわ」

　運ばれてきた紅茶に手を付けながら言ったフローレンスに、クラウディアも、カップを持った手をピクリと震わせる。

「以前クラウディア姫が仰ったのは、少々、意地の悪い言い方でしたわね」

　クラウディアの言い分では丸々イスカのせいのようだったが、実際には王妃にも非ひがあった。

「噓ではないわ」

「ええ」

　クラウディアは悪びれなく言い切る。イスカが最後の一押しとなったことについては、フローレンスも否定はしない。本人にその意図はなかったが。

「国王陛へい下かの忍にん耐たいは限界に近付いているようにお見受けしますわ。だから貴女に無茶を仰るのでしょう」

「今のままでは、陛下のお考えについては否定できないわ」

　重い息をついてクラウディアは認めた。そしてフローレンスを見つめる。

「エスカ・トロネアの姫として、力を貸していただけるのでしょう？」

「わたしがお貸しできるのは、わたし個人の力だけですわ」

「ご自分の言げんを覆すおつもり？」

「いいえ。貴女の望みは、きっと叶えられます」

「……どういうこと？」

　クラウディアの眼まな差ざしを、正面から受け止める。正統な主張であると強調するように。

「氷の値を戻しましょう。ただし、こちらからも条件を付けさせていただくわ。わたしは仕入れ量によって単価を変へん動どうする方法を提案いたします」

「量、ですって？」

「そうです。大量に仕入れてくださるときは、今までと同じ値で結構です。主おもに夏か季きがその値段になるでしょう。本当に多いときは、いっそもう少し低く設定した方が陛下を説得しやすいでしょうか。代わりに、こちらが定めた量に届かない場合は単価を上げます」

　フローレンスの提案に、クラウディアは啞あ然ぜんとしていた。

「そして年間で見れば、先の条約よりやや高値となる設定にさせていただきます」

　適正となる収入から極きよく端たんに減らすつもりはない。

「それでは、わたくしは」

　父王の意図とは違う。それでは納得してもらえないと、クラウディアは眉を寄せる。不安に揺れる瞳を見つめながら、フローレンスはクラウディアの言葉を遮り、続けた。

「これは後のち々のちの、シェイル・コーレスとラハ・ラドマのための提案です。同時に、貴女のための」

「わたくしの……」

「誰が聞いても、これは詭き弁べんでしかありませんわ。けれど建たて前まえとしては充分なはず。貴女が今戦うべき相手はラハ・ラドマではなく、貴女の父王と王妃殿下です。言う通りにしているばかりでは限界があると、貴女も分かっているはず」

「それは……。でも、わたくしが従い、望みの成果を持って帰らなくては……」

「分かっています。貴女が恐れていることも。けれど、これは好こう機きだとお思いください」

　王はその気になりさえすれば、クラウディアが庇かばう間もなく、王妃を追放できる。

　フローレンスはクラウディアに、状況によっては命を果たしたと主しゆ張ちようできる条件を提案した。

「これ以上の妥協をする気はありません。後は貴女が戦うしかないのです。だって貴女のしていることは、他人に失態の収拾を押し付けているだけですもの。それは間違いです」

「……」

「貴女が本当に向き合うべき相手はお母様です。貴女が真に望むのは、家族である王妃殿下と国王陛下との安あん寧ねいなのでしょう？　求めるのであれば、貴女自身が変えなくてはならないわ。──他国からの干渉で、貴女が願う通りになると、本気で思っていらっしゃる？」

　たとえ今追放を免まぬかれたとしても、しこりが残るに決まっている。

　指摘されてクラウディアは唇くちびるを嚙かみ締しめた。その場しのぎの、安あん易いな下げ策さくに縋すがってしまうほど自分が追い詰められていたのだと、たった今自覚できたかのように。

「それと──もう一つお見せしたいものがあるのです。ご一緒していただけますわね？」

「どこへ……？」

「ご心配なく。宮殿内の大広間ですわ」

　クラウディアを誘さそい、フローレンスは招待客が集まる会場へと向かった。

　ここまできてしまっては、王妃の問題を情じように訴うつたえるだけで済ませるのはさすがに無理だ。シェイル・コーレスに納得してもらうためには、ラハ・ラドマも他に外がい貨かの当てを得て、力を付けなくてはならない。

（さあ、見るといいわ！）

　取るに足りない弱小国が、交渉相手となる瞬しゆん間かんを！

　フローレンスがクラウディアと共に足を踏み入れた大広間は、アイスクリームの試食会場となっていた。ラハ・ラドマらしからぬ躍やく然ぜんたる光景に、クラウディアは足を止め、絶ぜつ句くする。

「久しぶりだな、フローレンス」

「！」

　来ているのは分かっていたけれど、実際にその声を聞いてフローレンスは顔を輝かせる。クラウディアに一言断ってから、振り返って兄、セリスへと駆け寄った。

「お兄様、お久しぶりです。今日は本当に、ありがとうございます」

　フローレンスが呼んだ知人たちの中に、もちろん兄は入っていなかった。第一王位継けい承しよう者しやとして多忙な日々を送っている王太子を呼び付けるなどとんでもない。

　にもかかわらずここに望ましい客人たちを連れてセリスが訪れてくれたのは、妹のためだ。嬉しかったし、素直にありがたいと思った。自然、お礼の言葉も笑顔も弾はずんだものになる。

「大したことじゃない。知り合いの令嬢から、お前にラハ・ラドマに招待された──なんて話を聞いたときは驚いたが。元気でやってるんだな、フローレンス。良かった」

「はい。とても」

　朗らかに笑うセリスの奥。ホール内を見渡せば、そこかしこで歓談する人々が見える。フローレンスが呼んだ知人と同数近く、予定外の客人がいる。その多くはラハ・ラドマ近きん郊こうの国々の貴族たち。セリスの伝つ手てで呼ばれた人たちだ。

「大変結構。その言葉が聞けて安心した。──お、来たな義おと弟うと！」

「セリス殿下」

　客の一人と共にホールへ姿を見せたイスカは、セリスが手て招まねいているのに気が付き、こちらに歩み寄ってきた。

「その、充分なもてなしはできないかもしれませんが、できる限り努つとめさせていただきます。ご要望があれば、遠えん慮りよなく仰ってください」

「ああ、そう気にするな！　勝手に人を増やして悪かったな。フローレンスが招いた人数のほぼ倍だ。手が行き届かなくて当然だろう」

　ぱたぱたと手を振り、大らかな調子で笑いとばす。

「経験の乏とぼしい不出来な姫だが、王太子妃としては悪くないと思う。末永く愚ぐ妹まいを頼むぜ、義弟」

「はい」

「それと」

　不意にセリスはイスカとの距離を詰め、耳に口を寄せる。

「あれはそこそこ役立つだろうが、余計な欲はかくな。俺に可愛い妹を喪うしなうようなこと、させてくれるなよ」
















「っ」

　優しい声音こわねで囁かれた冷れい酷こくな脅おどしにイスカは息を吞み──うなずいた。

「わざわざ忠告してくるのなら、貴方がフローレンスを愛いとしく思っているのは本当ですね、義あ兄に上うえ。彼女を悲しませるつもりはないので、ご心配なく」

「あぁ、頼むな！」

　ぽんっ、とイスカの肩を叩き、セリスは何事もなかったかのように離れた。

「じゃあフローレンス、後でな」

「はい、お兄様」

　兄が会場内の歓談に戻っていくのを見送ってから、フローレンスはイスカを見上げ、首を傾げた。

「お兄様は何て仰っていたのですか？」

「貴女への愛情を語られた」

「ええ!?」

（なぜ今そんな話!?　しかも耳打ち!?）

「とりあえず、心配は不要だと答えておいた」

（どんな流れで何の心配!?）

　気になって視線をさまよわせたフローレンスの目に、自然、見慣れた兄の姿が留とまる。

（結局、お兄様の手までお借りしてしまったわ）

　クラウディアが自国に帰る頃には、シェイル・コーレスにもこのお披ひ露ろ目め会かいが伝わるよう、すぐに情報が拡かく散さんされる手段を取りたかった。自分の伝手だけでは心こころ許もとなかったそれを、セリスが倍ばいにして補ほ完かんしてくれたのだ。

　招いた人選や令嬢から伝え聞いた内容から、フローレンスの計画を悟ったのだろう。

「フローレンス姫！」

　と、そこに思い思いのデザートを手にした令嬢たちが、瞳を輝かせながら近寄って来た。

　シンプルな単体のアイスクリーム。クレープなどにアレンジしたもの。パンケーキを選んだ令嬢は、席に着いてゆったりと味わっているようだ。

　反応はどれも上々。フローレンスは満足げな笑みを浮かべて、令嬢たちに向かった。

「お久しぶりです、フローレンス姫！　お招きいただきありがとうございます」

「こちらこそ。よく来てくれたわね」

　お久しぶりというよりはじめましての方がいっそ正しいくらいだが、幼い頃何度か会った相手には違いない。

「こちらのデザート、とても素敵ですわ！　始めは冷たく頑かたくなだったものが、部屋の暖かさによってほど良い具合に和らいで……。まるで恋心を形にしたような芸術性ですわ」

　アイスクリームに芸術性を感じたことはなかったが、そちらの方面で新たな趣しゆ向こうを用意してみるのも面白そうだ。フローレンスは微笑み、適度な相あい槌づちを打ちつつ話を聞く。

「わたくし、今度は姉と妹を連れてまいりますわね。二人ともきっと喜ぶでしょうから。またお相手してくださるかしら？」

「ええ、歓迎します。今回は急な招待でごめんなさい。今度はゆっくり、遊びに来てくれると嬉しいわ」

　それこそが目的なのだから、大だい歓かん迎げいだ。

　一通りの客人たちの相手を終え、フローレンスはくるりとイスカと、そしてクラウディアへと向き直った。

「ご覧になって。大好評ですわ。恒こう例れい化かする催もよおしを企画して周辺諸国に広めれば、きっともっと盛り上がりますわね？」

「……ええ。そうね」

　会場の華やいだ雰囲気に、クラウディアは素直にうなずいた。

「少しばかり氷の受じゆ注ちゆう量りようを減らされても問題にならなくなるでしょう。わたしたちの子し孫そんの代まで。これでお互い、正しい関係を築けますわね」

「そうなるでしょうね。この様子では」

　もう一度、自分の目に焼き付けるように会場全体を見回して──クラウディアは静かに、フローレンスへと目を据すえた。

「……少し早いけれど、わたくし、明日国に帰るわ。お母様を安心させてあげたいから」

「戦えそうですか？」

「やってみるわ。お父様とも、お母様とも。確かにわたくしはずっと卑ひ怯きような逃げ方をしてきた。本当にわたくしが向き合わなければならなかったのは家族だったのに。──貴女の言う通りね。わたくしの望みを叶えるのに、エスカ・トロネアの力は必要なかった。たとえ叶わなくても、わたくしは後こう悔かいしないでしょう」

「きっと貴女の誠せい意いは通じると、信じています」

「ここに来て、貴女に会えて良かった。目が覚めたわ。ありがとう、フローレンス」

「こちらこそ。貴女に会えて良かったわ。クラウディア」

　ラハ・ラドマに来たのがクラウディアで良かった。フローレンスも同じ想いだ。

　差し出された手を取って、握あく手しゆを交わす。

　しかしフローレンスへ向けていた笑みを引っ込めると、クラウディアは隣にいるイスカをギロリと睨にらんだ。

「でもわたくし、やはり貴方は信用ならないわ」

　自分の母が色いろ香かに当てられた件は、根深い疑ぎ心しんを植え付けたようだ。

「彼女を裏切って傷を付けたら、わたくしも私的に制せい裁さいしてあげるから、覚悟なさい」

「不要な心配です。フローレンスは、これ以上なく私の理想の妻ですから」

（わっ）

　肩を抱かれて、引き寄せられた。

　抗あらがいようのない強い力や、近くなりすぎた距離に焦あせったけれど、離れる理由はなかった。大人しくイスカに身を任せたフローレンスに、クラウディアは息をつく。

「何かあったら連絡していいわよ。今回のお礼に、力になってさしあげるわ」

「あ、あら。ふ、ふふ……っ」

　厚こう意いで言われたそれを、どうすればいいのか。

　フローレンスは、乾いた笑いで誤ご魔ま化かしたのだった。
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　──今日は、シェイル・コーレスへ外がい交こうに出かけていたイスカが帰国する日だ。

　町の入り口を示す以外の意味はない、間かん隔かくを空あけて立てられた二本の柱を背にして、フローレンスは見渡す限りに広がる雪せつ原げんを眺ながめていた。

　正面に悠ゆう々ゆうと敷かれた主しゆ街かい道どう。不毛の光景だと人々から言われる白銀の景色の先に、始めは小さく、徐じよ々じよに輪りん郭かくをはっきりとさせ、一台の馬車を中心とした一団が走って来た。

　ややあって、フローレンスの側で停まった馬車の中から、面めん食くらった表情でイスカが降りてくる。

「お帰りなさいませ、殿でん下か。お疲れ様です」

　にっこり笑ってフローレンスは労ねぎらいの言葉で出で迎むかえた。

「ただいま。それはいいが何をやってるんだ、こんな所で」

「もちろん、婚約者のお出迎えですわ」

「わざわざ町の外までか？　寒いだろう」

「防ぼう寒かんはきちんとしていますから、ご心配なく」

　土地の気候に合わせて作られた防寒具だ。着込めば寒さにもしっかり耐たえられる。

「風か邪ぜを引いたらどうするんだ」

「そう言って皆、あまり外に出してくれないのですもの」

「病弱な姫という触ふれ込みだからな。仕方ない」

「心配してもらえるのは嬉うれしいのですけど」

　傷を付けたらえらいことになる、他よ所その国の姫という認にん識しきのせいだ。

　ラハ・ラドマに根付くことを決めているフローレンスは、お客様扱あつかいが少し不満だ。

「でも今日は特別です。貴方あなたをお迎えに行きたいと言ったら、快こころよく許してもらえましたわ」

「俺は口こう実じつか」

　苦く笑しようしつつ、イスカは側かたわらに控ひかえていた数人の侍じ女じよと侍じ従じゆうに手を振った。

「フローレンスと町を歩いて帰るから、皆、先に戻っていい。我がままに付き合わせて悪かったな」

　イスカの言葉に周囲から控えめながら温かな笑い声が起こって、皆、二人に一礼をして城へと戻って行った。

　馬車を見送ってから、フローレンスはイスカと並んで、のんびりと町中へと戻る。

「シェイル・コーレスはいかがでしたか？」

「上う手まくいった。貴女あなたの出してくれた案で、そのまま通ったよ」

「そうですか。クラウディアが話を通しておいてくれたおかげですわね」

「王妃殿下も追放は免まぬかれたそうだ。これからはしっかり監かん督とくするつもりだとクラウディア姫が話してくれた。その方が結果的に労ろう力りよくはかからないと笑っていたな。貴女によろしくとも言われた」

「こちらこそ、とすぐにお伝えできないのが残念ですわ。けれど、良かったです」

　愛しているからこそ、今までクラウディアは母に甘く、自分が清せい算さんできるのならと、頑がん張ばり方を間違えてしまった。

　気持ちはフローレンスも理解できる。ただ、間違いたくはないとも思う。大切な相手に苦言を呈ていするのはとても勇気がいることだが──相手を想うのなら、そうするべきだ。

（クラウディアは覚悟をしてくれた。そして王も、妃殿下も受け入れてくださった）

　胸が温かい。良かった、と思う。心から。

（わたしも、真っ直ぐ勇ゆう敢かんな人でありたい）

　自分一人では叶わないかもしれない。けれど、きっと──

「俺も、妃殿下と同じだと感じるときがある」

「え？」

「クラウディア姫が母君にそうしていたように、不ふ都つ合ごうを隠され、果たすべき義ぎ務むを免めん除じよされ、甘やかされていると感じることがある。今回は、知ることができて良かった」

　アルフルードがイスカに王妃の危機を意い図と的に伏せていたのは間違いない。事実を知って悟さとれないほどイスカも鈍にぶくはない。

「だが貴女は、隠さなかったな」

「わたしは王に隠しごとはしませんわ。判はん断だんをするのは王の仕事ですもの。臣下はそれをしてはならないのです。アルフルードの気持ちも分かるのですが」

　悪意があったわけではない。逆だ。イスカのことが好きだったから、アルフルードは情報を吞のみ込んでしまったのだ。

　イスカが知れば、相手の主しゆ張ちようを吞んでしまうから。もしくは気に病やんでしまうから。

「彼は貴方の友人なのですね」

「ああ」

「互いを想い合える関係ですもの。尊とうとぶべきです。貴方の人じん徳とくですわね」

「……やはり、貴女は優しい」

「っ」

　予想外の評価を口にされ、フローレンスはうろたえた。

「や、優しくはありませんわよ」

「俺のこともアルのことも、気持ちを慮おもんばかってくれただろう？」

　微笑ほほえんだイスカが、穏おだやかな眼まな差ざしでフローレンスを見下ろす。

「求きゆう婚こんしたのが貴女で良かった。フローレンス」

「わ、わたし、で……っ？」
















　向けられた言葉は嬉しいものだった。自然と頰ほおに熱が集まる。なのに、答えに詰まってしまった。

　間近でイスカと視線が絡からんで、思い出したのは頰を掠かすめた温ぬくもりのこと。

「っ……！」

　嫌いやだったわけじゃない。だけどイスカに応こたえたその先を想像するのが怖かった。

　その一歩を踏み出してしまったら、自分ではどうすることもできないものが溢あふれて、心の全部を埋うめ尽つくしてしまいそうで。

（だってこの人妖よう魔まだしッ！）

　思考が奪うばわれ、逃げられなくなりそうな気が、もの凄すごくする。

「……フローレンス？」

　窺うかがうように慎しん重ちような声で名前を呼ばれて、フローレンスははっとした。慌あわてていつの間にか逸そらしてしまっていた目線を戻し、イスカを見上げる。そのフローレンスに、イスカは少しだけ、残念そうな色合いに変わった笑みを浮かべた。

「俺の国を選んでくれて、ありがとう」

「あっ、あのっ」

　──何だか、やってはいけない失敗をした気がした。

　間まを置かずに答えなくてはいけなかったのに。きっと誤解させてしまった。自分で良かったと言ってもらえたことは、本当に嬉しかったのに。

「くっ、国も、そうですけれどっ。わたしはっ、貴方だから……っ」

（あぁっ。すっごく付け足しっぽく聞こえる！）

　気持ちが焦あせったせいで声が上うわ擦ずった。自分で言っていて噓うそくさく聞こえるのだ。きっとイスカにも同じように聞こえてしまっているだろう。

「そうか？　なら」

「あっ」

　するりと手を取られ、そっと絡められた指に、フローレンスは動どう揺ようの声を上げた。

「これは許してくれるか？」

「も、もちろんです、殿下。貴方はわたしの婚約者ですもの」

　妙に強こわ張ばった指を懸けん命めいに動かし、自分の意思でイスカに応じる。自分でも、なぜこんなにぎこちないのか戸と惑まどってしまう。

「半年後には事情抜きで貴女に選んでもらえるようにならないとな。一方的だと虚むなしい」

「一方的、って──」

　夫婦であるということの意識がか。それとも、契約とは関係ない部分の──

　どくどくと騒がしく心臓が跳ねる。もっとはっきり言ってもらいたいような、言われたら困るような。

（わ、わたしだって、妻になるつもりで来たんだからっ）

「わたしも──、ど、努力、しますわ……っ」

　芽生えたばかりの感情に翻ほん弄ろうされつつ、未来を示し唆さするように──城に帰り着くそのときまで、フローレンスはイスカの手を拒こばまなかった。











〈Ｆｉｎ〉
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　はじめまして、長なが月つき遥はるかと申します。この度は本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　中世文明レベルで花か粉ふん症しようにかかったら大変だろうなあ、とふと思ったことがきっかけで、このようなヒロインになりました。このネタを受け入れてくださるのは多分ビーズログ文庫様しかあるまいな！　と思ったので、投稿先は一いつ択たくでした。

　第十七回えんため大賞　ライトノベル　ビーズログ文庫部門にて奨しよう励れい賞しようを賜たまわり、こうして刊行していただける運びとなりました。選考、編集の皆様、本当にありがとうございます！




　そして玉たま川がわ衛えい材ざい株式会社様にコラボ企画にご賛同いただき、今回、貴重かつ光栄な体験をさせていただきました！

　作品紹介ＰＶには、鳥とり海うみ浩こう輔すけ様のご出演ですよ！　奇き跡せきが起こってます！




　次に、今回の刊行にあたって、お世話になった方々へのお礼を申し上げます。

　イラストを引き受けてくださったまち先生。容姿は可か愛わいく恰かつ好こうよく、しかも厚着、毛皮をあんなにスタイリッシュ＆ゴージャスに着こなすとは……！　ラフを見た瞬間に感動に打ち震えました。素晴らしいキャラクターたちをありがとうございます！

　ご指導くださった担当様。ソフトな改稿指導で、書き込みを見たとき安あん堵どいたしました。一回ごとに整っていく実感があって学ぶことが多かったです。

　校正様。生まれてからずっと日本語しか使ってないのに、間違いだらけで申し訳ありません。細かく見ていただいて大変感謝しております。

　本作品に関わってくださったすべての皆様に、心より御礼申し上げます。




　最後に、本作を読んでくださった皆様。

　真剣に笑いを取りにいってみましたが、いかがだったでしょうか。どこかしら面白く感じていただけるところがあれば幸いです。

　お付き合いいただきありがとうございました。次の作品でまたお目にかかれたら嬉しいです。


長月　遥



















著

長月遥

Haruka Nagatsuki




射手座のＡ型。

お茶の一時に至福を感じます。甘いものと温かいものにほっとするようです。本作は紅茶、コーヒー、ココアなどなどをお供に楽しく書きました！

どこかしら、思わず吹き出していただけるようなところがあれば幸いです。どうぞよろしくお願いします。










イラスト

まち

Machi




書こうと思ってたことがネタばれだったのに気が付いたのでひとこと。イスカ好みです。

http://machi.ciao.jp/



















イラスト／まち

デザイン／永野友紀子












花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ








長なが月つき遥はるか
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『花冠の王国の花嫌い姫』

2016年3月25日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

編集企画　ビーズログ文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/
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